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V を生かした

新しいプレハブ骨組み

住友のスミフレーム V は、高性能ジュニア V 形鋼を主体に、規格

獲されています。部材断面の剛性が高いワイドフランジなので

ボルト結合も容易。あなたの目的にピッタリの工場・倉庫・事務所

体育館などの標準設計も完備しています。ご相践くださると、

お望みの建物が、半ば完成。数段も手聞がはぷける経済的ロヲ制綿

的なプレハブ骨組みです 札幌から福岡まで各地にス三フレーι

販売サービス体制を確立にご利用をお待ちしています V  

ス三フt，ームV

住 友 金 属

住 友 金 属 工 業 株 式 会 社
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大阪営業所
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専門家が推奨する

金属製! 耳、 木ｾ扉、強化硝子扉

合成樹)m扉、 何れ の扉 lこも使用

1:1'，来ます 。

諸官斤御指定品 旭 硝 子 御 採用品

製 造 元

敷 島 金 物 株 式 会 社

大 阪 府 羽i Jjむ i li j賀 川 111 )" 1 の 4. 6  

T立 がi ..{J i 胤i ( 721 )  7  7  1  3  - 4  

東京. r . 11千 代 日1 区 神 川 ニ三崎 町 2 の 2 6

電 話 来 京 ( 262) 5 3 1 0 ・ 0 4 0 3



① 打抜模様は美しく超軽い

② 模様の抜穴は均等 で強い

③ どん な角度 もビスで組め る

官物1二台、ガレ ージ 、 物 自

家族で* 11的る

カタログ進呈

世 界 特 許

| シェブ口ン…|
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本社工場 大阪市西淀川区御幣島東 2 / 5 電話大阪 (471) 1494- 4  

第二工場 大阪市西淀川区御幣島西 3/ 99 電話大阪 (471 ) 0  4  2  6  



業借って安J 心 P

近イペ建築材 . 併の歴史と最新技術の産物

議.
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華斤 H寺イミに マ ッ チ し た

各 租 の カ ラ ー 製 品 が あ り ま す

責 任 施 工 ・ 型 録 送 呈
Jt IJ I !J Ij ｊｾ 克明ル製造株式会粧
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建築の美しさをきわめるく完ぺきなガラス誕生〉

く 新 発 売 >

正 し い 視 界 ・ 美 し い 光 沢

フロート'1i ラス

e， 旭 鶴 子

-t: トl 点 点目11 f' ＨｾＱＱＱＱ メＩｌ的 内 Ｒ - 1  4  
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ノ今トまてで，刈存ち えられなカか、 つ た は ん と う の 止

もつ J透歪H明月 カガ，ラス 。 完 全 な -'1-: 行止1-: I( !i が 少 し の ゆ
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. 豪 華 な 雰 囲 気 を 演 出 し て く れ ま す

火 づく りの よ さ を ' 1ー か し た つ や や か な光 沢 、

い つ ま で も 町1' 1リl で、 lリl るい がI( きが' 主毛布ーさをよ

び ま す 0

・ 現 代 建 築 界 て 注 目

大 きく 使 っ てビノレ . }，I; ;'¥11i・ 1: ieととな ど に 、 ま た 鋭

に使 っ た場合のすばらしさをご: t ! . ¥1象くださ L 、。
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司 会 員 受 賞

第 Ｑ Ｘ 回建設祭にあたって下記会員諸氏は，建設界における多年の功ｾｾｾによって建設大臣より表

彰を受けられました。乙乙 !e誌してその栄誉をお慶び申し上げます。

記

水野金市民( 愛知県迎築士会)

早 良 俊 夫氏( 大阪不燃都市建設促進協議会代表幹事〕

伴 潔氏( 日本建築学会副会長〉

岡 橋 作太郎氏( 日本建築協会理事)

高 原 秀氏( 岡山県鴻築士会会長〕

一好悦治氏( 前水建設専務取締役)

守 谷 茂氏( 竹中工着庖常務取締役〉

阿倍八郎氏( 東洋土建代表取締役)

佐村木 実氏( 佐村木商后代表社日〕

山 上 正 夫氏( 星座電気商会代決取締役社長〉

南 長 吉氏( 斉久工業代表取締役〉

4 キ リ ン ビ ー ル 尼 崎 工 場 見 学 会

日 時 8月27日( 土〉午後 2 時( 集合) - 4 1侍( 解散)

集合所 国包尼崎駅南側正面出口前広場 ・目標会旗

( 順不同)

申 込 20日までに氾話で願います。定員50名で先着締切ります。

* 見学会は株式会社田中小西建築事務所殿のと斡旋をいただきました。

ｾ＠ I建築 と社会」誌専用 主合本ファイ j 仏 実費頒布について

E 合本フ ァイルミ希望者を募 っております

日本建築協会編集部では「建築と社会」読者のみなさんにと利用いただくために . I建築と社

会J 専用のミ合本ファイノレミミを作り ，実質でお頒けいたしたく ，希望者を募っております。下

記要領にて. お申込みください。

記

1. 合本ファイル体裁 ・ 「建築と社会J 1年分 ( 12冊) 合本用

1. 頒 布 価 格 ・1部150円+ 送料 ( 送料は 6 月号会告参照)

なお ，送料はまとまってお申込みになれば割り安になります。直接，事 務

局にお越しになってもけっとうです。

1. お 申 込 み 方 法 ・片ハガキで願います。

・記入事項 1. I合本ファイ J レ申込み」と明記の乙と 2. 個数 3. 送付の

要，不要( 事務局までとりにいく) 4 送り先および沼話番号 5. 氏名

1. お 申 込 み 先 ・大阪市東区北浜3- 37 社団法人 日本建築協会編集部 (231- 9649)

追記 ・合本ファイ J レをお渡しできるのは 9 月の予定です。料金は前払，後払どちらでも可。



4 第 2 回 若 い 会 員 の 集 い ・

大阪府総合青少年野外活動センターを見る会 一一 見学と懇親会一一

若い会員の集いの 8 月の催しとして，北j廷能勢の高原』ζ 冷を求めて会員の懇親を計るとともに，

青少年野外活動センタ ーの施設の見学と窓見の交換を行なう 乙とによっ て，ともに一夜を怠義あ

るものにしたいと思います。酷暑の季節ですが，避暑に行くつもり で乙ぞ、ってど参加下さい。

日 時 8月27日( 土) ， 28日( 日) ( 1泊 2 B)  

集合場所 大阪中之島中央公会堂西哀1<:: 駐車の京阪観光ノてス ・目標会旗

申 込 往復はがきで20日までに願いますョ参加証をお送りします。 定員 30名

行 程

27日 12.30 集合 ，1. 00 出発一一( パス) 一一現地到着3.30 施設見学一一5. ∞入浴，食

事一一7. ∞ ミーテイングー- 9.∞就寝10 ∞

28 日 6 ∞ 起床 ，7.∞ 食事一一8. 30WO L K一一10. ∞リ ク リエー ション一一12. ∞食事

一一l ∞現地出発一一全日空・絡納庫見学 ( 設計 ・日建設計，施工 ・大林組)

4. 30大阪到着，解散

ミーティングのテーマ

l  使用者，企図者，設計者 ，施工者等の相互の怠志の疎通について。

2  設計上の問題点，施工上の問題点，使用上の問題。( 全体のプロセスを通しての反省)

ゲスト 大阪府営繕課，大阪府企画部青少年対策課，大阪青少年活動振興協会， ( 設計) 坂倉準

三建築研究所， ( 施工) 松村組，以上各 1 :名または 2 名。

会 費 7∞円( 宿泊料，三食代ほか)

〔第 3 回 若 い 会 員 の 集 い ・予 告〕

「住宅を見る会J 9 月'29日( 木) 午後 1 時30分- 5 時

ゲス ト 彦谷邦氏( 彦谷建築設計事務所長)

杭

稼式会社 武 智 工 務 所

取 締 役 会 長 福 留 並 喜

8  

大阪市東区瓦町 3 ノl l (井池筋) 旭洋 ピル 3 階

電話 (202) 3233 ・3234

査市北 会株電社式

話 奥

(3北凶64) 区木幡 Z  村苦

一 町 兵

7言書

四 地 庖
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4 建築法規の研究と討論の会 < 最近の建築法規をめぐって>

， 

.  

岨

骨

量

'

B

-

z

ー

1; S  

建築実務者と建築行政担当者とで，建築法規の種々の問題点について，研究と討論により ，よ

り一層理解を深めるためのつどいを催します。多数ど出席下さるようお願いいたします。

日 時 8月26日( 金) 午前 10時→午後 5 時

会 場 大阪科学技術センタ ー ( 冷房完備) 大阪市西区鶴 1- 118，市バス靭公園前

会 費 研修会 100円 討論会 150円 研修会と討論会 200円

配布資料 ( 当日受付でお渡しします ・無料)

(1) 建築基準法の手引き( 大阪市提供)

(2) 基準法早解り( 大阪府提供〉

(3) 建築と社会 5 月号「法規特集号J 抜刷り

(4) 追加認定材料一覧表

口研修会口 ( 午前1011寺→ 12時) 会場 401号室 ( 定員 1W 名)

建築基準法のチェックポイン トについて

竹 口 信 夫 氏 ( 大 阪 市 勉 築 局 指 導 課 指 導 係 長 )

構造設計のチェックポイン トについて

西 川 幸之 輔 氏 ( 大阪市建築局審査課構造強度係長〉

建築設備のチ ェックポイントー( 設備基準) について

種 田 高 己 ( 大 阪 市 建 築 局 審 査 課 設 備 係 長 )

・参加者と講師との自由討論をお乙ないます。

口討論会口 ( 午後 1 f時30分→ 5 時) ( 会場 ・8 階大ホ ーノレ) ( 定員 380名〉

. 意見発表

建築基準法に対しての注文( 設計および建設の立場から)

佐 野 正 一 氏 ( 日 本 建 築 協 会 法 規 委 員 長 ・安井建築設計事務所長〉

建築行政に与えられた課題

納 座 正 信 氏 ( 大阪府建築部指導課長〉

建築器準法の現状と改正窓見

越 国 正 勝 氏 ( 大阪市建築局指導課長)

- 討 論

佐 野 正 一 氏 ( 前 掲 )

学校 ・設計事務所 ・建設業 ・設備 ・建材の関係者

大 阪 府 相 座 課 長，河野 靖氏( 地域係長)

吉仲 清氏 ( 構造設備係長)

細川 清治氏( 指導第三係長)

大 阪 市 越 国 課 長，渡辺甚吉氏( 審査課長)

西川幸之輔氏( 構造強度係長) 竹口 信夫氏( 指導係長)

種目高己氏( 設備係長) 伊原敬二氏( 北方面係長)

恩回 一郎氏( 大阪市消防局建築係長)

・自由討論 (出席者の質問によりお 乙ないます〉

申 込 往復ハガキで 8 月20日までに願います。参加証を送付いたします。当 日は参加証に会費

を添えて受付まで願います。ハカーキには参加希望「研修会」または「討論会」か「研修

会と討論会J の別を明記願います。

司会

質問者

解答者

= 寝 許 =

気光式遁風雲 塁

lJli 

室内装備の設計と施工

大 阪 室 内 工

ゴ士

-:z:;: 

ｅｴｭｭｾ 堅ＶＢＧＮＺＱＱ
来司代 表 者 朝

大阪市西区江戸沼下遜2-79

田辺工業株式会社

電話土佐姻Ql D7437 - 9  

堺 市 浅 香 山 町 1 丁 8 ｾ寄 ＱＰ 号

電 話 0722ー(2) 7  1  3 0  



4 第 2 回 実 務 に 直 結 し た 建 築 工 事 別 説 明 会

「新 し い 防 水 工 法 と 実 例 ( 2 ) J  

日 時 8月24日( 水〉開会 ・午後 111寺→閉会 ・5 時

- 第 3 回建築工事別説明会

・予告

・9月28日( 水) 後 l 時

・於大阪科学技術センタ ー

『新しい外装材と工法』

会 場 大阪科学技術センター 4 階 ・401号室 ( 冷房完備) ( 大阪市西区籾 1- 118，市パス靭公園前)

定 員 2 0 0 名 ( 申込は不要です。お誘い合せご出席ください)

説明題名・説明者

『軽量惰造の防水材』 三塁ベJ レト株式会社研究技術部係長 林 恭 一 氏

『屋根防水の問題点』 日本総背工業株式会社大阪支庖 大 垣 多 計 士 氏

『自己融着性防水シ ートとその施工法』 日東包工株式会社主任研究員 黒 江 九州 男 氏

『新しい防水工法についての錯覚』 田島応用化工株式会社研究開発室長 山 本 要 氏

口軽量構造の防水材

建築物の軽i i 1 化，柔軟構造の建築は今やl時代の要求であり， 軽泣発泡 コンクリート等のプレキャスト版の誕生ととも

にそれに伴なう，軽量化， 下地のi U . 裂に追従する防水材が要求されていますが種々の防水材のなかで乙の要求品質 Iζ 応

えるものとして，ネオ ・J レーフイング E Bによるゴムシ ート 防水が採用されるケ ースが非常に多くなっております。

ネオ ・J レーフィング E B と は 可塑性の大きい未加硫ゴムの粘着府を片面 iζ 備えた感圧式加硫 ゴムシート防水材であ

り，乙の粘着胞は単に シー ト側への接着材塗布が不必要になり工期が短縮される だけでなく， 大きな可塑性により柔軟

構造よりくる下地の亀裂に対し ， 下地と剥離する乙となく粘着回で塑性変形による応、力緩和をお乙し，上層の加硫ゴム

シート Ir 無理な応力を伝達 しないように考慮したもので， 今までのシ ート 防水で心配されていた下地の亀裂，動きによ

るシートの劣化という欠点をなくした画期的なシートであります。軽量， 柔軟構造物 iζ 対する施工法 も公的機関のど協

力を得て確立している次第でありますので，皆様方のど批判，ど指導を受け賜りたく存じます。

口屋根防水の問題点

屋根防水で設計上，施工上， 留意すべき点について申し上げてみたいと恩います。あわせて，先に発売しました当社

の新製品合成樹脂系特殊プライマー ， N R C ユー ゲンプライマ ーとアスフアルトと合成樹脂とで製造した H R C タイア

ロンシ ート について説明します。

口自己融着性防水シートとその施工法

建築物の高層 ・軽量化，プレファブ構造等の新様式 iζ 適合する防水材料として，合成ゴムシ ート が開発され，非常な勢

Y  

いで伸びてきました。事実，従来の防水材料と較べると卓越した性能を持っていますが，その工法には種々のものがあり . ゼ

未だ確立されていないのが現状です。弊社の自己融者性防水シート( 商品名: ゴムプJ レーフ) は従来の接着剤塗布式工法

の欠点を改良するために研究を重ね，きわめて簡単で安全に施工できる新タイプのものです。説明会では「シ ー ト防水工

法の作業性J Iζ 焦点をあて，弊社の特徴を実例をもって，説明させていただき，ど批判，ど教示を仰ぎたいと存じます。

目新しい防水工法についての錯覚

1. わが国におけるアスフアル ト防水の問題点

技術革新の現代ですから，アスフアル ト防水よりすぐれた新しい防水工法が考えられでもよいと思います。しかし ，

私どもはアスフアルト防水が一番秀れた防水工法だと信じております。現在まで数十年の歴史をもっ乙の工法に代わ

るべき新しい防水工法はないと確信しております。ただいくつかの間題点がありますので，それを下記のとおり 6 つ

ばかり取りあげてご説明申しあげたいと存じます。

(イ) . 熱工法であるとと。( ロ) . 複雑な屋恨の施工はどうするか。刊. 押えが必要なのかどうか。 (斗. 雨仕舞が簡単でな

い。 (ホ:) . 下地の亀裂と防水居。( ぺ. 施工業者 Ir 格差があるとと 。

2  外国での防水工法

(イ) . ア メリカ (ロ) . ヨーロツノマ

現代わが国の建設業界では新しい防水工法についての議論がたいへんさかんですが，世界の現状はどうか，紹介申し

あげたい。

3. 私たちは乙れから次のような乙とをやっていきたいと考えています。

μ). 防水技能員の養成。( ロ) . 防水の下地や，押えは私たち自身が施工監理しなくてはならない。 付. 雨{ 土舞のプ レハ

プ化。( 斗施工業者の協同組合の発展

10 
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5 6 0 X 4 6 0  

陶r . : J 金具セ y ト価格 ￥10. 270より

前 丸

洗 面 器

し 1 2  3  7  

前 丸

洗 面 器

L  1  1  5  2  

v  

5 3 4 X 4 5 0  

陶認金具セ y ト価絡 ￥ 9. 740より

東洋陶器

本 社 / 北九州市小倉区篠崎町

大阪営業所 / 大阪市東区高麗橋

角 形 11. ..:.a 

洗 面 器 . 1

し 1238 C F ‘， 

5 5 0 x 4 5 5  

陶 ffi 金 具セ y ト価 絡 ￥12. 170よ り

前 丸 角 形

洗 面 器

し1153C F  

5 6 0 X 4 6 0  

陶ｲＮｾ金具七ノ ト 価絡 ￥12. 170より

哩，トニ;，.z.-， ・E 転 蝋 じ ナ ペ ロ ン ベ ア リ ン ゲ 時

立制 ｅ さ ま ｾＧＱＧ｟ＶＺＺ［ＢＢ
- 弊 社 製 立 枠 付

ピオf ットヒンジ

1;1:・..

実 用 新 実 登 録

第 517316号 の

立 枠 に は 何 ん ら

抵 触 致 し て お り

ません 。

園 水品は刊に作: ' i ! ; 品の材料を吟1床し 、まく而がUi

びないようポンデライジング加l工を』担した上

に防錆塗装 をしております。

• ｾ［Ｇｭ 塗袋ｻ上上製品のｻ也に 、 ｦ 也のｮｉＮｬＧＮし吊の腕

部Ｈ吊込後扉から ｾｾＧ｡Ｇ ，する印［分Ｉに ｓ U  S 27  

( 18. 8) ステンレス製へアーライン仕上の化

t正カノ〈ーを付けであります。

回 目l阪t' H; 分にナイロンベアリング及びスラスト

ベアリングを ii J ，入しであります。

• ))I J製の設計 製作を も歓迎u します。

制 猶 母線 灘 甥 穂 鶴

55 5 三 後 建 材 工 業 株 式 会 社 ・

大 阪 市 生野 区 巽 矢柄 町一 五一 番 地

大 阪 (75 1) 3  6  5  3  - 5  

11 
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富 国 交 易 株 式 会 社

東 京 都 千 代 田 区 内 幸 町 2 の 2 富 国 ビ ル 5 0 2 号 室

電 話 東 京 ( 59 I  )  6  8  5  4 ・ 6 8 5 9 ・ 7 9 7 7 番
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読 者 の 頁

I'i !i l を歓迎します。パガキでお寄せ下さい。

けいさいの分には机品進 2 。

口 明 治 中 期 の 機織 工 場 円

J i. j 主県上尼Tli 下瓦 iT ( アゲオ "J シ

モカワラフキ) という 19r1C. 191m' l '  

ｊ Ｉｊ ｊ の段織 ｊｾｊ｢ｪ のｬｬ｜物が絞 っている今

19Jifi 36" f. fζjti 商務i竹内二[)，，)が II¥Wx

した布れな 11派工事情」にも山てい

るＡＭＮｬ ｾｾｩ 仁切の跡で，明治 ＳＰ 年切から

411. 1' まで . 1此俗j切には児火工 1'1余1"，

が働き ， 近在きつての大工場だっ

た。 11殺工事情J では ，工場 4 f.点，

機f i' 80余とあるが，現 {i は l Ti ' だけ

隊合が納111.の 'Ilfζ 記念品のように辺

さlζ l，j しであるだけっその納hi . がす

なわち工場跡、で: また i三hll"J にもなっ

ている。( 外観と間取の凶は' ( 1 田払

てIZ泌総長ド数約41]，1' 強)

れー槻fC小，Cl

l

j i涼造というかなり手/l、

くやっていた純泌がいて，その世ぷ

で;;!;Uι J ヒ陀から女工を入れてい

ζ んかすり ぜんぺい

に. *11緋の! l ! i餅放がチョンと JJ.，Jを得

て涼をすLえさせる。冷房装 ;rl: は，羽

般も! ょ: 塗りの扇風機が台， 乙れも

ひと 'l' t' IIIj の上下左右に汁を振るやつ

で，必くみ台の| 可くな った ・1りの自ii か

ら， くるりくるりと l!li¥を送ってい

るつ乙んなたたずまいの11' で， ［ｾＮＨ腕
; "て _"J'>" A

のl.tgt 利} ¥T・fcf/.¥ぷ猶で， 献傾ける

のl床はま Tこ絡，JIJ のj虫け! 日がある。/ f l ，f

の'f' j 山はいつとはなしに過ぎていっ

f乙、 (1く ・1-1 )

* ヲ1{- *  

i f 建 築 も の の は じ め 考」発 刊口

大阪t i ¥設業協会では ，会報 lζ ミも

ののはじめミ欄を設けて ，ￆｮｾ誌にｼ刻

する ミ ものミの起 ｩｾ［｜ を辿 Ｎｉ［ｾ してから

4 カ，q : . を経過したが，乙のたび，既伎

のものを . mA1 : に再度JJ Il T̂i : しても

らってm築もののはじめ汚」として

l 111Hζ まとめ発行された。内容は ，

①' 却l架石，②: tjji 瓦，①タイノレ . 0 瓦

① セメント . @左' Cj ' J こ 札 ⑦ 円本の

紙，③ガラス製造，①欽，⑬釘 ，⑪

権料 ， ⑫ ｩ 全装 ， ⑬附子 ， ⑪紙 ｊｾ［ｾ f と

仮戸. Ｈ￭ＡＩＩＯＩドＨゆかＩとＪＭｾ ，⑬ ｬ ふの ｉｉｊｊ

0 納戸， ⑬たたみ ， 。らんま ( 欄

11¥1) . ⑫釘li 金物，の栴ノ、 JI: ・料紙ノミ

JI:. @1¥I f'i ・板ji ・|会皮1'1: . 瓦( } .  

ｾｬ￮ｮＮ 臣否定線形式のｩＧ，Ｚｦｩ ｬ 、 Ｎ @fj]]j .  @  

定地割 . 18相Ilt土建築. @土佐，⑧門，

@ 城と天守 . @ かえるまた. @{ 上 11

｀茶室 Ｎ ｀石灯 ＿ｨ ・ ｗｩｴｾ ｬ，ｩ ｬ ・ 手［Ｑ＼鉢 ﾭ

TI? 脱ぎ右. @ 日本における照19J (，lf只

｀風凡｀［Ｑ＼ｩｊｬＺ使ｲＮＺｾ Ｎ @! 錠前 . @石;

仮

の38陣# l のものの起源を集鉱してい

る。 A Ｕ Ｑ 以 ＲＰ Ｖｦ ｴ で • jiJi 1111i 400 PJ  ( 送

料75円) 。希型. t i . は ，大| 仮処設業協会

( 大阪市J ，j : f ' 玄京航 3- 70' ，[! :大阪 941

3651)  1ζrll j 6 みの乙と。

大 阪 府 建 築 家 協 同 組 合 マ ー ク 募 集 要 項 [

0 内 科 19J りと. )J 強く，ぷにもわかりやすく ，人:l l !XXfit 築家協I"J

* I l 介にふさわしい 7 ーク内

o  ｊ も、ｾｾ ;j 11、 れ:/1111 ｾ Ｍ ま ｂ 5i ilij 川紙，またはケント紙IζI{:: ｉ ｉｾ Ｇ の乙と勾その

卜に作品のぷ現lこ対する陥，1ｾｾ Ｎ な説 ｬ リ｝を附しＮ '，l!: lfiiIこ1t. lfr

氏? うおよび何でど覧: こなったかを '9J.1i ! の乙と今

0 応 募 資 絡 (jj IJl S民なし

た。小窓にはすべて径 l c mの鉄総 jこ ｏ 応 ｨｾ 締切 II/j 布141 "1二10JJ 1OI1 ( 吋口の iil 印はイI えiJ)

が女工の逃亡を防ぐためにビッシリ o 市 公 委w之 ( "j 、制作FJ! 'J ( J三) 1J 'li 主 主il 、

航えであり ，必 j也には乙乙で死んだ

ム: Tをオド ったささやかな必ィゴがあっ

て「職- cg J とのみ五IJ まれている q

( 点以都北区神谷 2 ノ22ノ 13 須藤欣ニ)

*  *  *  

続 園 の 育 山

i県t，を| 別けると，臼麻 lζ. ｪＧｪ ｍ｟ｾ 色

のｾＨ，Ｚの， ｬｩ［ がよく似介う ， もの ｪ 伎の，

いと柔らかなぷ女がｾ似よく迎えて

くれる 。11150センチ . J日さ 10センチ

犯の ｭｾ の飲み合が ， 長年の耐川 ｬζ

- J i ' i i の約を添えて， 1E品主砲に jl ，l}えら

れている。腰掛は1L? なつかしい休机

委 II ( 本車Il (T }1J! 'ji) 

向 上 約

{J，J ! y d→ 

71トi 栄 介

九iノk

護主 ' u、

十 ｉ ｢Ｎｾノ Ｎｫ JL 

:)¥， りトバ.i tfi ，i {i 

小 川J1之助

iJ . i ! ' 辺道知I[

で市 伐採川を決定す《採川分の Jげl' 権[ま"j ，: *ll(TIζ 出r}/，.J!，す

る勺

o  ft ぷ II1H1141"ド10JJ 1511

0 1 l 採 IIJ 7  )J ドJ ( 1  ).')，) 

11 fl: 5 下| リ( 3  .'.'.'，) 

o  j_去 ドH 5¥:: 大 ｬｾｪｊ ＨｪＮ￭ＮＮｴ築Ｇぷ協ｪＮ ､ 制 ｬｦｔ 大ｼ似山見Ｎｩｉ＾＼Ｚ ｉＧ ，ｾツ ＺｪｬｬｬＩＧ 3  3  

T E L  (251)  0640.  (271)  9382  

なお ， 不採川の j払0 . ｦｬ 一品返 ｩ きを希望される人はｪ｛ｾ［ｾￍＧＮｈ人の乙とっ

13 



制 41忘イオニアヒンジ

. J 1S  . G3 3 0 7  ( S PH- l )鋼 材 を使 用 した グ

・ililh;芯のせり上がりが完全防止されています。

・ ナ y ク l レの断面に同一金属の接触がないので申IU

;芯内の iti びが生じません 。

・東レナイロンを鍔付プ ッシ ュにしてナ y ク j レ内

の IIiiI I芯 のiliill 受としてはめ合せしていますから摩

鍛係数が少なく自己判rl'J-性 に優れドアーの 開閉

が円滑で' 繍振れなくキ シム様な音を立てず注油

の必要が あ りません 。

. アー ト独特の11)5釘i塗 装11上により完全| 坊鈴と美

しい仕上り品質を備 えています 。

. 1上上色彩、 パー ルカラ ー

絶 対 に 錆 び な い ヒ ン ジ で す

. 18- 8 ステンレス銅を使用した

ＵＱ ・ ＶＴ マり〉ヒミ ｊｾｪ

きしむ様な音が全然しません

. デ ル リ ン ブ ッ シ ュ 入 り で す の

で ド ア ー の 開 聞 が 円滑 で 横 撮 れ

な く 注 油 の 必 要 が あ り ま せ ん

・ 温 度 の 急 微 な 変 化 衝 撃 に も 強

い で す . 耐 蝕 性 ， 耐 錆 性 ， 耐 熱

性 ， 耐 摩 耗 性 に 優 れ て い ま す

. 表 面 仕 上 はNo. 4 仕 上 で す . 施

工 が 容 易 で す

J  1  S 規格表示許可工場

ｾｉ 承知工業株式会社

14 

木 社 人 I板 市 生 野 区 火 夫 +両国1 1  2  8  T E L 大 阪 ( 75 1) 127 1- 5  

l  i品 太 阪 府 松 ! 珂 市 内 市 岡1 5 0  T E L 岨 問 ( 8 1) 5 5 6 6

虫 京 * 点 都 中 央 区 白 木偽 点図] 4 - 4 T E L 東 京 ( 663) 6  7  4  8  

包: A P.刀 ( ク ラ ウ ン ピ ル 内 )

4  

‘  



建 築 と 社 会

ユ ス

. 大 阪 駅 前 の 噴 水

交通の }11! i 綜する大阪駅前に ，乙の

ほと・噴水がお 1ｕｾ えした。大阪地下

街の封| 気取のまわりの上l也を緑化し

て必lを植えると) Uc. ｉｾ Ｇｬ＠ / 1<を設置し

たもので，111でいく人や，陸続上の

，!j主lj.{'; の口をとめている内 1111; 1<は/1<

H を太くしてili l l / i に飛散しないよう

に巧 j位されたという乙とだが iぶく

から眺めざるをえない人にとって

は，小さすぎて.iL! J J と組きに之しい

さらいがあるのは日しまれる何しか

し. 殺風足な) ，' ，j UI 1 をやわらげ，川は 11

)U乙夜はネオン lζ|映って i立ゆく人

の涼感をさそっているのはうれしい

乙とである。施主 ー大阪地下街KK，

設計 : 大阪，IJ. 公l詞協会，えil 羽T . ']c :  

KK : )YI剥. ＱｾＧ ｬ Ｏ Ｑ＼＠ 1. 'jC : 久保 III ;V); i".I ¥K 

圃 個 展 ミ土 と 火 の イ ンテリ アミ

ｾｉＧＨ ￆＭＺ木 ｦＮＨＢ ]' ーデサインノレーム ( λ |坂

i{: j' ｾ 日 ＧＱ Ｇ rli U!f 8  137"，l! 068- 52  7496)  

では ，かねて ，インテリア ・エレメ

ン トとしての附以，カーデンプラン

ニングにともなう陶認なとっくり .

これからのm誌の内と外; こが't!j'1Jの "f

能性を試みてきたが ， 乙のたび例 Ｉｬｾ

ミ上と火のインテリアミと銘う「

て ， ょｪＮ｛ ｽｾｪ Ｚｊ必 ＨＸＩｊ 81 1- 12 11  於 ｉ ｉｾ

焔丸山 ｩｬｬｪｬ 山 Ｐ Ｎ 大阪 Ｑｬｾ ( 8) J 1711-

2111 )i き難d主，'::j ，(，¥hD をI)IJ くべ

. 大 阪 商 工 会議 所 新 ビル起 工 式

大| 奴| 拘仁会議所では ，新しく ビノレ

を. i l l 設する乙とになり ，去る 7 月13

11 ，その起工式を ，. i l l 築地 . 大阪市

- *区本IIIT橋 詰 町58.(存地で行なった。

設計は口. i l l 設計三じ務IくK ，施工は大

林H 1 ，銭同組，竹'1 1工務E!? の共同の

山ぅ鉄什鉄筋コンクリ ート 足立. 地下

2 1和地上 81佐 延 而 積 約 2 万111 2で，

| 同際会議可能の会議幼はじめ ，区1，作

館，商1111展示品Jなとの諸施設も似l え

ている。

b t411 

Ｎ ＮＮ ＮＮＺＮＮｾ，＠

. 二 条 陣 屋 ・南 禅 寺 ・円 通 寺 を

見 る 会

ｲｉ ｾＮｩｬｬ築 協 会では ， 去る ＷＱ ｾ Ｑ Ｕ ｛ｬ ，

［［ｾ大Ｎｩｬｬ築 Ｈｶｲ 究 協 会の ｊ､ 止世 ｮ ご Ｎ氏の解

説で主主記見学会をI)IJ 催した。山同'; -lr 

約507'， 0
，; 皆; 涜を交えた二条匹1¥屋で

の説
I
_I) Jをl偏白く nJe忠後，一行は一路

南約
i寺へ| 旬い，蛮j ( I正での: I l i ! 料理で小

笠l。午後は，本坊ならびに金
j也院を

見学 ，ｾ ｉｙ ［ 泌をうけて ， つぎに治 北 円通

寺
lζ 入った。次第に景観の失なわれ

つつある京の庭園のなかにあって，

乙乙では . 叙山のZt 色をたくみにと

り入れて ， 背ながらのｾをよく保存

されていたのに! 必放した。

. 盛 会 の よ ろ ず 相 談 住 宅展

dj 川家によるイ1 : ' むよろず相談( 昔話

料) と，住宅関係の資料l民示会に ，

il. の暑さにかかわらず，市民が大勢

つめかけ ，熱心に住宅についてnll ¥J

したり ，展示 IC見入ったりし て，関

係主; をてんて乙まいさせた。
ζ れは

日本土 ｾ 築協会主催の第 Ｓ 回「よろず

相談住宅展」で， 7 月14日から 19 日

まで，大阪 ・阪神百貨応 8 1法でtJ IJか

れたものだが，住宅の賃貸，購入 .

上地の問題，法律，税金問題などで

て11 門的につっこんだ質問をする人も

おり ，いまさらながら ，住宅を求め

るノ¥たちの関心がいかに11いかをう

かがわせた一週間であった。

- ゴ ラ イ ア ス ( 巨 人) あらわる

ハは己れの)1立ぐらに 1"1動 '11をくぐ

りぬけさせ，夜になると ，その鋭い

きり で地中を却il るという「 ゴライア

スJ ( 巨人) が出現している。といっ

ても ，ギリ シャ 神話の おとぎでは な

い。大阪 ・堺筋の 高速鉄道 ( 地下

鉄 6 号線) の工事
lζ 一役員っ ている

大型軌道起重機の乙とである。 施 工

。鹿島建設。

15 



す ぐ れ た 居 住 性 を 創 造 す る

軽 量 気 泡 コ ンクリー卜

長ポレ111' 7ヌ

車至 量 (比重 0. 5コ ン ク ト ト% の重量)

断 熱 ( コンクリートの 1 0 倍の断熱性)

耐 火 (法
λ  ..... と.  

耐 火 キオ 料)

4惨シポレ ックスは工場、住宅か らJ也 市 府 ビ j レまで

あらゆる建物の犀似 ・床 ・壁 ・11:1仕切 ・耐火被

覆に使用 されますが次の建物には刊に最適です

工期短縮を要するすべての建物

2  空調を要ーする工場 ・合庫事務所住宅等

3  鉄骨大張問の工場 ・体育館等

4  軽量化 を要する高層建築物 ・軟弱地拙の建物

5  鉄骨耐火構造の建物

16 

広島市営温水プール

設計 臼建設計工務K. K

施工 藤 田組

f史m場 所 屋 恨

唾更主旨む

::;::.-ポレII/ ' 7A 販 売 株 式 会 社

本 社 東 京 都 千 代 田 区 岩本 町 2 ノ l ノ 16( 森 川 ピ ル )

電 話 東 京 (861) 代 表 7 2  4  1  

大 阪 支 j苫 大 阪 市 西 区 京 町 堀 通 l ノ 125( 東 洋 ピ J レ)

言 舌 大 阪 ( 443) 代 表 7 7  4  1  

名 古 屋 支 底 名 古 屋 市中 村区 広 小路 西 通 3 ノ 2 ( 大 商 ピ J レ)

電 話 名 古 屋 ( 58 1) 代 表 7 4  2  1  



口写其と概; z ! をどしどしお送りください。

凡iIl J: a .所在地 b. m築面 積 C. 延面積 d. m造規模 e. 工 期

E "J 7- 7' ''J 7  

145. 追 手 門 学 院 大 学 I 146. 福 山 葺 陽 同 窓 会 館 I 147. 柏 原 市 民 会 館

ｾｾｊ ｉ ・ 雌 ｔ 大 成建投 ｋｋ

a.  ; X 本 r ) i 安 岐

b  .  1. 450. 30nl  

c.  4. 527. 63，，， 

d. 教 室t!l! R C， B1. 4F 

食堂むｾ RC ， 1  F  

e  昭和40年10月 ~ 昭和41年 3 月

148. 阪 神 千 船 駅 前 防 災 建 築 街 区

設計 K K小 河 建 築 位 計 事 務 所

施工 K K 藤 田 組 大 阪 支 庖

a  大 阪 市 岡 淀 川 区 間 町 3 丁目

C.  

2，742. 39，，， 

9，268. 19m' 

d. R C ， B1. 4F ， Pl  

e  昭和40年 6 月 ~ 昭和41年 6 月

151. 日本国内航空大阪営業所 (改造)

よ!i: .ll ・施工 : K K 竹 中 工 務 庖

a. 大 阪 市 北 医 芝 111 町

b .  

C .  

d.  

411.9rn'  

539. 7 m' 

S ，平家1ll， 1:m2F  

c .  I m1l 40
j
f.ll J1 Ｍ 附Ｑｩ Ｑ ＴＱ ｾ ＱＧＮ 3 月

;:rJ: JI' :  K  K 京 都 建 築 事 務 所

胞 [ : K  K 中 国 土 建

el .  Ｑ ＱＺ，ＨｾｊＮ ｉＮｾ 稲ｴＱｬＱ ｬｩ ' . 之) L町

師tl. 1'¥;( 陽高校

b  .  180. 603，，， 

C.  279目 081，，，

d .  S ， 2F  

e  昭和39年11月 ~ 昭和40年 3 月

149. 城 星 学 園 特 別 教 室 講 堂

設計 ・施工 K K 竹 中 工 務 I苫

a. 大 阪 市 東 区 岡 山 町 344

b.  1， 020.  25m'  

c.  2.375.  99m' 

d .  R Cおよび S ，3F

e  昭和40年 4 月 ~ 昭和40年 12月

152. 四 条 外 科 病 院 ( 増築)

嶋!.t J十 K K 京 都 建 築 事 務 所

施工 真 柄 建 設 K K

a .  ｊｾｴ＠ li lS di 内 条 掘 川

b  .  220. 000nl  

c  .  1， 315. 176n;  

d .  R C，7F  

C. 附自140
j
l' 12IJ - 附和 '11 jf 6  J1 

設計 : K K藤 沢 建 築 段 計 事 務 所

維工 K K 金 山 工 務 底

a  大 阪 府 柏 JJ:! J! i :b，:色町 l 芯地50

b  .  1. 026.  35n;  

c .  2，638. 70，，， 

d .  R C，一部 S 造 B 1. 3F 

e. 昭和40年 9 月 ~ 昭和41年 6 J1

150. 兵 庫 県 立 宝 塚 高 校

投計 兵 庫 県 辿 築 部 営 繕 謀

施工 K K 山 田 工 務 庖

K K 村 上 工 務 底

a 宝島! 711 小 林 字 酉 山 1 4  

b.  4，985. 15，，， 

c.  11， 061. 67，，， 

d.  RC， 3F ， P 付他

e  昭和37年 10月 ~ 昭和41年 3 刀

153. 医 療 法 人 葵 会 北 病 院

& 計 : K K 京 都 建 築 事 務 所

纏 工 K K 浅 沼 組

a.  J;{ ｘＡｾ＠ di 北 区 柴 野

b.  309.955，，， 

c .  916. 055rn'  

d.  R C，3F (将米510)

C.  RHTll 柑 {I' 7 )J - lI{lTwll {l' 6  J1 



大形ビルなと、の400v級配電方式に

ＣｾｾＣｉＮＮ ］ｪＭ｟Ｇｾ く京音ｊｬＷｉ ＱｰＩ
電 源 分 岐 室 用 乾 式 変 圧 器 ( 実用新案- 意匠・商標) 申請中

ャ〉は 400V 級 配電 を100V 級 諸 経 費 も 割 引 さ れ ま す

200V級に円滑- に降圧。三相 200V級と 配 電 方 式の合 ー

単 相 100 ・115V の 同事使 用 が 可 能

で、ヒツレ・工場などの 400V級 配 電 力

式 の 合 理化 に大きく 貢献 し ま す 。

並 行 運 転 ・ 積 重 ね 使 用 が 可 能

分 11皮主を干i 火山に 他) 干l す る た め 、 難 し い 条

十| の杭nt. ね 式 と 利 払Uj 式 の 技術J を 解 決。

く日くV A と10KV A>及 び く20KV A と30KV A>

のキ11介 せ は 、 そ れ ぞ れ イ ン ピ ー ダ ン ス 屯

j二1: と1，H I.lfrj をイ子せていますので冶 Ｇ ｴｾＮ ねに

よる，i HJ'jlli 中云力f 可カEで す

18 

減 少。 また 、 小形 て司又扱 い が 簡 単 な た め

設 備 費 ・保サ工費も大へん経済的です 。

三中11 . 乾式 ( ｈ 純絶縁 Ｉ ・ 二 巻線変 ｬ 土 操作 ｩ ｬｾｾ 5 ・10 ・20

30 ・50K V  ̂  一次屯正 440 V  ( 60% )  420V  ( 50%)  

二 次Ｇ，ｬｩＺ ｊｪ ｾ 210V ー 105 V  結 線 ) j 式 。 y ノー ヒ ユ ー ス

プ レーカ、防む ｉ ｾ ＺＺ Ｚｬム ｊ ｉＧＺ＼Ｎ ｈ Ｇ 可能

・ お 閉 会 せ は ーー

札 帆 ( 24) 9271 ?" ，I，/i ， ( 951) 6211 

fll l れ ( 25 )  81 11 大 阪 (362) 5151

下部出 ( 3  )  3235 神 ，i  ( 39 ) 8011 

東 京 (453) 31 11 広 ね ( 41  )  5111 

撚 浜 ( 68 ) 0743 高 松 ( 2  ) 1194 

治 |品1 ( 54 )  1241 筒| 品1 ( 28 ) 3331  
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クラスメート

1，より( l ?d'F' ;¥

福 井 昇

( 神! "，ti lli 築 山営 級 車 - . ' H干1<)

橋 本 堅 一

(1iK'リl 白n: 峰山担:i : t i l 営業所次k )

山 本 万 司

( 同友 ・肉閥会 C々 I )

大 木 基 弘

( liKk 本 L :tJlI. ' i IU<取締役)

榊 原 邦 夫

(liKq，)t 総H! lli 築部民)

山 本 金 蔵

(11，本 lli 築 研 究所所長)

山 内 芳 男

( 1 i K大林組本町1 : ' ) [ 主々主所所長代 PI D

垣 内 泰 雄

( ミ々 ill 工業I i Ktil !i!i ;' Uk )

1f!IJ j  . ニューボートホテルの，iij で

昭和 9 年兵庫県立工業学校28回の卒業で28会( にはちかい) という。戦争の被害を最

も被った年代で，現在では総勢 14名である。今回 ，建築協会のお招きで 8 名が顔を合わ

す乙とになり ，大正子の意気を上げようじゃないかと語りあって楽しい一 日であった。

橋本 ，屈托のない人絡でいつも周 聞の人を楽しませてくれる人である角学生時代は絵

を良くし ，羽化は余暇 lζ 認をや っているう

垣内 . 真 liJ ill んーで品凶 l しい' アブ|ムであった令市隊時代将校として Ir，'( しい人であ ったと

11Hくが惣像ができない o . i l l 築の|文11( li の'1' か ら生まれてきたような人であ る肉

山本万. Ｎｩｬｬｾをやめて絵怖さにな った変り 何 Ｑ ，皮特イ ｪ のねば りがありＧＺ￁ｦ Ｑ j 家である崎

今春 ， ｉｉｾ 耐 ｩ 公々員となり前途イ ｉ 型株 ベ

福井 ，酸いも 11 いも良くしっていて知らん顔をしている人時 ト|会人としてよ'.[I Il ill で規

切な人柄であり，能史としてますます今後に期 j !j したい吋

榊原 . クラス '1' で 系米傑に見えてＩＮＺＮへん優しい人ぅＧ下，Ｇ｟ｴ ｬｬＮＧｪ 代 ＺｵＮｾ 立 ｌ ('I'l l¥J でいつも 似 の

くじを Ｇｊｉ いてだまっていたっ現 イ ｌ 会 っ て も Ｑ ，， Ｑ じで［ ［， ｬＺｾ Ii' :j ｾ、がだま っ て〈の ｮ を ｉ ｬｦｊいている 内

山内. ャ・l lJ l! パにから勉強のよくできた人で余技にハーモニカが甘か った、 1! l 近多病の

線 j三であるが 1' 1吊してノ亡し、 (C)(_ 分を発抑 してもらいたい。

山本金 ， ＱＱ えっｪＧ・で山首 ｊｈ きの人である 勺 身体 ｬ 乙不忠 の災ｾ ｬｩ ｾ を受け ＧｌＮ 派に ￹ＧＮｵ Ｇｩった見

本の ような人べそのぷl味でクラスメートの尊敬をあつめている内

大木，終戦1mもなく役人の j辻をおt って. i l l 設業に転換、いつも1 ' 1分に鞭1 ' J って いや20"1'

が過ぎた勺人生50から ，副長ろうじゃないか、 ( 火水 Ii"r..:)
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闘

届 扇

闇

掴

鳥 田 家 弘

r.j ! l l
i

大 '{' 他i l >; "f: 

宮 秋 手IJ 厚

11 処 設計工務I ¥l (

谷 口 尚 武

I ¥ l ( 大 林 拙l

福 田 好 雄

ダ イ ケ ン サ γ シI Q(

7 )] 号より 12JJ 弓ーまで

上記の新執1! 11' で乙 の

rlJ!築の娘」摘を但当

してもら っています。

国 人 間 的 な ， 余 り に 人 間 的 な一 一 ( 1  )  

敗戦後20"1: 一一 デラックスデザインと人間的生 I: ¥J のi時代。立 l斤ーも+tYi i 1i も投Wi も，

J : . . いにくbを l喰ってたるんでいるのがよしとされる。また快適とか人 I: ¥J的 とか F卜し

て，B;l 境のほうを巨人公K して 11 えている。戦 11411!f 代から節ーの桃 11 iJ OJ へ。

しかし ， デラックスとは; . K ぶくれ。

人川 ((J とは脂肪とぜい肉。

そ乙で「ノ、1/，る乙とを j1' 否 する ，I:(，j 子」もあるが，それはまだデラ ックス』院に刻す

るはl伝の j或にはおよびj推し、。

人 I:l J(I ZJ空 1i¥J - ーそ れは疎外からの人r : 日阿佐などともいうが， どうも伝じ難い。人

ｉ Ｚｬ ｊ の 本町も ｩｴｾ 誌の本質も ， そんないい加減なみ Ｑｭ 以や余りに人 間的な 火 純物 を吹き

とばしたところにある 。 ( T o)

. 不 法 建 築

相変らぬ (1ニ'- t :J'ij( である 。公' 日， 公 101の (t' -L，ζ 人! 万でき た人 lζ は， 必ず r +- .iiliに

も』という Ijij おきがついている。 迎がなければ ，11活の基盤たる ( t ! . ! ; が叫られない

とんにちである。そ乙で ｾ Ｇｉ｜ し い家計の Ｑ ＱＱ からやりくりすれば ， 調 ｩ 主 Ｂｦ￭￬ Ａｚな程Ｆの

資金で下 ｬζ 人り そ うな丈ｾ売住宅とか ， イＡ ♂ 宅不足につけ込んでバラックを辿て ， 文 化

W -e包の名の F'ζ 促供される木造アパート などが，話題になる。しかし ， 乙れらの r

かには ， ｴｌ を Ｑｭ 視したいわゆる不法 ｬｬｾ が少なからずあると聞く。不法ｾ築とは ，

i 112定法則でLじめられている諸々の1古市を守っていない辿きたであって ， 叶然、 ，似'!.i.

1'" 防災 1'，危険なw妙j である。しかし人 jJJ する人々は住築についてはリl l"j 知識のな

L 、ぷ人がほとんどである。乙れがし、かに 危ないかを技術的に判断できるものではな

い。いわば病人 lζ ，あるいは健康人の似他にでもよいが，1災r: Hi でない人が怪しげな

:艇をJ JUjbするに似ている。 1m'J; な川はまだしも ，) J  の ｉ ｲ，ｾ は人命が ｊＱ Ｑ われる。恐ろ

しいことである。人 I: ¥J 午前の符おたる出築 ， ことに 1七宅にあって ， I) i，なる企もうけ

のために巡られた ， ないしはむられんとする ， イ Ｇｩｌ ｩｴｾ､ ζ 対して断固たる ｦｬｩｩｩｊＱ Ｑ が採

られねばならない IL'jJUJ にきていると. l J_t うが。 (Mi )

. 付 加 価 値

来心地のよい国産機 Y S - ll のエンジン lζ ロー J レス ・ロイスのマークのつい て

いるのが気になっていたが，製造担当者の話をきいてなにもかも国産でなければと

考えるととのl時代おくれを知 った。 Y S - ll はエンジンだけでなく ， 自につかない

と乙ろにもたくさんの外国製部品がつかってあるそうだ。 世界中の航空機古: 1) ，';;'，メー

カーを対象 lζ V . A を行ない ，Y  S - ll のシステ ムに 最適の相手を選びだす一一乙

の方式でないと ，世界市場相手の航空機はできないという。それで十分に採算がと

れるのは付加価値が大きいからだ。ょせあつめた 部品を時速数行キロで安全 lζ 飛ぶ

ものに 化する設計 ・技術が 1::; く員われるからだ。 1iI f没j) ( _; 長も椛 11比材料7' 1 や投入ツ'J' 白

lζ わずかな 7 ー ジンを加えた程度 の他でしかンじれないものでなく ，飛行機とまで l

いかなくても ，設計ノJ ・技術力をも っと{:j く必りつ けられる分野 lζ 例l びていかな け

ればならない。 ( T a)

. 耐 周 年 限

サ y シとい えば「 アルミ J ですかというまでにアルミがその全慌を IlWt われていま

すが，数年 liij まではサッシ' ゐ聖ーの大半はスチールで出め られていました。 II ，，-j -. :で初

めて!l! 11
1
，日製作所の下でサッシが作られたのは大医 3 年ですが ，大阪の ili 物 lζ サッシ

が伎われたのは大正10年峻工の 11 1
之島111央公会 'lyーではなかったかと思います。、可初j

は熱間j工延のサッシパーができなくて ，鉄板を JJI' [lI J げあるいはロールフォミングし

てサッシパ ーを作 り，主に回転や両聞 きサッシが製作 されて ，上 げ下げなどの日級

，'11' ，( 立大正末期以後 lζ 生産されるようになりました。

大阪でｊＺＮＮ ｩ ｦ イ ｉ ｾ Ii ¥JI ζ サッシが使われた0 l 物は， liij JU] 公会' なと 11 銀ノ(1以ぷ j，I; ， 市役

所 ，イf 111 ドラック J li;5 ビJ レ，朝 日新聞社{立のものでした。いずれも 40"ドを経過のこ

んにち ， 屯ビ ｊ レは Ｉ ｴ ｻ ｬ ｾ アルミｻ乙取持 ， 初 ＱＱ 新 ｉｉｉｊｴｬ ・ は ｪ 以盟されましたが ， その他の ｩｴ

物 ｬ 乙は ， 全郎そのまま伎月 Ｑ されています。欽でもＱＪいブ ｾￎζ より ， その耐 川イ ｉ ｾ 1似の長

いのにいまさらびっくり し て い ま す 。 ( F u)  
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特 許 多 彩模 様塗 料

サヲヨートフラ2シ9"ヲ

ゾラコー トクラシ y クは 最 も新 しい感 覚の多彩

模 械塗料 で近 似のパステルカラー 2 色からできて

い ます 。少 しはなれ ると単色 のように 兄 えますが

この近 似の 2 色 が微 妙に 制利 して将通 のシングル

カラーでは見 られない 落着いた ，やわらかい 奥: ( J二

きのある 11未わ いを ，'1' 1します 。

傘、開S べイント似合私

大阪市東区伏見町 5- 27 東京都中央区宝町 3- 2

. . 0、

τz::;; ヰ土

きの

切言3

* 営業品目

. スチールサ ッシ・ドア ・アルミ サ ッシ ・ドア

ステンレ スサ ッシ ・ドア・カ ーテンウオ ール

圃冷暖房 ・給排水 ・衛生設備工事

・電気設備工事

国建 設用機械

発 売 元

近 畿 工 業 株 式 会 社

本 社 大阪市北灰 1Mケ校開T 1  0 8  Ofr t16ケ 校 mT ピル )

東 京 支 庖

名 古 屋 支 底

T位 ;1町 大阪 ( 363)  3  3  7  1  ( 代表)

京 };i /:11千代日11丘中l' 日l 治 本側f 2  ( 共同ビノレ)

-;; IJ: ｡ｴｾＮ 東京 Ｈ ＲＵＴ Ｉ 2  0  5  1  ( 代表)

名 作 届 i li 中 村 区 平 池 IUj" 4 丁 11 4  8 の 2

ＮｾｕＺ＠ ｡ｬｾＧ 名古屋 Ｈ ＵＵ Ｑ Ｉ 2  5  2  2 ・8 6  5  5 帯
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電 大 阪 361ー2 0 9 1

売 価 l 節 200円・送料共
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. ビ ル デ ィ ン グ の 洗 浄 工 事

. 木 造 建 築 洗 浄 ・ 美 素 仕 上 工 事

. ビ ル デ ィ ン グ の 清 掃 ・ 一 般 管 理

美 素 工 業 ( 株 )

美素建物管理( 株)

本 社 大 阪 市 東 区 瓦 町 三 和 ピ ル

電 話 (231) 5  8  8  8 ・4 9 3 8  

営 業 所 大 阪 市 東 区 本 町 二 丁 目 五

株 式 会 社 木 下 塗 三 筒 庖

大 阪 市 西 区 a 戸 増 南 通 5 ノ 3 5  

電話( 443、0115 8  

練 式 会 社 久 保 高 底

大 阪 市 北 区 白 砂 町 5

ｾｴ￨ ＮＺＮｲ［＠ (364  0206 9  

三 友 工 業 株 式 会 社 大 阪 支 庖

大 阪 市 西 区 市 場 仏 大 通 1 の 1 9 包括 ( 541 ) 6161 - 4  

合 名 会 社 利 倉 幸 商 庖

大阪 dii 軒区w;m僑筋 2 ノ20(i 且償制屯停出J ) jlt! 1i (211) Oo71- 1  

販売邸分3 i l[W i( 211) 6D23 ・0575

京総営纂所 京都市中京区河原町爽川下ル ( 23) 3277 ・3279

和 泉 産 業 株 式 会 社

大 阪 市 南 区 日 本 慌 筋 2 ノ 3 6  

'01( .:1; (  632)  0  1  2  1  - 4  

石 井 建 材 有 限 会 社

神 戸 市 兵 1"' . [正 荒 悶 !r 1  

.，[，:，;f， ⑧ 2697 ・2140

24 

電話 ( 261) 4070 ・4079 ・617

総 式 会 社 タ テ パ ヤ シ 商 l苫

京 都 市 下 京 区 大 宮 通 四 条 下 ル

電話 ( 81) 0 8 7 1 - 2  

岡 田 建 材 株 式 会 社

名 古 民 市 西 区 住 木 町 3 - 8  

電話 (571) 7461- 3  

株 式 会 社 名 建 商 会

名 古 記 市 中 区 高 出 目1 4  1 ノ 2

電話 (261) 367 1- 2・ぉ48

日 東 物 産 緑 式 会 社

本 社 ・名古 屋 市中区 東 瓦町 3 9 包 括(261)2501代 表

舷阜出張所・ 岐 阜 市 竹 屋 町 2 7 電話③2201 ・2360

青 盛 建 材 株 式 会 社

本 社 ・1よ l:h '0 鉄 砲 町 5 番 1 6 号 包 括代表(21)2281

岡 山 ・ l岡 山 市 東 田 町 3 電話代 }<( 23)82邸

福 岡 . ｴＮＧ Ｑｾ 岡市冷泉町 Ｕ 番 Ｖ 号 電 路代以 Ｈ ＲＸ Ｉ Ｕ Ｕ Ｖ Ｖ

松 江 ・ 校 江 市 西 市 岡 町 2 5 8 包 括 B② 9 5 5 1  

関西三星タイル会員







般 計 施 工 大 成 建 段 練 式 会 社

所在地 大阪市大主主1 ' ( 大淀町南 2 丁目 2

帯地

建築主 朝日肱送抹式会社

同 建 築 コ ンサルタ ン ト

浦辺鎖太郎

工 期 渚 工 昭 和39年 9 月27日

竣 工 昭 和41年 5 月31 日

. H'  

「一一寸「寸「

面 積 敷地蘭積 14265.  190M'  

{ s 築閣僚 6104. 853M'  

延 面 般 社 屋 29552. 834 M 

大Ii ! ワー 756. 847M'  

合 計 303ω. 681M'  

m 造 社 展鉄骨鉄筋コンクリ

ート造

大阪タワー 鉄骨造、胸部鉄骨

鉄筋コンデリート近

階 数 社 陸 地下 2 階、地上 9

階、 t苔昆 3 階

大 阪 タ ワ ー 地 上 5 階

高 サ 社 民 軒 高 31. 0∞M

最 高 部 43. 0∞M

大 阪 タ ワ ー 展 望 室 101. 820M 

最高官11 158 100M 

外 装 特殊小口磁総タイル止コンクリ

ート打放仕上、 一帯11鋼板

行

配置図

主主具・エルミンサ ソン及7 ルミ

サ y ン綾層ガラス

主:

Ｈ Ｎ ｾ ＢＱｩ 写 点Ｚ ｾ羽田政 治 Ｑｾｾ 供 Ｉ

27 



A B Cホール

段附施工 大成建般4章式会社

.1量計者の こ と ば

こ の 建 物 は 従 来 、 ラ ジ オ 、 テ レ ビ 別 々 の 社 屋 を 使 用 し て い た . 民 放 界 的 名 門 、 朝 日 放

送の ｲｴ 寺箆久 しかった総合社磁 ｊ としてｾ現したもので、今までの劃 ＺＱｒな純験と 、夜、ど

もの技術が融け合ってでき上ったと 曾って もよいと思う 。

当 建 物 に か け た 施 主 的 勲:な は 大 変 な も の で 、 練 り に 練 う た 要 求 が 私 ど も に ぶ つ け ら れ .

股 計 者 と し て は 、 そ れ を ど う こ な し た ら よ い か 興 味 も 湧 き 、 非1拡にやリがいのある仕事

であった.

私 ど も の 仕 事 は 、 つ みmね で あ る と 同 時 に タ リ エ イ テ ィ ブ な も の で あ る と 考 え る が .

そのj J : 味でこの建築には色々な賦みをさせていただ L 、た. 幸いにも満足し仰るものがで

き た と 思 わ れ る が 、 建 物 は あ る 捌rur 使用きれなければ本当の評価は分らず、それまでは、

いつものことながら首を洗って待っている わけであ る，
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玄関ロビー

H置エレベータロビー

. 施 工 者 の ニ と ぱ

当 組 物 は ス タ ジ オ を 主 体 と し た ill 物 で あ リ .

当然のことながら背加処恩に| 制する光会悩仁

に 苦 心 し た 。 過 去 の 続 験 と デ ー タ ー か ら . 作

所においてより 一 層耳E矧 的 な む の の j( l ; J <を J式

みてはほ成功した心f 1 : ＧＩでいる Ｎ またｾｴｊＺ公お よ

び設備工4 t が非常に飽雑であったけれども、

総合設計施工なるがゆえによ〈制慨して1 I 1( 似

的 に 地 工 を j並 め る こ と が で き た . そ の 他$:1: '>'1

ｾＯｉｉ ｪ 立においてすでに発袋したごと〈大孔後コ

〆 7 リ ー ト 充 明 鋼 管 工 法 を 作 所 に HU目した 内

今後なお研' 先を必裂とするがイt 来的工法より

は 秀 れ て い る は ず で あ る .

ＤＡｬＺ ｦ 菩に附しては色々の Ｉ ｬｾ 怖か ら ＱＱ 工が ｪ ｬｬＱｩｌ ， 

鉄1' t主l l hの 工 艇 が 3 ヶ JJ よリとれないために、

枇 も 地 工 が 込 速 で あ リ 川l工 制 皮 肉 1¥'/j¥. ‘ r，法を

J草川1した. いたずらに形のす停を求めたわけで

はないＮ金工期 ＱＸ ヶ月無 Ｇ ｉ ｾ 予定 ｪ 凶り に工 併を

i ! 自的、 6 月 1 ｂ 欣送記念日を， ｦｾ 念して新しい

鉄俗から' ，It i . 車を銭射するニとができたよ太郎で

である .

大成-I. I l .1止K K  ｾｕｉ＠ ＱＱ 政 治ＢＢｦｉＺＱｉｩＧｾ 1'，'1>l 1'，¥(;'り;'J毛

松 l吋 I111 ) < 
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1 階

l 玄関ロビー

2 エレ ベーターホール

3 貸 3 !

4 事務室

5 会議室

6 応接室

7 試写宅

8 記者クラブ

9 警備室

10遊歩腕

11 スロープ

12 A  8  C ホール

13調強盗

14映像1 { i . 映写宅

15貸1苫舗

16中倣l ! i l車

17中継銭備U l車

18機械宅

19中庭

地下 1 陥

l エレベ - 1 ーホール

2 ロッカ一室

3 理袋室

4  tr レーヂ

5 機械室

6 スロープ

7 ホワイエ

8 A 8 C ホール

9 綱光器室

10アナウンス・プース

11小道具室

12ホール事務室

13控 室

14曾 I車

地下 2 階

l エレベーターホール

2 ?l !測機 賊箆

3 ボイラー: 也

4 使 笠

5t r レーヂ

6; <. ロー 7

7 舞 台

Ｘ 大 ｩ 且 ｕｾ

9 俊 市

10合 w



‘  

e  

4  ，置

I エレベーターホール

2 レコード港. テープ右

3 試聴宅

4  ;汁n機ヰ1

5  Ｔｾ 務宅

6 会議宅

711 l : 話交換機宅

8 図担F資料宅

3 階

l エレベー ター ホール

2  <)>務 屯

Ｓ テープ ｾＡｗ ￍ｛

4 : l j : 値宅

5 現像史

6  B. G. M. 作業宅

7 リハーサル宅

8.t空 宅

9 司E灯安定器' i 1

10前 宅

II 日1I 淵鍛峯

12ラジ オ 2;<. タ ジオ

13ラジ オ 3 スタジ オ

14 ラジ オ 4 ス7 ジオ

15ラジオ 5 ;<.7 ジオ

16S.  E 作業室

Ｑ Ｗ 録音ｾ

18エコー室

19鉄板エコ ー 室

201野司Z池室

21C  V.  C  ｆｾ＠

22¥1 l : 力制御監視室

23也会uii

24:!l!制機 械室

25介 峨

2 階

l エレベ- j ' ーホール

2 ラウンジ

3 貸 箆

4 前 屯

5 7 ナウンスブース

6 苗1I 絢悠*

7 ラ ジオ l スタジ オ

8 プロ ジェ7 ター

9  ｊ ーキャソプｾ

10衣袋l車

11床 山

12疋衣宅

13健 主

14浴 室

1' 5リハ ーサル崇

16テレビ A; <. j' ジオ

17テレビ B スタ ジオ

18テレビ C スタ ジオ

19大逃具室

20小道具室

21特妹効呆室

22道具貝室

23;<. ロ ー プ

24倉 I車

25発 電 機援

26エレ ベ - 7 ーホール

27<1>務室

28切符先場

ノヘ

/ / ¥ 、

/ ー一ー一司¥

: 固;〉

"  /  

¥ / /  

〆¥

/  "  
/  "  

/  "  /  "  

ノ ---ーーー 、

• 
z  

.  

3  
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6  ，歯

l エレ《之ーターホール

ｲｾ 品芯ｾ可守 Ｑ Ｑ
2 食堂

e  3 腕房

4 寝 室

5 浴 室

6 屋上

5 備

l エ レ ベ ーターホール

2 事 務 室

国 ｾ＠
3 編4駐2程

4 依写盆

Ｕ 現 ｦＧ ｾ 量

Ｖｾ 臨調

7 七ン シト ノータ ー

8 プリンタ ー

9 前説

10鯛 ! iHi

ll F Mスタジホ

12 ラジオ 6 スタジヨ『

13 ラジオ 7 スタジオ

14無 線 制 御 室 中 継 室

15テレビ D スタジオ

16アナウンス 7 ース

17E サ プ

18F サ プ

19マスター

20ラ， 7 渇

21 プロジェクター

22鍛 備 室

23 V T  R  

24プレビュー

25キヰレコ屯

26，捌光骨量市

27受電宅

28特高変I王

29ファン屯

30f t l 単

園

31無線機械、i

32)A:: 'i 正当i

33ポンプ市

32 

7 階

l エレベータ ー ホール

2 展示巡

3 コーヒース 7 / ド

8!量

l エレベ - 7 ー ホール

2  ｾ ｪ￬Ｚ務員 Ｑ

，3 7 イプ会計機選

4 診療ヰ{

5 備特

6 レントゲン

7* h.J 

8  ir ，，1( 

-
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前
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e
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[劃!

皐

大 阪 タ ワ ー 展 望 .

l 展 望室

2無 線機 械M

3 エレベータ一機 械ヰ{
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先 ＭＲ ＺＰ シｾ 1'1 ｾ百 ｬ 室

キ3 Uγ ;t 1'1 tll¥ r. 

号ジオスタジオ 詳 細図

テレビスタ ジオ

A? - Y ジ" . 7  0  9  m'  B スタジす 3  7  0  m'  

C  A Y ジオ 3 8 4 m'  D A Y ジオ J  J  J  m'  

一 般位保

床: i手構造、経縁コンクリート打、デ ヴクス ・オ・テ γ クス強仕上

自主: グラスウール入、健燃処漫ヘシ T ン7 ロ ス 貼 、 金 網 抑 止 天 井

木毛セメント紙打込、グリッド付 建具; スチー J レ防音JIJ( 窓ナシ)

ラジオスタジオ

J ?- ? ジオ J  8 0m'  2 スタジオ 7 4  m'  3 スタジオ 2 7 m'  

4? - Y ジオ 2 6 m'  5 スタジオ 3 6 m'  

一級制: 機

床: if.・構造. 線量コ; ，. - 1  ' ) ート打、ビニル系タイル貼 M ・天剖 浮

橋造、プラスタボード遮音層、グラスウール入、アスベストラソ 1" -

4証有孔無孔、グラスク ロス員占 緯 具 : アルミ防音刷、アルミ防音窓

その他のスタ ジオ

A M: %. 1 ジオ 2 室、 FM: %. Y ジ" . J .1昼、各附属アナプ - ? - 8 室、 エコ

ールーム 2 li!.

比三旦

前 宣

H 暗号ジオ 2 スタジオ

33 



2階テレビA スタジオ

4 J 置テレビ D スタジオ

‘.  

4f皆 F サ プ 窓 の 向 う は テ レ ビ D スタジオ
テレビスタジオ上旬

34 



D

O

O

 

」

図

-

計

一

制緩オ
ゐ

JスV

 

T

 

35 



38 

朝 日 放 送 本 社

設 備 概 要

電 気 般 備

股備容量E

特高変圧務2000KVA 2  i I &、動力2000KVA

電 灯500KVA、紋送8∞KVA

配・方式

' IU丁、動力3世4W460/ 265V、冷凍機3;3

W 3，300V 、スタジオ照明、コンセント

3 附電力制御監視怠

白熱灯3世4W183/ 105V、C V l ;2WI 05V、 電 灯 に供給、 ｈｪＱｊｾ 沿 ＨＭＹ 例 ｀

雑動力210V、DCI OOV種別 2 系統 蛍光灯110W( 265V ) を主に、自然灯100 F M， A M， B.G.  M 

変電殴備 V を合わせ4500灯蛍光灯は全て 2 線式リ スピーヵー倒教93ヶに て全館放送.

特高2000KVA変圧総を 3 次巻線l I ! ! にし モコン操作を行なっている. 拡阿波置

2 次 3，300V 、 3 次 460V のものを 2 台 時 計 A. M.P60W 1台を守術室、. 30W1 台を

並列に使用している. これらによる長所 S C R無停電 C V C F 後置によるモー 駐車場に般置し、 '受付、守衛室、交換台

は開閉絡や高圧トランえの減少、発電機 タ一式並デジタル式. から会館系統へ 、受付、駐車事務室から、

運転時の対トランス利用、幹線サイズの .  o  駐車場へ放送可能、スピーヵー 117倒.

減少等による経済伎にな っている点であ クロスパー自動交換機、省略ダイヤル ヱアーシューター

る。なお司匹敵時に放送用電ti 原硲{ 呆のため 料金主主算、地減制御、夜間転送、不在転 吸気自慢送方式、ステーションは 8 簡所

放送電i原は 4 段に乗り替るようにな って 送、秘‘ 中継量産置、 l∞0回線M. D. F. インターホーン

いるが、その回路も Ｓｾ 島変圧様を採用し エレベーター

ている .

客用キ・ャーレス 3

発電繊 台、入荷用 2 台、荷

6∞K W、8651-P、 72Or .p.m、カ率 l 、 物用 l 台、ターンテ

クーリングタワー冷却方式、ダミーロー プル 1 台

ド付、自動起動、同JUI 切 倹. テレビエアーモニター

電 池 ｬｬｾ 常子オールウエ

3組 針 1. 600A H  自動定電圧装置 ーブアンテナ、 2 段

付、シリコ ン畿 it 骨量。

C V C F  

Ｒｾ 車、アンテナ出力

補予(55db) 数130個.

50KVA S  C  R 然停電方式、 D 型キュー テレビピルモニター

ピクル 4 面. 当局専用受像、会

動 力

440V 電動織を 2 線式集中伽J ! 卸方式、

スキャナー装置に依 り異常逆転を検出表

示し事前に事散防止をはかっている.

. 盗、ロピ一等.

ラジオｾＺＮター

底上ラジオ共同マ

ンテナにて各受信機

20 l<V  

.500削減州陶回初崎町内ま)0''''200' 削

非 勤 電 非

常 カ 灯 常

動 電

力 灯

05 

ωｯ 酬印刷 ＵＰ 酬献円ｬｦｘｊ ｾｖａ

ス c c 冷
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HR 
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続 予 同 時 逸 話 プ ッ シュボタン式. 級機

は10局または 20局.

出量E襲来

卓上掃作鍛 ＱＸ 窓 Ｑ 台、壁掛表示盤 ＱＸｾ

7 台。

ガレージ管制

可 視 光 線 方 式 、 タ イ マ ー お よ び 遮 断 復

帰型。

火災線量目織

受僧量lt P 型 11ill 84回線、 MM益事盟組込

1 台、I l J受 信 盤 1台 、火 災 時 7 7 ン停止

指令装置内臓.

その他

311 スタジオ関係費関. 繊重

i控1 t 針、放送用機地、鉄浴パラボラア 換 気工 事 給湯する。

ンテデ工事、放送用配管、放送照明配W 11 レージ、各階便所、湯沸然、府房、 消 火 股倫

空 気 綱手口t量償 浴室、倉庫の給排気設備および舞台およ 鹿 内 消 火 後 お よ び 消 防 隊 専 用 栓 を 各 滞

空 気 鯛 利 方 式 ぴホールに 11 . 排煙設備を有する 。 に般糧 、 また連絡送水口を 1階 外 壁 に 依

スタジオ練、事務僚と大別し各々をきら 術 生 般備 置しであ る. 地 下 ガ レージには泡沫消火

に 9 系 統15系 統 に 分 It ス タ ジ オ 僚 は 低 速 給排 水 衛 生 役 僧 設備、受 変 電 所 は 炭 酸 ガ ス消火般倒。舞台

ダクト、事務織は目前i ! ! ダクトにて給気して 飲 料 水 お よ び 雑 用 水 とも上水を用い i書 テレ ビ スタジオ、大道具室はスプリンク

ゾーニング方式にて空気概和を行なう. 1il: 240m' の地下受水槽およ ぴ屋上水槽( 木 ヲ一般備 を有する .

一 部 特 殊 負 荷 は フ ァ ン コ イ ル ユ ニ ッ ト 製) 4 伽3 よりそれぞれ. m カ式給水してい 飲 料 用 冷 朱 役 僧

方式にて処理している. る. 給 湯 設 備 11 . 各要所に j島鴻鋒を般置し 各 階 に ウ ォ ー タークーラを股置.

事 務 怖

ム

ム

ム

ム

ム

引

一
旦

空 綱 政i肩鋭明図
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告界再? ? ? 覆車業可

ト阪マー

放 置十 練 式 会 社 大 阪 建築事務所

施 工 大成建設繰式会社大阪支底

建築位置 布地市荒本 5 6 町 l

建築面積 1  ， 9  3  8 .  5  m'  

延床面積 3.  5  1  4 .  2  m'  

t構造規模 角鋼管使用による鉄骨造 2

階建

工 期 昭和40年 7 月 l 日 清 工

昭和10年 12月末日 綬工

主製部分仕上

外 壁 47二丁磁器窯変タイル貼

事f ｾ匝 石綿板サングレード吹付

展示場・商餓ロビ ー / 床 現場テラゾー

研出 L G3: :  47二 I 磁気終業変タイル貼

天井 ベニヤ下地、サングレート吹付

- 役昔十者のことは'

中央環状線と 外 環状線の中程で大阪平岡ｾに面した所に、自動車販売ならびに整備工

場を設けるには、立地条件としては申し分ない所である。平面計画について道路に面し

事務棟 2 階建、 l 階展示場商談 ロビ ー、 2 階事務室その他 . 盤備練 2 階建、 1階型IH商工

場、 2 隊車庫および中古車展示場に .

この組物'i'" 動中ーの販売を主 lai とするために、 I  ｾ皆に展示場ならびに［ｮ［絞ロビーを配

置し、この部分を y ョールームとして扱い、道路よりの視界を遮ぎることのないよう、

サ y ンュに関して li 繍伎をなくし. 強化ガラスによるスチ 7 ナを使用した。

四季を過して i ( IM日光を 3墜さ' ることのできるよう、庇の出を深くした。前而空地は、

将来道路拡似のために後過しているが、そのために一時的にしろ パー キングに使用して

いるので、反ポ効果が半減しているのが残念である 。



• 

2 階

1  応接1f i

2  4' 務員1

3  食主主

4  会線量i

5  11史 所

6  予備宅

7  l (Hfl ' ii  

治

切

1階 l 玄関 2 展示場 3 商談ロビー 4.部品Jd1 5.1出所 6 サービス諜 7 洗車場 8. ｾ￭ｈ 商工場
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シ ン ポ J レ

広 場 ・人工頭脳

5 . 地 形 と 土 地 利 用 の 現 況

・敷地 造 成 ・保 存 樹 林 ・造 図 工 事 ・気 象

6. 交 通 計 画一一一ア プ ロ ー チ

・場 内 交 通 ・ゲート ・インターチェン ジ

7. 会 場 跡 地 の 計 画

情 報 科 学 都 市 の 従 案
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万 国 博 と 建 築

日本胞築協会会長 東 畑 謙 一

二十世紀は偉大な進歩の時代であるが，同時に苦悩と混乱を避けるととができな

かった。私たちはとの世界を完全な平和が支配し，其に人売買の尊厳と幸福をたたえ

るものとして次の世界にったえたい。一一万国博のテーマである ・人類の進歩と調

和 ・の結びの言葉である。乙の言葉を具体的に表現する機会をあたえられ，また乙

れを具現する場ー所が今回の千 FR丘陵 lζ 実現する万国博である。二卜世紀の後半 lζ 生

をうけた国民の一人としてもハリキラざるを得ないのである。

また ζ のテーマでもわかるように，万国博は一般産業博のように単 lζ 商品の展示

や商取引の湯であるのとは根本的にちがって，われわれの時代の科学と技術の進歩

とその成果を表現して，将- * の発展への強い刺激をf X 供するのであるから ，技術者

の一人としても乙れまたハリキラざるを得ないのである。

さらに. Ij J  Iζ 展示する商11占は当時の産業製品であるか，でなければ造砲芸術品で

ある。いづれもそ乙に固定したものでない。進歩発展のいしづえにはなるが会期が

終れば取りのぞかれるものである。ととろが建築はその時代における人績の造った

文明の固定した造砲として，天日にさらされながら後世にの乙る文化の迫産でもあ

る。乙の乙とは過去百年にわたって世界各地で開催された万国博の II 築が，建築発

展史の節点のような役割を果してきた乙とからみてもよくわかるのである。 ζ のよ

うに万国博を外からみても II 築がその主役をなすものであろう。 II 築業界はハリキ

る以上にその占任の屯大なのを自覚しなければならない。

テー 7 を展附して 4 つのサブテー? に分け，その一つ，主として技術の領域を示

したものにーーより好ましき生活の設計をーーというのがある。いうまでもなく ，

あらゆる業界で造った製品を利用して，人類の生活をより好ましく設計してゆ ζ う

とする企てである。人間の生活 lζ 古くからいわれている衣食住がいかにあるべきか

という表現である。乙の次食住は未開時代より人類の生活の宿命ともいうべき問題

で，しかも日進月歩であり，その上展開された他の 3 つのテー 7 もすべてとれに密

接につながっている。そのうち，特に生活空間，都市椛成，地方再開発，住宅問題，

いづれもわが業界の良識によって表現しなければならない。

ζ のように万国憾の展示表現という内よりみても . U築業界が大きな役割を果さな

ければならぬ。 ζ れからの 4 年聞は II 築 l ζ1訟を権ずるものにとって，全く知の見せ

ばとなるのである。

会場原案作成委日である西山卯三，丹下健三両氏の第 2 次案が 5 月下旬提示され

た。その後予算の関係や，周辺施設の状態等より更に研究され. 10月には最終案が

まとまるものと怨うが，衆知の怠向を反映したいという怠味をかねて，特 lζ デッサ

ンの時期 lζ 木誌に発表していただいた。会員諸君のよいアドバイスを賜れば，両氏

もよろとばれるととと{ ，4 じます。



"  

1970 年 万 国 博 の 会 場 計 画

工時 ・京大教授

l 例 年 万 閣 制 本 川 原 案 作 成 岳 西 山 卯 一

1970年K 大阪の千里丘陵 330ha の土地で，万国博が開催されるときまったのは，昨年秋

のととである。現在，次々と準備が進められているが，建築界にとってみのがせぬ大きな

問題は，その会場の建設であろう。

博覧会という催しものは，明治以来すでにたびたびお乙なわれている。大正 9 年の平和

博のときは，若い分離派建築会の人々の参加によって，建築の新らしい時代のレイ明をつ

げるような斬新な建築がたくさんつくられた。戦争で中止になった1940年，紀元2600年の

万国博では日本館の懸賞競技が行われたりした。臨時建築物という乙とで，かなり自由な

デザインができると乙ろから， I博覧会建築」というのはイカガワしい建築の代名詞にな

っているようなとともあるが，あらゆる領域のデザインの発展にとって，それは大きな意

味をもっ行事だといえよう。まして今次の万国博は ，直接投資1200億，会場内建築総延坪

75万m2，関連技資を入れると 2 兆に近いといわれる; ¥t 大な数字からいって， 乙の仕事を

乙なすという面だけから考えても，大変な仕事だといえる。

しかし万国博を，処設業界にとって一大事というそういう見方だけで，在来行なわれて

きたいわゆる「博覧会」の大規模なものが 4 年さきにお乙なわれるのだとだけ簡単に考え

てしまっては，大変なあやまりである。一体そのような莫大な金，国民の税金をたくさん

つかって，そんな行事をする意味がど乙にあるのか。単 lζ 景気回復のテコになる，あるい

は近畿聞の地盤沈下に対処する地域開発のチャンスだといった乙とだけでは説明しきれな

い大事業である。すでにやるととがきまってから，その可否を論ずる乙とは手おくれの感

があるが，乙れは納税者たる国民として充分考えてみるべき重大な問題である。万国博へ

の莫大な投資の効果は，直接の外客誘致や外貨盤得のほかに新らしい産業・技術の開発・

経済と社会の発展への大きな刺 i践として充分意義のあるものといわれているが，果してそ

のような効果を国民にもたらすものかどうか， 一一 乙れは乙れからの当事者や国民の乙れ

に対するとりくみ方の適否いかんにかかっている乙とはみのがせない。

と乙ろで万国憾というものは 19世紀の中葉にはじめられて以来，産業・文化の国際的な

祭典といわれてきた。それは資本主義の勃興期には科学九伎術 ・産業 ・文化の進歩を世界

のあまねく地方からあつまってくる人々に展示し ， 世界的な産業 ・経済の発展に大きな推

進機としての役割を果してきた。しかし第 2 次世界戦争後は社会の発展変質とともに少し

くその趣きをかえ，時代の人類社会が当面しているいろいろな問題を「テー 7J にとりあ

げ，それを中心に世界の国々が行事を展示し， たくさんの人々が集まって見物し，楽し

み，語りあう交歓の祭典であるーーというふうにその性格をかえてきている。今回の70年

の万国博が「東洋ではじめて」といわれるのも，単 lζ 世界的な後進地域である東洋で，あ

るいはその中でとにもかくにも西洋化した日本でという意味ではなく，人類文化の発展が

当面している問題の一つに東洋と西洋，西と東，南と北との問題があるという乙とにかか

わっているのであり，そのテーマが「人類の進歩と調和 J Iときめられたというととも，現

代文明の示している「進歩」がいちじるしくぷ盾 ・不調和に苦しんでいるととを認め，一

面的な進歩の謡歌でなく ，文明の多元的な存在の確認の上にたって前進の方向をみつけた

いという発想を根底にしているとされ，その故に，現時点の問題をとらまえた適切なテー

43 



7 の設定といわれているのである。乙のテー 7 を70年の万国博という行事に最大限に反映

させ，人類文明の発展 lζ 大きな寄与をなしうるか否かが，乙の万博の成否をきめる重要な

カギといえよう。

と乙ろで乙のテーマは展示出品物や行事の泌技 lζ 充分反映表現されるべきであるが，同

時に「会場」自体もまたテ ー7 を表現する豆要な展示物である。会場計画の基本方針と し

てわれわれが，会場を「未来都市のコアのモテ‘ J レJ であるとしたのも ，実はそういう点に

ある。つまり文明の進歩は今後ますます人間の生活空間を都市化し ていく方向にあるが，

それは同時に公害 ・災害 ・マヒ・不調和・生活環境の悪化といった事象をひきお乙しつつ

ある。 乙れに対して人間 らしい調和の生活を創造 ・確保する方向を，乙の半年聞に 3，000

万という多数の人々が集まってくる故に都市のコアともいうべき乙の会場で具体的にっく

りあげてみる乙と，一一乙れがとりもなおさずテーマの「進歩と調和」の大展示となるで

あろう，という乙とである。

乙うした 基本方針にもとづいて，会場計画を一歩一歩具体化していく 作業が現在すすめ

られ， 5 月末に 基本計画の第 2 次案がまとめられたのである。 その内 容を簡単に 説明する

と，乙の基本方針を明確に ， ヴイジュア J レに体験できるように ，会場の中に「人間ら しい

生活のできる環境の回復一一人工環境，コア 空間での人間的交流の実現一一15万人のお祭

り広場，科学技術の最先端の利用一一人工頭以，巨大な群集流の処理一ーメインゲート」

・ーの 4 つのシンボル空間を造形する乙ととし， ζ れによって構成されるシンボルゾーン

を会場の中心において，それをふくめ，それらのまわりに全会場を構成するという骨格で

ある。乙の計画案にさらに検討を加えて，島t終均 lζ は乙の 10月 lζ 基本計画が i確定されると

とになっている。

とζ ろで乙の「基本計画」の性格についてであるが，博覧会の開催されるのは 4 年後で，

現在は用地買収が進行しつつある段階である。しかし ，道路 ・上下水道その他の周辺事業

の調整 ・場内の土地造成 ・交通 ・供給処理などの基盤施設やパビリオンの建設，造園，出

品展示などすべての工程をたててみると，決して余裕のある仕事ではない。そうした仕事

をスム ーズに効果あるよう進めるには，会場基本計商( マスター ・プラン) が何をおいても

すみやかに必要である。それにもとづいて政府や公共団体，協会をはじめ出展参加の外国

政府や民間企業をふくめた多くの建設主体による施設や建物の建設がスタートにつくので

ある。と乙ろが乙の「基本計画」は，会場をとりまく様々な周辺の条件や， 1970年における

詩情勢の変化，各関連建設主体のうどきなどについて現在必ずしも確定できない前提をた

くさんもっている。しかもそれらの定まるのをまっていてよいというものではない。そう

いう諸条件をしかるべく' 慎重 ・かっ大胆に予測する一方，できるだけ前向きにその制作作

業の中でそれを実際 1ζ 固めていくといった，いわば「条件確定作業」というべき性格をもっ

た仕事でもある。乙の点が，一般，普通のマスタ ープランとかなり臭っている点である。

めまぐるしく科学技術が発展し，世界情勢が変転する中での 4 年後において，なお未来

への創造的提案であると同時に，乙のような作業内容そのものが全く例をみない仕事であ

るという乙とが，乙の基本計画策定作業をひどくむつかしいものにしている。われわれ ・

基本計画原案作成担当者は，乙ういう作業の過程で，できるだけ多くの人々の創意とアイ

ディアを期待し ，また基本計薗の第 1 次 ・第 2 次案をそういった人々の援助と参与を刺戟

・誘導するさそい水という意味をももたせて提案してきたのである。しかしまだその反応

は充分とは感じられなし、。しかも ，時間予定をたててみると ，いまでもすでに時間切れで

断念せざるを得ないものが大部でできている。現在打開すべき問題は山積みの状況である

が，建築界の人々が乙の仕事の意味をよく理解していただき ，積極的な関与の努力をすす

められる ζ とを期待する。 - 1966. 6. 6-ー
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会 場 計 画 の 方 法 と プ ロ セ ス ー

一 一 機 能 論 的 ア プ ロ ー チ の 可 能 性

ＱＹＷＰ 年に、北大阪、下里丘陵で開催される臼本万 ｉｾｉ 博

覧 会 の 会 場 建 設 に あ た っ て 、 そ の A基本計阿作成の作業が、

現 在 進 め ら れ て い る 。 わ れ わ れ は こ の 作 業 に 参 加l し、ま

ず; ; ; 本的な万針と会場のt J ・;絡 を 決 定 す る に 至 っ た の で あ

る が 、 こ の 段 階 て ¥ 会 場 計 阿 の も つ 技 術 的 諸 問 題 を 終 理

し、万国博に 11艮 ら ず 、 今 後 ま す ま す 進 む と 思 わ れ る 大 規

模な建設での課題をはっきりさせておこうと巧ーえる。

万 悶 博 会 場 計 阿 は 、 計 画 そ の も の と し て も 、 い ろ い ろ

な窓味で、復維な深越をもっている。第 1 に、この計画が

極 め て 建 築 設 計 的 性 絡 を 持 ち な が ら 、 実 際 に は 都 市 的 な

スケー J レ と 関 述 フ ア ク タ ー を 有 し て い る た め 、 従 来 の 挫

築設計、高1111， 計 画 い ず れ の 手 法 と も ち が っ た 計 画 技 術 を

開 発 せ ね ば な ら ぬ こ と 、 第 2 に そ れ に も か か わ ら ず 、 計

聞 の た め の 与 件 、 あ る い は 既 定 の 条 件 等 が 極 め て 峻 l床で与

あ り 、 従 米 な さ れ て き た よ う な 条 件 分 析 か ら 出 発 す る こ

と が 無 意 味 で あ る こ と 、 さ ら に は 、 必 本 計 画 、 基 本 設 計 、

実 施 設 計 と 続 い て ゆ く 場 合 の 鎚 当 者 、 引 継 ぎ の シ ス テ ム

な ど が 不 明 で あ る こ と と あ わ せ て 、 計 画 せ ね ば な ら ぬ も

の の デ ィ メ ン ジ ョ ン 、 表 現 方 法 等 が 、 問 題 に な っ て く る 。

; 十同外の前提条件においても、コミュニケーションの

発注した現代、において、 「万国」ということが、どの

筏 度 意 味 を も ち う る の か 、 あ る い は 都 市 計 画 上 の テ コ と

称 さ れ る 地 策 上 の な 図 が一 体どの程度; 立味をもつのか、

ーー ・といった問題がいろいろとある。

と も あ れ 必 本 計 画 立

案の作業をあt け る な か

で も っ と も 問 題 で あ る

と い え る の は 、 こ う し

た 不 明 確 、 不 擁 立 の 要

素 ば か り の と こ ろ か ら

一 つ の 芯 図 と j杉を 明 確

にしてゆくという7 " ロ

セ ス が 、 今 後 次 第 に

規 模 化 し て ゆ く 都 市 の

国 土 の 建 設 作 業 、 計 画 作 業 と ni 似 し た も の で あ り 、 こ こ

で の 設 を つ か む よ う な 作 業 、 五 里 湯 中 の 作 業 の 経 験 が 、

将 米ill 要 な 新 ら し い 作 業 方 式 と な ろ う と 与 え ら れ る と こ

こ ろ か ら い わ ば 機 能 論 的 ア プ ロ ー チ と で も 称 せ ら れ る 、

わ れ わ れ の と っ た 万 法 が 、 ど の 程 度 の 可 能 性 を も ち 、 更

に い か な る 点 が 問 題 と な る か を 明 確 に す る こ と が 極 め て

道 姿 で あ る と い う こ と で あ ろ う 。

こ こ で と り 得 た 方 法 、 機 能 論 的 ア プ ロ ー チ と い う の は 、

万 国 仰 の 機 能 、 住 築 の も つ べ き 条 件 、 敷 地 の 自 然 条 件 、

交通アプローチの万法、跡地利用という 5 つの方向から、
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それぞれ条例ニを分析するのではなく想定してゆく方法の

ことである。

1970年 と い う 現 花 と し て は 、 条 件 不 明 の 時 期 へ 向 っ て

現 在 と に か く 機 定 と い え る 条 件 を 基 礎 と し な が ら 、 当 然

発 生 す る で あ ろ う と 思 わ れ る 諸 条 件 を 想 定 し て ゆ く こ と

である。

65年秋より開始された計画のための基礎調査研' 先は、

66年 1 月 に 終 了 し た が 、 こ の 間 に と に か く 明 確 な 条 件 、

た と え ば 既 設 万 同 博 が ど ん な も の で あ っ た か 、 敷 地 の 自

然条件、; 現在ある土木、建設の技術、交通機関、等々と

い っ た 、 い わ ゆ る 資 料 収 集 が 行 な わ れ た 。 た だ こ の 間 に

あ っ て も 会 場 計 画 は 既 に ス タ ー 卜 し て い た と い え る 。

そ れ は 前 述 す る よ う に 、 こ の 計 画 が い わ ば 機 能 論 的 ア

プ ロ ー チ を と ら ね ば な ら な い 性 格 の も の で あ り 、 機 能 論

つ ま り 、 万 国 博 と は 何 か と い う こ と 、 万 国 博 の 意 義 は 何

か と い う こ と か ら ス タ ー 卜 す る 以 外 な い と い え る か ら で

あ る 。 万 国 博 の 意 義 、 よ り 進 ん で サ プ テ ー マ を 何 と す る

か 、 と い う あ た り の 、 い わ ば 認 識 論 の 段 階 で は 、 会 場 計

画 は 基 礎 調 査 の 段 階 で 既 に 始 ま っ て い た と い っ て よ い 。

し た が っ て 原 案 作 成 と い う 作 業 は 、 こ う い っ た 諸 認 識

を 深 め る た め の 文 化 論 的 な 議 論 を 継 続 し て ゆ く こ と と 同

時に、その認識および基礎資料を ｲｪｦｾｊ へと鋭訳してゆく

第 1 の 作 業 、 パ タ ー ン の 検 討 、 形 へ の い ろ い ろ な 観 訳 型

と し て の パ タ ー ン の バ リ エ ー シ ョ ン 作 成 か ら 開 始 さ れ た 。

地 ｽｦｾ の把握、土地造成、進国、水処理、等、土地関係、

イ ン タ ー チ ェ ン ジ 、 パ ー キ ン グ 、 ア プ ロ ー チ 道 路 、 鉄 道 、

駅 、 場 内 交 通 機 関 、 … … 等 交 通 関 係 、 お 祭 り 広 場 、 大 ホ

ー ル 、 人 工 の 池 、 立 体 フ レ ー ム 、 等 イ ベ ン ト 型 関 係

あ ら ゆ る 認 識 を 形 へ と 転 換 さ せ て ゆ く よ う パ タ ー ン の バ

リ エ ー シ ョ ン が 与 え ら れ た 。 こ れ ら か ら 可 能 と な る バ リ

エ ー シ ョ ン の 組 み 合 わ せ を 検 討 す る こ と に よ り 、 い く つ

か の 笑 の 作 成 が 可 能 と な る e

次 に な さ れ た 作 業 は 、 こ の バ リ エ ー シ ョ ン の 組 み 合 わ

せ に よ る イ メ ー ジ プ ラ ン を 作 成 す る こ と で あ る 。

す な わ ち 与 え 得 る す べ て の 案 を 一 応 イ メ ー ジ プ ラ ン と

い う 段 階 で ヴ ィ ジ ュ ア ラ イ ズ す る こ と で あ る 。 こ こ で 提

示 し 得 る 案 を 検 討 す る 手 段 と し て 、 入 場 者 数 、 点 数 、 方

向別来場数、: I ;t 観 、 機 能 の 総 合 的 バ ラ ン ス 、 コ ス ト と い

った，収カぜあ Ii ' ら tl ょう 。

こ の 検 討 に よ り 妥 当 と す る 梁 は 更 に 絞 ら れ 、 こ れ に 統

〈 フ ィ ー ド パ ッ ク が 、 第 2 次 案 決 定 に 至 る プ ロ セ ス で あ

っ た 。 し か し そ の 聞 に 明 確 に な っ た 技 術 上 の 問 題 、 今 後

解 決 が 求 め ら れ る 附 句 は 決 し て 少 な く な い 。 以 下 、 各 検

討 グ ル ー プ 毎 に そ の 問 題 を 務 理 す る こ と に す る 。
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第 2 次案にいたるプロセス

計画条件 l 祖豊能亙び組織に |入場者亙ぴ掲内勘繰 | 出島現び建築条件に | 自然条件に アプローチ

に関するもの

陣地・その他

に関するもの
作集段階

間 査 開 始

調査報告邸町

作 成 ー報 告

万国博のイメージ

及 U 基 本 計 画 方 針

に 間 ず る 楠 酎

' 3 月 曜 の J ザえ IJ ，

報 1. '，-

第一次案

( イメージプラ ン)

の機討開始

関す るもの l  に関するもの |  関するもの |  関するもの

- 既設万[ 司博的資科| ・ 島崎入場若予測資 l ・[11際見本市! 聞係資| ・現地蹄世 | ・悶辺地域的各刊現| ・大阪府& . ぴ吹田市

収集 物理 |  料町検討 |  科的収集 ＡＮｾ，聖 | ・航噌' ら九 1  i児図且ぴJ 画凶町| 的跡地利用情:l! iの

・既訟万凶博会場町| ・マス流動観脊に対| ・ ドリームラノド専| ・ 件同現況図収集 ・| 町収! j ! . 作成 |  ヒヤリング

償能分析 |  する展示方法同検討| 町アミューズメン| 作段 | ・ベースマ y プ州恒主| ・既. : ; : 万凶博の跡地

・既設万同博的組織| ・入場高官苦皮肉検討| 十指設的資料収集| ・ベースマ γ プの廿必| ・関連市町同計画且| 利用的機材

・運営に l期する資 1 ・観存町動線と会場| 続 埋 | ・純物慨況調査 |  ぴ'11t>に l闘するヒ| ・跡地判I f l に l則する

科 修理且ぴ分折| 情 ｲｾ パターン同検討ｼ ・ 既設万国博の ｉｈ喧ｼ ・ ｩ 孟 ｉ 圃柿物需給問題ｼ ヤリング |  各縄情報円収集 ・

・ 万国博関連資料の 1 1  地誌の分析 |  町検討 | ・関連公益企業体的| 経理

収集 修理 1  1  Ｑ ・ 造 ｬ 咽 ｾｊ 十・施工事 Ｑ ;t 画及び '111';に l抽

・万同博向車h 両効果 1 1  のIIl J脳内 |  するヒヤリング

町子測 1  1 ・宅地造成に l叫する| ・鉄道専、将来計副

・万国博町イノージ 1 1  1  ｴ 続出 ｾｰ 掴自胞の仇吋ｼ 的検討

にI闘するヒヤリング 1 1  1・挫ぷ資料且ぴ需給| ・交通機関別‘ 万向

・万回博会場J 画的 1 1  1日1M伺検討 |  別、交通量的干測

情理l に! 叫するヒャ
1 ・会場周辺町水 '11m

リノグ 1  1  的検討

・万問樽に j ; ける地 1 1・会W 市調書物私; 十

域国且ぴ肉上町鰐
1 ・環境維持且び公3

1帽に i瑚するヒヤリ I I  I  にl則する検討

ン ゲ

・科学技術的将来に

l閉するヒヤリング

. デザインポリ y ー

に附するヒヤリング

・全地計画理念に附

する検討

. τ方 面 IJ 同検討 l ・入 場 者 向 純 | ・雌 11珊 桝 粧 | ・竹 ・ ア カ マ ツ 判 | ・インタ- + ' " ンヂ| ・跡 岬II l l 方針。3附

・会場開恒迎合的決定 I I ・ ゾ ー ニ ン グ 町 刷 I I仰 の 検 討 |  的ハリエーンヨン

・会場品本計画方針 1 1  町検討 | ・人工湖再築造内検討| の検討

的検討 1  1  1・環呪保全} ' j ; 法4 除吋 1・会場入目的検討

I ・交通機関町惣定

・ シノポル空1111町内| ・全場構成ダイヤグ 1・l l ! 集与{ 牛肉忽定 | ・専問 I両且ぴ縦 ・償| ・鉄道路線( 1 量鉄地 l ・跡地利用町検討

容怨定 |  ラム向検討 l ・ ゾーニング的検討| 断による地形円分析| 下鉄 阪急 的引

・会場革本計画方針 1 1  1・現況控築可能区域| さ込み想定

町決定 1  1  1  的機付 | ・周辺道路及びアプ

Ｎ ｾースキースによる第

ー次検，it' 171促

. エスキースによる第

- ; k検バ ( 8 ｾ陸Ｉ

. エスキースによる第

・全曲jiti 成町検H I  ローチ道路円盤備

((，'1  . 干而化) I  の坦，ilE

・3分間2i 1i 成的検討

( 3 段階平面化)

. 給・排水量的惣定

・緑地且びリェクレ

- " ョ ン 尉 グ 糊

・人工湖町貯水量の

屯l定

三次検討 ' 0 佐 ， 、
f3十画} ' j 針・中央環状南北道路、インターチェンヂ) ¥ 

第 一 次 案 町 報 告 1*イメージプラン ( 土地利用 ) 基本構想 川 ) の決定 l シンボル空間専問位置、 T ーニン 7 J  

第二次案 | ・ y / ポル空間( ゲ| ・場内交i画創期内紛す| ・誼築施訟の純矧珪| ・各姐供給処理偏向| ・全場入目的決定 | ・第一次案内概算挫

( コンポジションプラ ン)1 ート加えて 4 つ) 1・場内交通システム| びIJl I史的決定 |  決定 | ・インターチェンヂ| 設費

の検討開始 |  の 隅 及 唯 置 雌 | の決定 I  I・汚水・雨水管ルー| の決定 | ・第二次案的建設費

第 二 次 楽 町 報 告

. サプ広場町検 t吋 | ・ 〆インゲートでの I I  ト的決定 | ・主要アプローチ遺! の大ワ 7 的配分

入場者処理H法的 1 1・汚水処理場町位置| 距円決定 | ・跡地利用面傾向惣定

決定 1  1  決定 | ・パーキングの位置

・汚点・雨水町流下| 決定

ルート町決定 | ・鉄道( 阪急) 引き込

・阜の循環・使用万| み位置及び耳目的嚇邑主

法的決定 | ・周辺道路鐙倒的想

・給水ルート的決定| 定

・人工湖町位置決定

1  1  1  1・保存鮒村也区町決定

本パイ ロットプランによる被肘

・1現段装置の検討

・1立闘地s: 的検討

. サブ広場グ在置決定 ・場内道路町線形及 ・土地利用面械の決定 ・l;I}土 i.t 盛土批町 ・アプローチ道路の ・跡地刷用的惣定

Ｎ ｾＯ［ｴｕ レ空 ＱＱＱＱＱ 骨成 V 巾只的決定 ・ ｡ 築施設内晶ｾＺｬｬ的 制定 線形及び巾自決定 ・第二次来的姐設n

施設の純矧且ぴ規 ・ベデストリア〆ウ 惣定 ・移動 j: 誌の抑定 ・バスターミナル同 町試

1慌E 決定 エイ町配置決定 . J比七 1，川，'1哨'1

ど
. " 場品内交辿機l関闇肉ル 水E路品町配置決: 定

ート決定 ・紋地及び 'J ェ7 レ

・場内カーポート町 一ンヨン施誌の配

配置決定 置決定

. 1 J ! i 峡焼却場町配置

* 金渇計画棋型の作成
・決定 * 跡地中J 用模型の

/ 土地利用計画 ・アプローチ計画地内交通計画1 作成

Ｊ コン ポジション プラ ン ＨｾωＩ の決定 ｌ 供給処理胞設計画 /  
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万 国 博 の 機 能

IJ il際 博 覧 会 条 約 に よ れ ば 、 万I ｾｉ 博とは「ある ｉｉＣＮＧＮｾＺ にお

ける人頼進歩の状況を浮き彫りさせることを門的にi l 1 : 界

の 雌 業 と 文 化 を 一 世に集めて峡ぷするf ! i ¥しのことである。

ブリュァセル1専 アトミウム写

ニューヨーク博 地主事儀

モントリオール博メキシコ舘模型
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IJfHliil 剥は、外交上の Jレートを j凶じて祁外国を仰がi し、参

加 す る 問 は 1 または 2 以 上 の 生 産 部門 に お け る 自 問 の 進

歩を示すことを目的として展示に参加する。 J と定義さ

れている。

万 図 博 そ の も の に つ い て は 、既 に 数 多 < ，;i命じられてい

るので、ここでは特に述べないが、 20世 紀 以 降 の 万 国 l噂

は 、 そ れ ぞ れ 選 定 す る 「 テ ー 7 J を 中 心 と し て 展 開 さ れ

るようになってきている。

1970年 日 本 万 同 博 の テ - 7 は、「人類の進歩と調和」と

決まっている。この格 ［ ｕ ＮＧ，ｪ ｾ ・ｦｊ ｜Ｎ、テー＿を、いカか、にして万悶

博会場に』以ｾ現するカか、が庁坑 ｬ 要な［諜謀量題 ｅ でで弘あり Ｑ 、 またこの λ点'

Ｕ免己本司市 Ｗ や、通 Ｑ ｩｾ Ｎ の博覧会と終なる点である。つまり万同

博 と は 、 テ ー ? に 従 っ て 明 日 の 人 類 社 会 の 他 殺 の 方 ri'j を

析 し 示 す 、 世 界 の お 絞 り と し て の 性 格 を は っ き り 備 え て

いるといえよう 。

1958年 プ リ ュ γ セ J レ怖

1964- 65年 ニ ュ ヨ ー ク 博

1967年 モ ン ト リ オ ー ル 陣

ｾ＠



問 題 の 所 在

日本万 ｲＡ ｩ ｬ ｴＧｾの問題として

1 )  1970年 の 社 会 的 勢 は ど の よ う に な っ て い る か 。

II )  r 人知の進歩と凋手口」というテー? をどのように型

解 し 、 皮1)[，1させるか。

日1) 会 ｴｾｪ 計 ｬ 凶のポイントは作 ｉ か。

の 3 つ がJ7えられる。

1 )  1970年という「将米」において、世界で何が起こっ

て い る の か 、 科 学 技 術 や 、 社 会 情 勢 は ど の よ う に 展

開 さ れ て い る の か 、 と い っ た こ と は 、 簡 単 に 予 測 で

きるものではなし、。しかし、銀いて予 i[[i lするならば、

同l際情勢は来西、 2 つの体制| から多 J(; 化し、アジア、

アフリカ諸問の発展とあいまって、同際ノぐランスの

転 換Jt/Iで あ る と 共 に 、 日 本 は 、 日 中|日l刷、アジア、

アフリカ，i n J !il との l剥 係 や 点 !J [jt1 J坊の開催j 、 そ し て 安

保 条 約め改，;TI問 題 な ど 、 続7丹、社 会 、 政 治 の あ ら ゆ

る分別' で転換( 1 甘に立っていることとなろう。技術革

新 は-ll t w全 般 に わ た って、 1950年 代 で 出 尽 く し て し

まった感があり、今後、技術上の進歩はまったく華什

しい河走路的原理的な立場の成立がないかぎり、望み

1み で あ る 。 こ の 科 学 技 術 分 野 で の 行 き づ ま り は 更 に

ーきな社会的転換を必聖書とし、それゆえ万国' 1 '4がこ

の転換期の人類社会に一つの) J lul を 示 す こ と の 意 味

は 極 め て 大 き い と い え よ う 。

ロ) テー? の中心思想は次のように理解できる。

科 学 や 文 明 の 進 歩 に も か か わ ら ず 、 人 知 は 今 な お

多 く の 不 B調 和 の 上 に 生 き て い る 。 科 学 や 技 術 の 適 用

を 誤 る な ら ば 人 類 そ の も の を 破 滅 に 将 〈 可 能 性 を も

持 っ て い る と い え よ う 。 こ の 現 在 に お い て そ れ を 救

う み ち は 、 人 類 と そ の 築 き 上 げ た 文 明 の 多 様 性 を 信

ず る こ と 、 お 互 い が そ の 存 主E を 確 認 し あ う こ と で あ

る。

会 場 計Ilhj は、テー? の思想、を展開するために、現

代 に お け る い く つ か の 基 本 的 な 矛 盾 の 解 決 を 指 し 示

す よ う な さ れ な け れ ば な ら な い 。 す な わ ち 、会士易自十

l凶の J畠本的万針は次に示す 3 点に集約される。

第 1 に、人間と人間との聞の矛盾、すなわち、民族

ゃいも|家 と し て の 大 組 織 の 中 の 人間 ど う し の 対 立 矛 盾

を 解 決 す る た め に 、 科 学 技 術 展 示 の 坊 に と ど ま ら ず 、

人Ui の多様な知，IJ.. I: が 有 効 に 交 流 し 、 刺 激 し あ え る 場

として提供されること。

第 2 に 、 技 術 と 人 間 と の 聞 の 矛 盾 、 人 間 疎 外 の 現

象 がi並 行 し つ つ あ る 中 で 、 新 し い 人 間 接 触 、 新 し い

人 間 交 歓 と し て の レ ク リ ェ ー シ ョ ン の 形 と 場 が 創 造

されるものであること。

t+¥3 に、 l守 然 と 人 間 と の 聞 の 矛 盾 、 特 に 国 土 の 都

di化 と 共 に 進 行 し つ つ あ る 自 然 破 域 、環 境 必化 に 対

し 、 未 来 の 人 専 の 生 活 に 適 合 し 、 科 学 技 術 に 裏 打 ち

さ れ た 新 し い 同 士 像 を 打 ち た て 、 合 理 的 で か つ22か

な 人 々 の 将 米 の す ま い と 都 市 の モ デ ル と な る よ う に

J-t l刊されるものであること。

fll )  会 場 計 阿 の き め 手 と し て 、 わ れ わ れ は 、 前 に 述 べ

た 5 つ の 機 能 ( r万 同 博 の 機 能I 建 築 条 件I 会 場 予

定 地 の 向 然 条 件J r ア プ ロ ー チ の 方 法J r 跡 地 利 用 の 問

題 J ) のうち、「万図博の機能」から分析を進めるが、

いわゆる! 尊覧会の機能としていえば、万国博はマス

流 動 観 客 を 対 象 と し た 大 規 模 な 博 覧 会 で あ リ 、 こ の

マ ス 流 動 観 客 を い か に 処 理 す る か が 、 会 場 計 画 の 大

きなポイントである。一口にいえば、 「動級建築」

と理解した上て守十回することが大切でるある。
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ロンドン万国博 ( 1851 )  クリスタルパレス

会 場 計 画 の 考 え 方

会 場 計 画 の 条 件 と し て 明 確 に い え る こ と は 、 わ ず か に

次 の 4 つ の 与 件 だ け と い え る 。 す な わ ち 、 (1) 1970年に、

(2) 大阪千里丘陵 100万坪で、 (3) 万 国 博 と い う も の を や る 。

そして、 (4) そ の テ ー 7 は「人類のi 1 主砂と，調和」である 。

計 画 の 技 術 的 問 題 と し て 、 こ う し た 百 十 両 与 件 の ほ と ん

ど な い 場 合 い か に し て 計 画 を 進 め る か が 、 与 え ら れ ね ば

な ら な い 。 ま ず テ ー 7 の 具体 化 と い う 与 件 を 分 折 し て ゆ

く と す れ ば 、 過 去 の WIJ が 示 す よ う に 、 万 医It専 は 単 な る 商

品 の 展 示 場 だ け で な く 、 建 築 の 展示 場 で も あ る 。 過 去 の

万 国 博 に お い て 、 ガ ラ ス 、 鉄 、 コ ン ク リ ー ト 、 プ レ フ ア

、

パリ万国博 (  1889)  エッフェル塔 よ左プリユツセル万国博

(  1935)  

上右ニューヨーク万国博

(  1939)  

博

)

園

田

万

川

悶

a
v

，z

、

セ
リ

'

J

ュ

ブ下
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上ニューヨーク万国博 ( 1853) 下ロンドン万国博 ( 1862)  

プ 等 新 い、主] ! 築材料や締法、デザイ ンが 登 場 し て い る 。

それでは 1970年 の 時 点 に お い て 未 米 を 指 向 す る 、 新 し

い 建 築 の 姿 は ど の よ う な も の で あ ろ う か。 何 を 問 題 に す

べ き で あ ろ うか。

建 築 技 術の進 歩 は め ざ ま し い も の が あ る が 、 そ れ に 対

して集 l司としての処築、すなわち、何11市を百十回し、コン

上 ス イ ス 万 国 博 下 プ リ ュ ッ セ ル 万 国 博 日本館

( 1964)  ( 1958)  

パ リ万国博 ( 1867)

ト ロ ー ル す る 技 術 が 大 変 に 遅 れ て い る の で は な い か 。 科

学 技 術 は す ば ら し い 発 達 を み せ た が 、 わ れ わ れ の 都 市 生

活は ー li'j に 改 普 さ れ な い ば か り か 、 か え っ て 悪 化 の 方 向

を さ え た ど っている 。 わ れ わ れ が 明 日 の 世 界 で 問 題 に し

な け れ ば な ら な い の は 、 個 人 の 建 築 も さ る こ と な が ら 、

む し ろ 、 そ れ ら の 総 合 と し て の 都 市 の 姿 で は な か ろ う か 。

モントリオール万国博 ( 1967) パヒ' タート ' 67
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と す る な ら ば 、 万 国 博 の 各 純 の 施 設 の 容 れ も の と し て の

会 場 計 画 は 、 単 な る 容 れ も の と し て だ け で は な く 、 そ れ

自 身 が 明 日 の 建 築 の 柴 田 の あ り 方 、 未 来 者111打の姿につな

がる 1 つ の 極 め て 重 要 な 出 品 物 と し て 考 え な け れ ば な ら

ないであろう。

で は 、 そ の よ う な 未 来 都 市 と は 何 か 。 そ れ は い ろ い ろ

な 角 度 か ら 、 い ろ い ろ な 問 題 意 識 を も っ て 取 り 上 げ る こ

と が で き る が 、 わ れ わ れ は 万 国 博 会 場 計 画 の 立 場 か ら 、

次 の 3 つのポイントを未来都市の主聖書な問題点とした。

すなわち、

I )  都 市 に 対 し て 今 後 な お 一 層 激 化 す る で あ ろ う 、 人

も の 、 情 報 の 集 中 と 、 そ の ア ク テ ィ ビ テ ィ ー の 明 大

を い か に わ れ わ れ の 生 活 に プ ラ ス す る よ う に コ ン ト

ロールするかということ、 一 口 に い え ば、人、も の、
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情 報 の 7 スの処l "li の問削である。

II )  一 方 マ ス 社 会 の 中 に あ り な が ら 、 人 聞 が そ れ ぞ れ

の 主 体 性 を い か に 確 保 す る か と い う こ と 、 マ ス 処 理

し き れ ぬ 例 人 の 主 体 性 の 雌 似 の 間 組。

IlI )  三 番 目 に 少 し JfJJ 立をかえて、有11rli の 成 長 変 化 に 対

応する y ステムを発見することの| 問題。

の 3 つ で あ る 。 と い う の は 、 1 日40万人( 休日‘ ド均値)

の人と 4 - 5 万台の J I1が集中すると予1 J . tされる会場は、

まさに 7 ス の 処 理 の 通 確 な )'j 法 な く し て 計 阿 で き な い か

らであり、また、金書11み る の に 16 日 間 も か か る と い わ れ

る 彪 大 な 展 示 を す べ て み ゐ こ と は 、 と う て い 不 可 能 で あ

る 以 上 、 人 々 は 主 体 的 に 、 選 択 的 に 行 動 し な け れ ば な ら

なし、 。個 人 例 人 の 斜 か い i侍|甘1の 中 に 本 当 に 見 た い も の を

凡 せ る と い うことを可能とするシステムが、ぜひ迫" * さ



れなければならないからである。

さらに 50- 100の問、 100以上の問内企業が参加、すると

予犯されるｼ五 ｬ 内外諸国体の総合展である万国ＱＧｾでは、最

後 ま で 参 加 者 の 条 件 の 不 総 定 さ が 予 iWJ さ れ る し 、 会 期 中

においても、日 4 の 来 場 者 数 は 、 恐 ら く 1 0 - 100 万人ぐ

ら い の 範 囲 で バ ラ ツ キ が 考 え ら れ る 。 こ の よ う に 予 怨 さ

れ る 為 的 の 変 化 に 対 し て 、 会 場 計l函は十分フレキシピリ

テ ィ ー の あ る も の で な け れ ば な ら な い か ら で あ る 。

以 上 の 3 つ の ポ イ ン ト は 、 会 場 計1I 町 に お け る 大 き な 問

題点. であると共に、それは即、未来都市につながる問題

l): て' もある。

時Ildi 化 は 人 類 社 会 の l つ の 進 歩 と み な す こ と が で き る

し、行Ildi 化 に 伴 う 問 題 の 処 理 は 調 和 の 思 恕 に つ な が る 。

有11I 打 化 を 否 定 す る こ と は で き な い し 、 ま た そ れ に 伴 う 様

々の弊ミ与を手をこまぬいてみているわけにもゆかない。

明 日 の 都 市 を 、 体 大 な 科 学 技 術 の 発 展 を 背 設 と し つ つ 、

より人間的なものにすることは、 20世 紀 後 半 か ら 21世 紀

に か け て の 人 類 社 会 の 最 大 の 課 題 の l つといえる。

わ れ わ れ は 、 こ の よ う な 見 地 か ら 、 会 場 計 画 を 未 来 都

市 の l つ の モ デ ル と し 、 実 験 場 と し て 計 画 す る こ と と し

たのである。

と は い っ て も 、 こ の 会 場 計 画 に お い て 未 来 都 市 の す べ て

を 悩 き 出 す こ と は で き な い 。 そ れ に は 事!t 台 が 狭 す ぎるし‘

ま た そ の よ う な 条 件 も な い 。 わ れ わ れ が 取 り 上 げ た の は 、

主 と し て 未 米 都 市 で も 大 量 の 入 、 も の 、 情 報 が 交 錯 す る

コ ア の 部 分 で あ る 。 そ し て そ れ を シ ン ボ ル 空 間 と し て 会

場 の 中 央 に お い た の で あ る 。 そ れ は 同 時 に テ ー マ のt i'!神

のヴィジュアノレな展開でもある。
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未来都市のコアについて

王見イ正のf . 11市 の コ ア ( 絞 ) と も 与 え ら れ る も の の イ メ ー

ジは貧 ｾｊｾｊ である。行公庁、ビジキス街、雌リ場など、い

ず れ も 多 く の 人 、 も の 、 情 報 が 集 中 し 、 政 治 、 経 済 、 社

会 な ど の 中 偲 と も な る べ き 部 分 で あ る が 、 そ れ ら は 無 計 ー

聞 に1洋立し、苦11111の あ る い は 人 間 社 会 の 結 介 の 統ー した

イ メ ー ジ を 湧 き 起 こ さ せ る に は 伎i卓し、 。 わ れ わ れ が 会 場

計 画 の 中 に お い て IIlli きtれそうとした打IId1の コ ア の イ メ ー

ジは、自 ｾｉ 行の絞維な諸機能をコントロー ｊ レし、 ｴ｛Ｎ に人 ｉｬｬｊ

的 な 結 令 を 可 能 な ら し め 、 か つ 生 成 発 展 す る 自Ild; の伎と

も な る べ き も の で あ る 。 す な わ ち 、 先 に 述 べ た 3 つ の ポ

イントのZE間 的 展 開 を め ざ し た も のである。

現夜、国土における空間の機梢は、同土一地万一 ｊＨＧｈ ，ｾ

市 町 村 と し 寸 行 政 区 分 に も ポ さ れ る よ う に 、 l五l土 を ゾ

ー ン に よ っ て 再 分'，I fll してゆく地域段| 析の分 ) j 式 の よ う な

j彩が一 般的 で あ る 。 し か し 放i5 : の向i車 交 通 機 関 の 発 展 に
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よ っ て 、 悶 土 の 姿 は む し ろ 行Ild; と交i I ! i ! Ii}J 似 と の *It み 介 わ

せとして巧一える万が. f I ll 解 し や す く な っ て き て い る 。 そ し

て将米はますますそのような傾 ｊ￭Ｇｊ がｾ［ｪ，まるであろう。そ

の場合{ 立問土全域にネットワー 7 さ れ た 交 通 勤 総 に 対 し

て、布日市は団 f の * ざ し の よ う に な る の で は な く 、 栄 夫

の よ う に 房 状 ( 7 ラ ス タ ー ) に と り つ く の が 無 j 日なi l ! i i品

交i I ! i を |りJ 止するなどの. f I li 由からじをましし、 。 そ し て そ の よ

うな打IId1へのアプローチから百11111内 交 通 へ と 移 る 1mに、

交j必の行動) ) 式は高速から緩泌へ、 L H巨南ft . 輸送から戸口

サ ー ビ ス へ 、 幹 線 的 な 行 動 か ら 小 姐 リ の き く 行 動 へ と 変

化 す る 。 そ の よ う な 3どi I ! i 機能の変化する部分は、これを

集約、 - 11'; 化して布Ild; の 周 辺 に 配iEす る の が 笠 ま し い 。

iif[ i I ! i センターと 11乎 ば れ て い る も の も 、 そ の よ う な ひ と つ

の空間である。そのような交i I ! i の桜紙、変換、 '- 1-'継 等 に

関: i & する各磁の産業 ( 組立工業など) をも 併 せ て こ れ を



ひ と つ の 流 通 コ ン ビ ナ ー ト と し 、 こ れ と 相 対 す る JJri'j に

一 般 市 街 地 を お い て 両 者 の 機 能 を 分 離 し つ つ 、 か つ 、 "hj

者をつなぐ役割i を も つ も の と し せ 都 市 ゐ 級 、 す な わ ち コ

ア を 考 え る 。 そ れ は ま た 、 機 能 を 具 に す る 市 街 地 ゃ 101羽

自 然 を も 相 互 に 結 び 合 わ せ る も の で あ る 。 未 米行11111にお

いて、 一 方 で は よ り 日 皮 に 機 能 が 分 化 し て い く 反 而 、 こ

れ を 総 合 し 、 コ ン ト ロ ー ル す る 中 偲 機 能 が 欠 か せ な い 。

未 来 都 市 の コ ア を そ の よ う な も の と し て 巧ーえる。

万 悶 博 会 場 計 画 第 2 次 突 に お い て 、 こ の よ う な 流 通 コ

ン ビ ナ ー ト は パ ー キ ン グ に 、 市 街 地 は 科 展 示 ゾ ー ン に 変

ったが、コアの役: 刊は必本的には変らないものとなる。

その機能は 15万 人 の お 祭 り ひ ろ ば 、 メ イ ン ゲ ー ト 、 人 工

頭脳、人工環境の 4 つのシンボル空間に象徴される。これ

を先の問題にたちかえってみれば、 7 スの処理としては、

交 通 さ ば き に メ イ ン ゲ ー ト 、 水 の 循 環 使 用 に よ る エ ネ ル

ギーの節約に! f i } J 水面などが、人々の主体性の椛保として

は、 15万 の お 祭 り ひ ろ ば や 人 工1項目尚による車内密なコント

ロ ー ル が 相 応 し よ う 。 し か し 大 き く み れ ば ど れ に も 関 係

しているということがいえる。また有1IIIj の 生 成 変 化 に 対

す る ン ス テ ム と し て は 併 に な る も の と 、 校 葉 、 メ イ ン と

サプ、 31刊百的な持11分と l寺山な告11分というふうに' 市に阿極

の 対i七を示すことが望ましし、。コアはその一 万の 極 を 示

す も の で 、 こ れ に よ っ て い ろ い ろ な 変 化 に 対 応 す る こ と

を々える。たとえば通常はメインだけで処理できるが、

ピ ー ク に な っ た 場 合 に は サ プ を 予 備 と し て 似 う と い う や

り方である 。

以上が会場計画における未来都市のコアの与え} ] であ

る 。 会 場 計 画 、 特 に そ の 中 で の シ ン ボ ル 空 間l計 画 に お い

て は 、 こ の 止 う な 未 来 都 市 の コ ア の モ デ ル と な る よ う に

考え計阿したわけである。
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建 築 条 件 の 想 定

万 国 博 は 建 築 の 配 置 そ の も の が 、 展 示 品 ・ 出 展 思 想 で

あ る 。 し か し 前 述 す る よ う に 挫 築 条 件 は 全 〈 不 明 確 な も

の で あ る 。 こ の 不 確 定 要 紫 の 中 で 控 築 条 件 を 決 め て ゆ く

とすれば、少なくとも、 1 ) 純 設 の 種 類 ・規模と例数、

ｉｉ Ｉ 建築砕機成のシステムとそのデザイン、 ｉｔｉ Ｉ 建蔽 、Ｎ ｾ

と谷村I準法準等を、 i筑設仰lの 建 築 条 件 ・ 綴 似 計 画 ・ 既 存

地設からある程度設定しなければならない。

第 l に 既 設 万 国 博 の 土 地 利 用 面 積 、 構 成 面 積 、 施 設 の

穐 類 ・規紋と盤、およびそこから発生した諸問題がある。

これらの分析から l尼大な展示館敷地面積が必要でるある

こと、向然要言葉の滋入が大きなウエイトを占めること、

〈人ーもの〉の 7 ス ・ ア ク テ ィ ピ テ ィ に 対 処 す る 独 l: jの

地 設 の 必 要 性 、 建 設 サ ー ビ ス 施 設 の 施 設 純 頬 な ど が わ か

る 。 ま た 同 類 計 画 例 え ば 大 阪 見 本 市 ・東 京 比 本 市 な ど か

ら 、 建 設 目 標 値 を 出 す こ と な ど が で き る が 、 日 本 万 国 博

に お い て 、 土 地 利 用 形 式 あ る い は 会 場 の 構 成 理 念 が い か

なるものか、またどのような計画内容を持つべきかは、

改 め て 重 要 な 問 題 と な る の で 、 既 設 万 国 博 や 見 本 市 の 分

析 等 と は 全 〈 別 の 立 場 か ら 計 画 を ii 主めねばならない 。

同 組 計IHij として 100 万 坪 鎧J立の都市怨設; 十阿から建築

条件を設定する見かたはあろうが、これは技術的手法、

跡 地 と の l羽i坐をY ; - えるのには役立ちうるとしても、会場

3十両と本質的差主主があることはまぬがれがたし、。 そこで

む し ろ 万IA博を椛忽するという立場から、主J ! 築条件を採

り だ し 従 突 し て い く こ と が 計 画 を 次 に に つ め て ゆ く プ ロ

セスとなろう。というのは、 1970年 の 時 点 に お い て 未 来

を指 It' j する新しい処築{ 象とはどのようなものであろうか、

過去に発明された極々の材料、; f ，Y j . j 1 t 、デザインを考えて

未米{ 象を探求すること。

そこで、 1970年 に 問 題 に す べ き こ と を 探 し 出 す こ と で

ある。

未 来 の 建 築

li可途した如〈、万国1専 の 会 場 は 未 来 都 市 の モ デ ル と し

て構成しなければならない。

未来の建築の課題とは、 1 ) マス処理の問題、 II ) 個

人の主体確保の問題、 旧 ) 成 長 変 化 に 対 す る シ ス テ ム の

問 題 で あ っ 、 こ れ ら が 万 国 博 で 未 来 都 市 の モ デ ル と し て

あげられ解決きれなければならなし、 。 未 来 都 市 像 は こ れ

らを間泌として、国土{ 象の構想、までさかのぼって描れる

であろう。

さて、建築の課題を解決する手法として、 1 ) の 課 題

に 対 し て 、 共 同 化 情 報 処 理 装 置、 II ) に 対 し て 個 人 の

E {;本位を尊重する場内交通ネ y トワークの空間構成 ITI )
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に 対 し て は 参 加 国 数 な ど 建 設 に 至 る ま で の 、 条 件 変 化 ・

会期l中 の 観 客 集 中 に 対 す る 処 理 、 跡 地 へ の 転 用 な ど に 対

し て 、 フ レ キ シ ピ リ テ ィ の あ る 他 築 構 成 が 巧 え ら れ な け

れ ば な ら な い 。 未 来 初 di の コ ア に 相 当 す る シ ン ポ J レ空IHJ

の 建 築 ・建 築 鮮 の 構 成 に 、 建 設 さ れ る 施 設 種 類 を 怨 定 す

る 際 に は 、 以 上 の 問 題 に 対 す る 解 決 手 法 が 十 分 考 慮 さ れ

ね ば な ら な い。

‘  

シ ン ボ ル 空 間 の 建 築 条 件 想 定

設計方針から、未来高11，li のコアがンンポノレ空間であり

そのシンボル空間は、お祭り広場 ・ 人工ｾｪＧｪｩｪ品、ゲート・

人 工IJ ; l 涜の 4 つ の 要 素 で 榊 成 さ れ る 。

入 場 者 数 等 の 推 計f位、既設万回1噂の分析等から、シンポ

ノレ空間のひろばと往築物の設計必準がある。これを基盤

として例々の処築条件の設定をする。

既 設 万 国 博 の 会 場 構 成

7 ラ y セル
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お 祭 り 広 場 設計基識として、 1 )  15万 人

の マ ス 集 中 が あ り 、 日 ) 観 覧 席 、 機 妓 床 と ホ

ワイエ部分から構成され、 皿) 鋭 覧Ilr; は10万

人の収容能力を有し、 N ) 演 技 床 は 中 央 の プ

ラザと人工湖の、水面上に浮かぶステージと

し、 V ) そこでは務「しい演出をほどこし、多

元的行動を1IEがす意図を有するようにする。

他 に 既 設 万 同 博 か ら 分 析 検 討 し た 他 を 使 用 す

る。それは展示館の床面積 600m' を基地とし、

処 弊Z事M O %、1. 5 階 平 均 と し て 答 税 率4 0 %と

す る 。 つ ま り 建 築 面 積 4 0  0  m'  (法1制 限O明

X 20 間、) 敷地面積 l ，OOOm' ( 基単形40 隅×

25 隅) をユニッ トと考えて設計基調書として使

用する。

お祭りひろばは、まず観覧席10万 人 収 容 ゆ

え、 1 人占有床而桜を、 0. 3 m' とすると延床

面 総30，OOOm' となる 。演技床を 問 機 に 推 定 す

ると、 30，000 げとなる。残るホワイエ部分に

は、集会場、 )>>IJ 場 、 展 示 場 等 を 泣 き 、 そ れ ぞ

れ の 延 床 面 械 は 、 休 日 入 場 者 平 均 値 1 日40万

人より、都市のセンターに40万人が集中した

と 考 え 、 過 去 の 都 市 計 画 資 料 を 分 析 し て 入 場

者 数 の 設 定 を し 、 観 覧 席 と 同 様 に 延 床 而 械 を

設定する。

まず第 1 に、各施設の延床面積をι Uこのよう

に し て 設 定 す る 。 最 後 の 墳 で 述 べ た 設 計 基 離

を計算方針として、延床面積から敷地区岡田

私立を算定する 。鋭 覧 席 敷 地 区 画 面 積 は55，000

W 、劇場敷地は 17，∞Om' となる 。

建築面積は、 1. 5階 平 均 と す る と 、 劇 場 は

6，800m' となる。跡地との関速から、観覧席

は 仮 設 の も の と す る こ と 、 ピ ロ テ ィ の 視 界 の

造悶条件を視界内に入る傾斜地に適度に自己位

すること等j建築条伶が設定される。

人 工 頭 脳 設計基準として、 1 ) 含まれる

焔 設 と し て 、 情 報 絞 ・管 理 セ ン タ ー ・日本政

府 館 ・地 方 自 治 体 お よ び 公 共 団 体 館 ・ ひ ろ ば

であり、 I I ) 情 報 処 理 に 関 す る 施 設 と し て 浮

遊 i直線 ・レーダー ・電話 ・コンビューターと

か、情報サービスセンタ一等があり、l I l ) 会

場 内 外 の 情 報 伝 達 ・ 情 報 収 集 と 情 報 予 illlJ を行

ない、 N) 未来の情報料学の実験場とする。情

報岐に含まれるコ ンビューターセンター ・無人

郵便局等の既設施設を発展させた資料分析で、

個 々 の 延 床 l師械を計算推定することにより、

治E築 延 床 面 積 を 求 め て 、 お 祭 り 広 場 と 問 機 の

操作で敷地蘭秘・建築商科t を出す。
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情 報 核 は 跡 地 利 用 で 重 要 な 施 設 の 一 つ で あ る の で 、 恒

久 と す る 。

ゲ ー ト 設計基準として、 1 ) 入場者は休日ピーク時

において 9 万 人 に 達 す る 。 II ) 鉄 軌 道 利 用 者 は 5 万人、

パ ス 利 用 者 は 3 万 人 、 タ ク シ 一 利 用 者 3 千 5 百 人 、 そ の

他 は パ ー キ ン グ サ ー ビ ス パ ス 利 用 者 で あ る 。 日1) メイン

ゲ ー ト は 中 央 環 状 線 に よ っ て 分 断 さ れ 、 南 北 岡 会 場 を 結

ぶ 迎 給 路 と な り 、 会 場 内 外 の 接 点 を な す こ と で あ る 。 9 ・

万 人 / h の ピ ー ク 時 入 場 者 数 、 既 設 万 国 博 、 同 樋 計 画 の

資 料 分 析 に よ る 場 内 滞 留 時 間 ( 6 時間) 鉄道に関しては、

列 車 問i隔 ・乗 客 許 容 数 等 、 過 去 の 資 料 か ら 推 定 し て ス テ

ー シ ョ ン 内 滞 留 者 数 の 想 定 ・プ ラ ッ ト ホ ー ム 規 娘 、 駅 舎

の 延 床 而 桜 が 出 る 。 同 様 に チ ケ ッ ト ブ ー ス 、 改 札 口 個 数

が百十t ) : される。

ま た 中 央 環 状 と の 関 係 で 、 人 工 台 地 梢 成 を と ら ね ば な

らない 。? ス 誘 導 を ス ム ー ズ に 形 成 さ れ る こ と が 主 要 な

問 題 で あ る か ら 、 集 中 す る 個 所 、 人 と I ドの餅J 紛lの 交 叉 を

避けることと、地形の ｴｾ 底の 利用 という観点から人 Ｎ 111 

. 場 内 輸 送 施 設 の レ ベ ル の三 層椛成にする必要がある。

である 。

人 工 環 境 設計基準として、 1 ) 主 要 な 環 境 装 置 と し

て 、 循 環 湖 ・人 工 気 候 ( 冷 噴 水 ・問責紫気流等) ・環境プラ

ント ・人工太陽、 II ) 循 環 湖 水 は 平 均80万 州、 rn ) 環 境

プ ラ ン ト は 太 陽 電 池 、 ゴ ミ 焼 却 発mとする 。

環 境 プ ラ ン ト 以 外 は 主 な る 建 築 で は な く 、 設 備 的 な 方

面 か ら の チ ェ ックとなりパイピングする床の許容厚さを、

も た せ な け れ ば な ら な い 。 ま な タ ー ミ ナ ル 等 に で も 常 に

積 極 的 に 換 気 が 行 な え る 設 備 計 画 、 特 に 目 新 し い こ と は

昼般のないスペースでの不快環境の調主主に対して、周囲

の主主築i洋 の 制 成 、 材 料 も 考 え て 建 築 条 件 の 中 に 含 む。

こ こ ま で シ ン ボ ル ゾ ー ン 内 で の 建 築 条 件 恕 定 の 技 術 的

問 題 を 述 べ た 。 というのはシンボノレゾーンが「万国博と

は 何 か 」 か ら 未 来 都 市 像 の 提 案 を す る そ の コ ア で あ っ た

か ら で 、 未 来 の 建 築 を 指 向 す る 伐 を 総 出 す べ き ひ ろ ば だ

から。

今 回 の 万 悶 博 会 場a'li 姐主s築条件の恕定て' は、計画 1I可能

ー設 計 万 針 設 計 基f純一設 計 条 件 が一 般 の 設 計 計 画 の よ

うにダイレクトに結びつかないで、 ＧＱ ［ ｾＧ に不石棺定吾妻紫の中で

挫 築 条 件 を 設 定 し な け れ ば な ら な い と い う 、 特 異 な 諜 組

が あ っ た 。そ の 点 を 技 術 的 問 勉 と し て と り あ げ る こ と は

将 来 大 規 模 実 総 計 画 が よ り 多 く な さ れ る と い う 時 期 に 、

住 築 条 件 の よ り シ ス テ マ テ ッ ク な 想 定 計 画 方 法 を 課 題 と

す る こ と と な ろ う。



シンボル空間の模型

会主量土地利用比計画案

ゾ ー ン 名 敷地面積 百 分 比

シンボルゾ ン 3  3  . 0 ha 9 . 5 %  

一般展示ゾーン 1  1  3  .  0  3  2 . 6  

レクリェマションゾーン 3  2  . 0 9.  2  

従業只宿舎 9 . 5  2 .  7  

駐車ゾーン 6 0 . 5  1  7  .  4  

その他 9 9 目 5 2 8 . 6  

dロh、
計 3  4  7 . 5  1  0 0 . 0  

建築物の種類および規模

ゾ ー ン 名 建築物何種類 面 床 積 f紺 .Jj-

展示ゾーン 国際団体館 m'  

および外国政府館 170，000 70- 90館

日本国民間企業館 180，000 

参加企業約 2∞

30- 40館

外国民間企業館 115，000 約10館

協会直結テー? 館 40，800 

シンボルゾーン メインゲート 113，000 

但しひろば

55，OOOm' 含 む

お祭 q ひろば 135，600 

人工頭脳 122，000 

1!! しひろば

24，000 m' 含 む

各ゾーン サービス施設 69，600 

管理ゾーン 従業只宿舎 100，000 

その他 倉 庫 5，000 

供給処理施設 20，600 
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会 場 予 定 地 の 自 然 条 件 と 敷 地 造 成

地 形 と 土 地 利 用 の 現 況

名 神 高 速 道 路 を 大 阪 へ 向 っ て 走 る と 、 茨 木 イ ン タ ー チ

ェンチーから約 2 分 - 3  km附 近 、 左 側 に 小 学 校 の 巡 動 場 程

度 の 池 の あ る 場 所 に 至 る 。 右 側IJ は 竹 林 に お お わ れ た 、 ゆ

るやかな l主 陣 地 が 酋 の 箕l簡の山々まであt くかに見え、そ

の田舎めいた) ! I D . 趣が点在するコンクリートの近代建築と

対 照 す る 。 こ の 場 所 、 千 里 ニ ュ ー タ ウ ン に 西 を 按 し 、 名

神 高 速 道 路 と 東 西 を接する 330. 6  ha  (170万坪) の地が、

1970年 日 本 万 国 博 覧会 の 会 場 予 定地である 。

大 阪 初 心 よ り 約15向 、 伊 丹 飛 行 場 よ り 約10品、京都者11

心 よ り 約30師 、 神 戸 よ り 約35kmへ だ た る が 、 敷 地 中 心 よ

り 3 仇 以 内 を 国 道 171号 線 ( 巾 員 20冊) 、大阪府近、大阪

・高 槻 ・京 都 線 ( rl1只2 0 m) お よ び 阪 急 京 都 線 、 阪 急 千 星

山 線 、 国 鉄 東 海 道 線 が 通 る 。

大 阪 御 堂 筋 の 地 下 鉄 は 現 在 新 大 阪 駅 で ス ト ッ プ し て い

る が 、 こ れ が 将 来 、 敷 地 西 犠 の 千 里 ニ ュ ー タ ウ ン の 中 央

迄 延 長 さ れ る 点 、 阪 急 千 里 山 線 が 更 に 敷 地 へ 近 づ く 形 で

延 長 さ れ る 点 を 見 込 む と 、 大 阪 者11心 と は ま ず ま ず 直 結 し

ていると見てよい。

敷 地 面 秘 は 公 称330. 6  ha  ( 100万坪) 、 5000分 の 1 地 図 上

に お け る 測 定 で は 353. 1  ha ( 107万 坪) 、まず 100万 坪 の 敷

地 と 考 え られる。ブラッセノレの場合、敷地 面 積316. 8 ha 

( 60万坪) 、ニューヨーク、 260. 7 ha  ( 79万 坪 ) 、 モ ン ト

リオ ー ル 、316. 8 ha  ( 96万坪) 、等々の事例よりみて妥当

な商桜であろう。 330. 6  ha ( 100万坪) 、という「ひろさ」を
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千 里 会 場 周 辺 図

千 里 会 場

知る手持トりとして、務干の{ 列をあげると、次表の如きも

のがある。

施 設 名

東 京 多 摩 動 物 園

井/ 頭自然文化園

千里ニュータウン

枚 方 市 香 里 団 地

面 械

4  3  .  7  ha 

1  1  .  5  ha 

1  1  5  0  .  0  ha  

1  5  3  .  7  ha  

手近な例としては、 18ホ ー ル の ゴ ル フ 場 の 2 - 3 倍 程

度 と も 考 え ら れ る 。 い ず れ に し ろ 、 長 辺 ( 東 西 一 西 北 )

方 luJ kiワ2. 5仇 、 短 辺 ( 東 北 ー 西 南 ) 方 向 約 1 . 5仇 程 度 の

ｾｽｪＨｊ也て・ある。

地 形 は 、 敷 地 内 最 低 位 22 栴 ( 敷地 東 端) 、 最 高 位79 怖

( 敷地 北 西 端) で、 57 鴨菱 が あ る が 、 ま ず 大略 に み て 40

怖の差 を も っ ゆ る や か な 勾 配 の 丘 陵地 で あ る 。 敷 地 の 長

手 方 11'J に 四 つ め 谷 が 東 西 に 渡 り 、 南 北 方 向 の 波 型 の 地 形

で あ る が 、 こ の 谷 、 尾 恨 の 波 も 前 述 す る 如 く ゆ る や か な

ものであって、まずまずゴルフ場程度のものである。

南 北 の 波 型 は 大 き く み る と 、 西 が 高 〈 来 に 低 い 傾 斜 と

なっており、また別の見方をすれば、西の丘陵地、: r l ミの

平他地ともみることができる。

土 地 利 用 の 点 よ り 見 れ ば 、 丘 陵 の 谷 部 分 は 問 、 尾 様 音11

分 は 竹 林 を 中 心 と す る 低 い 樹 木 で お お わ れ て お り 、 宅 地

と し て は 、 敷地 西 南 部 、 吹 田 市 営 分 譲 住 宅 約80戸 が あ る

の み で あ る 。 す な わ ち 、 敷地 は 竹 林 、 そ の 聞 を 縫 う 回 よ

り 構 成 さ れ る 。 た だ し 、 古 く か ら 股 業 用 と し て 造 ら れ た

沼 池 が 多 〈 、 水 表 面 桜 0. 5 ha程 度 の も の 4 ヶ 所 を は じ め



地形図

- 竹 林

匡雪松 林

皿 圃 松 雑 木 浪 治 林

区 l l i J 雑 林

林相現況図

敷地内林相現況

金森林面積

竹 林

松 林

雑 木 林

松雑混交林

1  6  2  .  3  h.  

1  2  O.  8  h.  

2  5  .  0  ha 

8.  6  ha 

7.  9ha 

1 0 0 %  

7 4 . 4 %  

1 5 . 4 % 

5 . 3 %  

4 . 9 %  

地 自

図

畑

山 林

D; ¥野

池 沼

宅 地

墓 地

道

その他

計

敷地内土I

*  

数

1.  3  9  3  

4  0  3  

3 9 4  

5 7 4  

1. 0  6  8  

1.  1  8 6  

z  

9  

5 . 0 3 0  

地形パターン

事利用面積現況

面 UI 織 成 比 率

7  7  .  6  7  ha 3 6 . 6 %  

1 9 . 0 9  9 . 0  

2 2 . 2 4  1  O.  5  

2  9.  7  3  1  4 . 0  

1  5  .  1  4  7.  1  

4 8 . 2 4  2 2 . 8  

0 . 0 3  
。

0 . 0 1  
。

O.  1  5  
。

2 1 2 . 3 0  1  0  0 . 0  

( 公簿蘭般による )
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地 形等 高函 現 形 図

40 m レベル

と し て 、 大 小 600近 い 数 に の ぼ り 、 い り くん だ 谷 に 散 在

して敷地 の一 つ の 特 色 と な っている 。

林 相 に l剥しては、 l狗表の如 く 、 保 存 の 主要 な 対 象 と な

る 竹 林 が 金 森 面 積 の 約7 4 . 4 %を占めている 。

竹 林 は 世 界 で も 東 洋の み に み られ る 特 殊 景 観 と い え る

が 、特 に 、 当 地 区 の 竹中[ i はす べ て モ ウ ソ ウ チ ク で 占 め ら

れ、日本の} l 1 . 土的交観として会場の1r : l 止にただよわせる

ことができる，

気 象 に 関 し て は 、 会 期l中( 1970年 3 月 - 9  FJ ) 中 ば に

梅 雨 を は さ み 、会 場 お よ び 周 辺 に も み ら れ る 多 数 の 淵 池

も彬響してかなりの温度が予想 さ れる 。 また快 ＱＱＩ Ｇ Ｑ に Ａｬｾ ま

れ る こ と は一 年を通して、 50- 60 日程 度 で あ り 、 過 1 日

の ｾ Ｑ ｾ ｊ Ｑ きになることから、雨および、品仏 ｩ に対する対策も

当 然A 号えられねばならない 。 年間放多} ! f l l! i' J は北京で、 40

% 、 大 略 こ の 傾 向 で あ る 。
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4 5 mレベル

，、

敷 地 造 成

大 阪 平 野 の北線 に 接 す る 会 場 予 定地 は、 地 質的にみて

鮮 新r共秘世における大阪層群と 11乎ばれ、概して平行府で

あり、桃造物の地盤としてはかなり強い支持力をも って

いるが、敷地 内に 10 ヵ所程度の地上り! 習が凡 られ造成上

の注意を要する 。現 況 に お い て は ぽ全域 の6 5 %が 比 較 的

傾 斜のゆるやかな部分で、 T立ちに建築可能 な 部 分 を と っ

ても 50% 以下とみられる 。 したが って 現 状 の 保 存 に は 極

力留意しつつも 、なお相 当規模の進成を行なわないと 、用

地の磁保は困難であると A 号えられる 。

敷 地 造 成 工 '10 ; においては雨水の処理が最も軍事喜な i問題

であり、工事中のある時期には降雨 、 凍害等に非 ［［ ￎ ｾＮ に弱

い状態を免れなし、。したが って、春 か ら 変 ま で の 怖 雨 の

1時期を除いた JUl聞 に土工事の能率を上げる必主要がある。



そ の た め に は 工 期 そ の 他 の 尖 状 に 応 じ が 干 のml 分 に 分 け

て 造 成 地 工 が な さ れ る べ き で あ る 。 ま た 、 周 辺 緑 地 の 保

存 計 画 と あ わ せ て 、 標 高50 隅 以 土 の 部 分 は 税 状 の ま ま 践

すのが良いと思われる。主要な榊築物が忽! 定される膏11分

の 盛 土 は 5隅以内にとめ、. J ; I J l 議土量を均衝させることによっ

て、土砂の綴出入の必要をなくすよう- ' 5 - 1 ，' 置されねばなら

なし、。これらは当然、綿密なる工位計1)1可に基づいて、調

整され明らかにされてゆくべき性絡のものである。

保 存 樹 林

既 存 の 樹 林 地 を 出 来 る だ け 保 存 す る こ と は 計 阿 の 基 本

的 方 針 で な け れ ば な ら な い 。 敷 地 を 集 約 的 に 利 用 す る た

め、会場をとりめぐる外周昔11によE点 的 に 硲 保 し 、 会 場 景

観が会場外音11の維多な紫鋭から切り南陸されて、内宮11:!;t 観

の統一性を ＱｾＱ［ｏ ，Ｇ， ｊ するよう計 ｬ 萌する必基 ｬｪ があると巧えられ

る。とくに西側の千里ニュータウンとの川には、1 ' 11の lよ

い 竹 林 の べ J レトを保存し、この部分に「竹の| 羽」といっ

たものを: i i l i 統させることによって、保存竹林の活用を計

る こ と も で き る 。 し か し 建 設 省1立の 1:'5い突 1' 1工 'J}: ではと

く に 樹 木 が 痛 め つ け ら れ る 公 算 が 大 き い た め 、 厳 豆 に 敗

視 す る こ と も 必 袈 に な っ て く る 。 保 存 す る 樹 林 の な か で

は 、 と く に モ ウ ソ ウ 竹 林 の 梢 極 的 な 維 持 管 理 と 改 良 を 早

急 に 始 め る の が 、 ま ず き し 当 り 必 裂 で あ る と 巧 え ら れ る の

造 園 工 事

造 園 工 'J i - にとって最大の問題は、純物材料の; 併合対策

で あ り 、 と り わ け 大 樹 の 確 保 対 策 がj 良点となる。純物材

料 は 他 の 往 設 資 材 と ち が い 、 短 期 fill に大1 .1生産すること
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が 不 可 能 で あ る こ と か ら 、 大

き な 樹 木 は 現 存 し て い る も の

を探す以外は考えられない。

会 場 敷 地 の 植 物 必 要 量 の 予 測

に よ る と 、 大 樹 3. 000本 、 中

木1 . 500本 、 小 木 5，000本、

株 物220，000株、および芝生、

地 被 類 約19ヘクター J レが最低

限 度 の 必 要 最 と な る 。 こ れ ら

大 量 の 植 物 材 料 確 保 の た め に

は 、 万 国 博 関 連 事 業 に よ る 近

畿 圏 全 体 の 需 裂 の 増 大 を 十 分

考慮. して、早期の、しかも計

画 的 な 対 策 が 必 要 で あ る と 思

わ れ る 。 少 く と も 大 樹 は 万 国

博開催より 3 年 位 前 に 立 木 で

購 入 し て 、 直 ち に 保 護 管 理 を

委託しておくべきであろう。

施工上の大きな問題としては、

時 間 的 な 制 限 が き び し く な る

と 考 え ら れ る 。 す な わ ち 、 発

注 さ れ る 造 図 工 事 の 質 と iu:に

対 し て 与 え ら れ る 時 間 が 極 端

に短縮される点から、建築、

土 木 の 諸i工事と w按な| 刻述の

し た で 笑 行 さ れ て ゆ か な け れ

ば' ならない。

気 象

降 雨 は 土 地 造 成 工 事 に と っ

て 最 大 の 障 害 で あ る こ と は 先

に ふ れ た が 、 さ ら に 会 場 内 の

雨水処理が、下流低地の吉正水

に 大 き な 影 響 を お よ ぼ す も の

として、重要視されている。

つ ま り 会 場 予 定 地 が 丘 陵 地 で

あ り 、 人 工 的 に 開 発 さ れ る の

で 、 豪 雨 l時の 出 水 が 急 激 と な

る た め で あ る が 、 こ れ は 人itt

建 築 可 能 面 積

t却l を 設 け る こ と に よ っ て 、 流 出 i調繋ができ、解決される

問 題 で あ る 。 し か し な が ら 、 雨 水 は 通 常 人 聞 が 最 簡 単 に

利 用 で き る 形 で 最 初 に 供 給 さ れ る も の で あ る か ら 雨 水 を

水 源 と し て 補 足 す る こ と が ま ず 必 要 で あ る と 留 意 す る べ

きであろう 。 またｽＡｬ ｩｾ 、については、冷噴水による冷気同

誘君事のために、会場の主j孔を 利 用 で き 、 一 般 冷 却 用 水 の

冷却俗でも、自然対流は大きな安1J 来 が あ る か ら 積 極 的 に

利用すべきであろう 。
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土地造成計画図

「会場計画委員会第 2 次案J

。 10。

一

一般展示ゾーン想定図
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交 通 計 画 一 一 一 ア プ ロ ー チ の 検 討

也監 土J

_.l !J 

，'TrrL . i  1  

I  ｾ辛 ｬ l  
ｌ 企也専 」コ一九 三 塁ＡＡＧｾ ｟ｪ
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交通の基礎条件から計固め万長| ーを決め設計ーに至るフロ

セ ス は 会 場 構 成 全 体 を 決 め て ゆ く 際 に 、 そ の 機 能 的1'J' 俗

にl剣13ーする点、 IJ ( 的 決 定 が 、 比 較 的 明 快 で あ る こ と の た

め 、 そ れ 自 体 主 要 な 計 画 }J 法 と な り う る 。 ま た 7J 同 怖 が

大 Ll の 観 主 主 を 会 場 内 で う ま く 流 動 さ せ る と こ ろ に 成 立 す

る性格のものであるから、 ｊ ｊｉ， ［ＨｉＧ ＮｊｪＭぇｾＡｾる場内交通機ｼ則の

性能という点から明快な会土 Ｎｃｪｾｉ ｙｪ 成， マターンが 作られねば

計 画 エ レ メ ン トの ダイ ヤ グ ラ ム

ならないで与あろう。

ここて. Ｉ，ｾ礎条件として判明していることは、現イ Ｑ Ｚ の 道

路、鉄道の現況、 J在牛; 推計作業による入場有数、そのう

ち門励' 1 ' - による米場数およびその 'F_ 純 別 、 ま た 間 接 的 条 件

と し て は 周 辺 各 市 町 の も つ 道 路 訂 問 、 喜lf: ef!. などである。

会 場 へ ア フ ロ ー チ す る 場 合 の 可 能 性 と し て は 、 鉄 道 の

場合、大阪から千里住宅問地まで米ている阪急，' o [ L $ J ，を、

1  9 7 0 年 に は 桂 設 さ れ て い る と し 寸 敷 地 問 端 か ら がJ 1

ＵｬｭｾＱ 込む ｽｊ 法、同じ千里住宅問 ｉ 也へ延長するという大

阪 地 下 鉄 l 号 線 を 約 7 1..，n延 長 迂 凶 さ せ て 会 場 へ 結 ぶ こ と

阪急京高11線 茨 木 駅 か ら 約 4 J. ' m延 長 、 史 に 岡 鉄 、 延 民 、 あ

るいはまったく新らしい大阪外環状線をモノレーノレて¥

ill 設 し て ζ れ を 会 場 を 泌 す 突 な ど が 考 え ら れ る が 、 こ う
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「一一一一ーー一・E ー

総 入 渇 者 数

自動車入場台数 ( 休日平均)

種 官l 入場台数 最大時間当り

ム口
合/ 時

自 家 用 車 3 7 ，4 8 0  9 ，4  0 0  

1'1 切 パ ス 1  ， 1  6  0  2  9 3  

タ ク シ ー 4 ，4  0  0  1 ，1  0  0  

乗 合 パ ス 1 ，2  4  0  3 3 0  

メ日入
計 4 4 ，2 8 0  1 1 ，7 2 3  

い っ た 敷 地 外 の 条 件 の う ち 会 場 を 計 画 す る と い う 立 場 で

計 画 条 件 と し う る の は 、 ま ず 阪 急 延 長 案 ー 西 方 (. 'j よ り 高

架 で ア プ ロ ー チ す る の が 妥 当 と い う こ と に な る 。

道 路 条 件 と し て は 、 主 た る ア プ ロ ー チ と し て 、 北 の 西

国街道、南の名仲間述、 l符 道 大 阪 ・ 高 槻 線 、 * の 中 央 環

状 、 西 の 御 堂 筋 線 が 考 え ら れ る が 、 西 国 街 道 は 東 西 へ 分

れ て ア プ ロ 一 千 す る 以 外 な く 、 府 道 大 阪 . i ui { 税総は王J l . iE

既にパンク、; f ，布l' は 1 9 7 0 年 に お い て 一 杯 と な る 予 iJl 'J

があるので、高速幹線道鈴、主要幹線道路に対する主l ! ; 設

の 期 待 は 別 と し て 、 中 央 環 状 、 中 国 縦 貨 の 東 西 ア プ ロ ー

チ が メ イ ン で あ る と 考 え ざ る を え な い 。 サ プ の ア プ ロ ー

3 明 。0

( 0 )  

dp  

チ 道 路 と し て は 敷 地 を 南 北 に 椴 断 す る 方 jI>j て ¥ 北 の 西 国

街 道 西 の l次回をつなぐような路線が地成道路として司令盟

さ れ て い る 。 も う 一 つ の 条 件 は 問 土 枠 制i 的なt I i 2  .r，神 的

問 i車 道 が ど こ を 通 る か と い う 諜 題 が あ る 。

こ う い っ た 前 提 と な る 条 件 は あ る が 、 そ の rl' か ら 決 め

ね ば な ら ぬ の は 、 イ ン タ ー チ ェ ン ジ の 榊 造 、 会 場 入 口 ゲ

ー ト 部 分 の 椛i丘 、 場 内 外 の 動 似 シ ス テ ム 、 サ ー ビ ス 道 路

システム、パーキングの ｾ ｩ 師、場内交通 システムなどであ

り そ れ ら は こ の 位 皮 の 条 件 か ら 決 っ て 来 る も の で は な い 。

そ れ を 決 定 す る 条 件 は 何 か 、 と い う と こ ろ に 、 次 に あ げ

る 例 々 の IHI 凶がよl- 体 的 な か た ち で 存 在 す る と い え よ う 。

こ の 汁 阿 プ ロ セ ス の 技 術 的 問 題 は 、 再 び 務 理 す る な ら ば

次 の よ う な 点 の 検 討 で あ る と い え る 。

1  ) 周 辺 道路 、 鉄 道 の 輸 送 谷 地 と 今 後 の 建 設.11刊司、

II ) 推 計 さ れ る 自 動 ι_1'- ｊｴｬｾ 別来場台数、 ｉｬｬ Ｉ鉄 ｩ￻ 他殺の

可 能 性 と 適 切 な ル - ｾ，＠ N ) 日i車 道 路 か ら 会 場 へ 直 結

するインターチェンヂ、 v ) バ ー キ ン グ の f立i E と級以、

羽 Ｉゲートのｻ立世と規校とメカニズム、 ｖｬｬ Ｉ場内 ｾｬ 通

機 ｩ 比Ａの純ｾＨと ｊ レート ・ パターン、 ｖｬｬｬ Ｉ砂行ルートとそ

のパターン。

入 場 者 推 JIーから次のことが明らかである 。 時 覧 会11寺の

1  9 7 0 年 に は 名 神 向i生は谷 i止 オ ー バ ー と な り 、 新 た に

図 -1-，怜線的向速道路 の建設が必要となること、またJ l 初、

交通 量 推 計 休 日 ・ 鉄 道 に よ る 入 場 者 数 人/ 日 自 動 車 入 場 台 数 台/ 日 ( カッ コ 内ノ〈ス台数)
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ピ ー ク 時 に お け る 入 場 車 誘 導 処 理 パ タ ー ン

F  T  

“  

Ci O 

T  - 350 

条件 1 . 名神、京都 }J 耐よリの B は全部茨木イン 7 ー

よりおろして西入口より入れる.

2 .  I l11線 1200f; /  H 円谷1;1 として故前流入時に

丙 II!II 620;守

入場不能lli を出す

東側 520;';

ら 2 4  0  0  0 台、j J qから 1 8 0 0 0 台 / 自 の 入 場 台 数 を

〆 《 ー キ ン グ へ 持 〈 ア プ ロ ー チ 道 路 は 明 快 な シ ョ ー ト カ ッ

ト す る 形 で な け れ ば な ら な い し 、 周 辺 駅 か ら の 路 線 パ ス

を強化して、システマティックな輸送体系を務制i 1 すること

が 必 望 書 と な っ て く る 。 こ の た め に 、 茨 木 駅 か ら 小 野 原 へ

抜 け る ル ー ト 、 下 型 山 か ら 万 仰 敷 地 雨11111 に 至 る 周 辺 道 路

は税制ii き れ な け れ ば な ら な い 。 ま た 、 大 量 輸 送 機 関 と し

て の 鉄 道 は 敷 地 中 央 ま で 乗 り 入 れ す る こ と が 望 ま し い 。

場 内 交 通

330万 m' ( 1∞ 万 坪 ) と い う 広 さ 、 百 数 十 個 の パ ピ リ オ ン

をすべて凡て歩くと、 16 日かかる計算になる。このため、

r J . l . せ場」としてのいくつかの ，mrl' 点 、 広 場 等 を 緋 成 す

る こ と が 必 裂 と な る 。 こ う し た い く つ か の 結 節 点 を つ な

い で ゆ く ハ イ ス ピ ー ド の 交 通 機 関 お よ び 極 地 的 に 凡 せ 場

となる土砂J苛の 中 で人のJ l i i J き を 終J' llす る 大 品 、 継 続 、 低 ス

ピ ー ド の 交 iiJi機l見! の 2 純 を う ま く 配mm日比することが、

場内交i i J i のOf ! l } l f な決め手である。

またやE々 様 々 の 形 態 を 持 っ た 遊

覧 機 関 の 将 入 に よ っ て 、 人 々 の

遊 覧 } j 式 を 位 か に パ ラ エ ー テ ィ

の あ る 動 的 な も の と す る こ と が

できょう。

JJ!..f' Eの 1111Ili  11¥1 1mの 1 つ と し て

I1I ldi l人H<: ; 瓜機|刻をI ' I ! l iIJ'1工である

と'，ImりυJ る か ど う か と い う こ と

は 大 き な 課 題 で あ る 。 こ の 万 悶

博 覧 会 で は い く つ か の 新 し い 交
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。/ J ー l y - 50 1

: 1130  

T  1 7 ン ー

J  ; 主総パス

B  団体パス

p  j I f i 過

ロ パ ー キ ン グ

通 機 関 の 実 験 が 試 み ら れ る 必 要 が あ り 、 た と え ば 、 ス カ

イ レ ー ル 、 ソ フ ァ ベ ア 、 オ ー ト オ ー ト の 笑 験 と い っ た こ

と が 、 さ し あ た り の 課 題 と な ろ う 。

場内交通性能比較

車定偏当H。平輸送均量 平均時速 最大時速 登板J瓦 ma空貨

52- 89 131.骨51聞5圃) 11. 8 K  40K 14'  

モノレー- / レ 140人

ω，0ω 人Ib

60K 8O- 120K 3  - 7'  10l.章tl<m

(  6・2分}

地 下 鉄 120 

25，0伺人Ib

38. 3K 60K 6'  241.草刈明
(8暢制措}

制i倍加砂川 136 

16，3ω 人

44. 3K 75K 2'  3  Is tl<m 
(6幡3分)

小 型 也 事 10 
82，O0 OO-

，000 

10K 6'  6千万h

ロー予? ェイ 6  360人/h 7.2 K  13K 30・ I 億tl<m

エレベーター 15 430人/h 7. 2K 15K 

動 〈 歩 道 1 人幅 5，000人/ h 1 ι K  3. 2K 15'  30万/ m

椅チ付 m 2 人 3，000 6 K  12K 30'  3  f.草tl<m

エスカいーター

幅 80 5，000 
30・ 30万/ m

編 120 8，000 

1. 8 K  

ソ7 ア《ごアー 5  

r  



5 )  Ｗｯ Ｇｾￅ 率は中国縦 ｮ と結びついて終りかどうか。

中 国 縦n 道 路

既 存 条 件 1 )  1次回市起点とする。

2  ) 中 mに沿う。

3  Ｉ万 博会 ＱｾＱ までに宝塚ま勺完成。

1  ) 会1111中 有料かどうか。

2  ) 中 mと結ぶという ことはどうか。

|剖縫いせ、

名 神 ・ 中 国 縦 貫 ・ 中 央 環 状 聞 の 接 続

次 の A 、 B 2  ｾ綻はインターチェンジがダイレク トに万

国 博 会 場 に 結 び っ く と い う 入 口 的 姿 卦 さ が あ る と い う こ と

と 、 イ ン タ ー チ ェ ン ジ そ の も の が 未 来 都 市 の シ ン ボ リ ツ

ク な 榊 成 袈 設 で あ る と し 寸 理 由 に よ っ て 、 イ ン タ ー チ ェ

ン ジ と 会 場 ゲ ー ト を 一 体 化 し よ う と す る 試 み で あ る 。

ゲ ー ト に つ い て

一 時 間当り 10万 人 の 人 附1が 入 場 す る ゲ ー ト の 取 り 万 と

しては、 1 ヶ 所 集 中 型 と 分 散 型 が あ る 。 n 問問は者[1市 の

未 来 像 で な け れ ば な ら な い と い う 考 え 方 か ら 、 ゲ ー | の

システムは、大 ｾｴｆ 集流を悶装置化された方法で誘将でき

る も の と し て 4・ え る 。 ま た こ の ゲ ー ト は 、 中 央 環 状 と い

う大都市地域幹線により、 2 分 さ れ る 会 場 を 結 ぶ ジ ョ イ

ン ト と し て も 、 ま た 、 会 場 内 外 の 空間 的 ジ ョ イ ン ト と し

て 、 克 に 周 辺 地 域 交 通 か ら 会 場 敷 地 内 交 通 へ の 来 換 え

点 と し て 、 そ れ 肉 体 が す で に 高 度 に 機 械 化 し た 未 来 都 市

のモデルとなるまで意図されねばならなし、。 3 }刊 の レ ベ

ルの ＧＱＱ 一人そして場内輸送機関の立体的桝成は、首 ｾ ｊ 線の

交 叉 を 避 け 、 来 降 分 離 の 原 員11 を 確 保 し 、 各 何l交通機関車11

のステーションが立体的に分離しながらも1 f ( 照 的 な 集 中

古ぜ百T古E となろう。

強 矧 E足 明 行 動 方 式

通 過 交 通 点 中央環状線を通過する車

貧 客 iji 外図的資答等 →GE-→PE一心E→

?  ? シ ー

→G- +  

→GE→ 

，、t

ス 路 線 パ ス 鉄 軌 道 駅 の と 迎 絡 →G- +  

専用パス 団体パス等 →ひ ｾｐ ｷＭ → ｇ

自 家 用 車

→PE→ 

→GE-→.PE一心E

パーキング
PE-ー心E→.PE

i ! I ! 紛パス
P約『ひ→PW

サ ー ビ ス III

協 会 各 パ ピ リ オ ン 食堂事

→管理ゾーン→

へのサービス車

回 避 電 気 パ ス 乗合パス ｇ ＮＮＭ￸ 陸 軍ゾー ｾ ｷ

遊 覧 車 未来の実験車等のレンタヵー G..- 展示f ー汗<Gw

自動 車の種 類 と 行 動 方 式

イ ン タ ー チ ェ ン ジ の 設 計 条 件

中 央 環 状 道 路

既 存 条 件 1  ) 会l Vl 中 、 会 場 内 ーー方 IIoJ日泌 2 単 線 級 述 2

.!j 1総

2 )  1'，布11よ り 南 部 分 問 迷 2 111似 級 述 3 111似

3  ) 敷地 縦n ということ 。

ｦ 間延 ｩｬｾ

GE  * ゲート GW 酋ゲート

P W 西パーキング

「

注)

日

日

日

グ
ρ  

グ
パ ρ

c:::>V- ・ー・ 往路

コロロt > 鵬

60パース/ <ス

に斗

A

U

n

u

n

u

n

u

n

u

 

1  Ｉ高速部分有料とするか、会 ｊｾ ｉ 中有料とする

台、 S

2 )  111 只は 2 .!j 1線 で 良 い か。

3  ) 高速と緩速はレベノレ差か立体化 か ( 綬迷

部 分 U タ ー ン の 可 能 性 と し て )

4  ) 日迷宮11分が会期J : I-' :_U来 る か ど うか。

]  E  
3 ホーム鉄道

i -

- J 畢1ニニス〉

一ｴＭ ｩｾｉＭ ｉＭｉ ＮＮＲ

100チケット

ブース

平

山

広場
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インターチェンジのノ 〈リェーション

京 都

T  1  

東大阪

$ : z =  有料道路

西 宮 牛二コ 阿4道路

t  1  
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A  

/; 

B  

パスステーション

「会場計画委員会第 2 次案J
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自動車線の計画

「会場計画委員会第 2 次 案J による

，

 、

-

s
a

，

、

』
，
、

，

 

，

 

，

 

4

 、

「会場計画委員会第 2 次案」による

( 人・物) 動線の検討
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⑪ 

。」 旦 200 3∞ 4 30 m 

、

.  緑 地

.  広場

. 池



土 地 利 用 面 積 シンボル空間構成施設の種類お よび規模

ゾ ー ン 名 施 E生 名 " 地面積 百分比 悩 J 守 y ンポル笠1¥11 地 設 名 胤 t英 {柑 :Jj 

シンボルゾーン 必祭。 υ ろば 11. 0  
メインゲ ト コンコース必よ u' ひろば 70，000m'  うらコンコース 15，000m'

メインゲート 7. 0 

人工碩脳管理施政 6. 0 

路線パスおよび

20. 000m'  

タタ y ーターミナル

動水面 9. 0 

鉄道駅 18，000 m'  

計 33.0  9.5  

- M: ! 展示ゾーン A 地区 ，<ピ 'J オン 事 9.0  $ 法商処理を昔 U

サプひろば 2.0  

綜合駅合 5，000m'  

J 十 113，0∞m'  

お祭' ) V; ' ぱ 観覧席および繍 tl 場 60，OOOm'  うち観覧席 30，000m'

綜 1H見材、飢 15 ，000m'  

路 地 権 1. 01 
合L車場 30，0∞m'  

遊歩道 1. 0  
劇場 10，OOOm冨

池 3.0  同際見術館 10，0∞m雀

その他 1. 0  科学払術館 10，0∞m'  

小 計 7. 0 4.9 ｾｲ＠ 135，000 m'  

B 地区 ，<ピ 'J オン 19. 0 * 法面処理を含む
人 工 頭 脳 情報紘 20，000m'  

サプひろば 3. 0 

コンビューター ・センター

織 地 * 3.5  

サテライト・スタジオ

遊歩道 4. 5 

政送 J，，)

池 3.0  

その他 1. 5  

小 計 34 .5  10. 0 

通W: J

無人榔1曜日

浮遊過保

管理センター 15，000m'  

C 地区
，< ピリオン 20. 0 * 法菌処理む含む l  

本部ピル

サプひろば 3. 5 
協会 '11務局

I i k 地* 6.0  報道

遊歩道 4.0  商政室

池 1. 0  銀 行

そ町他 0. 5 
日本政府館 27. 000m'  

小 計 35. 0 10. 0 
地 li l ' l 治体および公共団体節 36，OOOm'  

D地区
，< ビリオン 8. 0 

“十
98. 000m'  

サプひろば 1. 5  

人 工 環 境 循環湖 80万m'

緑 地 3.5  

遊歩道 1. 0  

地 0. 5 

その他 1. 0  

冷噴水 4，0 ωm"/hr  巾200m /.'li70 m 5  'c 

床 20，000m'  

環境プラント

政紫気流

10，000-

30 ， OOOm'/hr  

'1、 計 15. 5 4. 5 
11r 子氷柱

E 地区 ，<ピ 'J オン 5.0  

サプひろば 0. 5 

人工太陥

タセノ J ラ〆プ

9，000KVA 

緑 地 3. 0 

遊歩道 0. 5 

池

「会場計画委員会第 2 次案J による

そ町他 2.0  

小 計 11 .0 3.2  

J十 113. 0 32. 6 

レ 7 'J ェーション 干供向国

ゾーン 世界的ふるさと

竹町凶

農業公削

J十

従業只宿舎 9. 5 

9. 5 2. 7 

駐車ゾーン 東地区 駐車場 38. 5 

西地区 駐車場 22. 0 

Jr 60. 5 17. 4 

その他 幹線道路 64 .0  l良市ゾーン町

環境プラント 2. 0 交通ひろばを古む

変 電 所 4.0  

保税制・11 3. 0 

u地僻・保存緑地帯 23. 5 

般地内でインタ チ

3.0  

ェンジ町内める部分

計 99.5 28.6  

計 347. 5 100.0  
」 ー

敷地面捕の単位へクタール
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会 場 跡 地 の 計 画

会 場 跡 地 の 立 地 条 件

万 国 博 は 1 9 7 0 年 3 月に始まり 9 月 に 終 る 。 会 期 6

ヶ月のために関連事業も含めてとはし、え、 7 0 0 0  憶 の

お金が注ぎこまれることになると、 6 ヶ 月 が 終 っ た あ と を

ど う す る の か と い う こ と が 当 然 問 題 に な っ て く る 。 地 域

計 画 、 都 市 計 画 の 立 場 か ら す れ ば 、 万 国 博 と は 、 い わ ば

大 規 模 建 設 の テ コ で あ り 、 む し ろ 計 画 と し て も 跡 地 の 利

用 方 法 の 方 が 重 要 と さ え 考 え ら れ よ う 。

1 日 の 最 大 の 入 場 者 が 4 - 5 0 万 と み こ ま れ る 万 国 博

覧 会 の 会 場 跡 で あ る か ら 、 無 論 、 鉄 道 ・道 路 な ど が 跡 地

に 対 し て 箆 備 さ れ た 状 態 で 残 る と 考 え て き し っ か え な い

訳 で あ る が 、 ま た 一 方、5 j 1 j の観点からみても極めて恵ま

れ た 立 地 条 件 を も っ と い え る の で あ る 。

現 在 の 都 市 の 問 題 と い わ れ て い る 交 通 ・7 ) < . 住宅・公

動多

東京

東京

R ;I 

ふ

ん

i

v

h
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害 な ど の 多 く は 、 そ の 原 因 を 都 市 と い っ た 範 聞 で な く 、

も っ と 広 〈 地 域 、 あ る い は 国 土 と い っ た と こ ろ に 見 な け

れ ば な ら ぬ 場 合 が 多 い 。 無 論 、 都 市 段 階 で 打 た れ ね ば な

ら ぬ 対 策 が 、 現 在 十 分 に 進 め ら れ ぬ ま ま に 問 題 が 起 っ て

き て い る こ と は 云 う ま で も な い が 、 そ れ 以 上 に 、 今 後 の

問 題 解 決 に あ た っ て は 国 土 計 画 と い っ た 観 点 が 、 重 要 な

決め手となると考えられる。

国 土 と の 関 述 で 都 市 地 域 を 構 成 し て ゆ く 立 場 か ら み る

場 合 、 今 日 の 都 市 が 都 市 計 画 に よ っ て 改 造 さ れ ね ば な ら

な い 方 向 は 必 ら ず し も 現 在 と ら れ て い る 都 市 計 画 の パ タ

ー ン と 一 致 し な い 。 万 国 博 跡 地 計 厨 の 計 画 条 件 は 大 阪 地

方 全 域 の 都 市 計 画 原 則 で あ る 大 阪 地 方 計 画 に よ っ て 規 制

さ れ る 点 が 最 も 大 き く な か で も 、 地 方 計 画 の 一 つ の 重 点

で あ る 中 央 環 状 線 沿 線 の 副j 者IY心 と 考 え る 立 場 が 強 い と い

える。 会場は現在でも名神高速道路、 国 道 1 7 1 号 線

国鉄、阪急、新幹線が集まって通る、いわば、国土の幹線

に接し」おり、更に今後、中国縦J : t 道路、山陽新幹線、

そ の 他 2 - 3 の 新 らしい道路の建設も予定されている。

ま ず 会 場 跡 地 の 立 地 条 件 と し て は 、 こ の 国 土 幹 線 地 帯 に

接 し て い る 点 が も っ と も 重 要 で あ り 、 大 阪 と 云 う 現 在 人

口 6 0 0 万 の 大 都 市 は 国 土 全 域 に 対 し て 万 国 博 会 場 の 地

:. (  

1'1 

L  

1fu1 
E司直25号

ヨ松原阜大海線

木

、・')

ぅ仏 大 阪 千早線

。E

i.，IJ.. ::;. .  .. .. . -五753堺河内長野線

ｾＮ＠

国道路号 I .  .. .... 八 人μ ・

大阪県1冒適線 一J ・. r . _ ・・¥，〆 聞自既成伺市地帯

川 銭備l同克地帯

1 百制地保全地帯

. 章務施泊センタ一段 V 副知4 ・

4‘ 拙図的工章l間克地区

O 大地悦住宅l制完幌悩地区

大 阪 地 方 計 画 '64一 大 阪 府 口 瞳図的島知間尭地区



近畿圏の将来梅想 西山研究室案

点、でガッチリと結びつかねばな

ら な い 。 そ れ は 国 鉄 新 幹 線 大 阪

駅を通って大阪を南北に1 ' t < 御

堂 筋 と な ら ん で 、 大 阪 の 者11市 榊

造 の 新 ら し い 産 業 幹 線 と な る 中

央 環 状 道 路 の 国 土 へ の 玄 関 で あ

り 大 阪 の 手 と な る 部 分 と 理 解 さ

れねばなるまい。

つま り跡地利用とし て往設さ

れ る 地 設 は 、科 学 技 術 の め ざ ま

しい進歩を、 |白い秩序を乱すこ

と な く 、 グ ル ー ピ ン グ さ れ ね ば

ならぬ性格のもの 、 ｾに大阪に

と ど ま ら ず 全 国 的 に み て 今 後 の

国 土 発 展 の な か で 必 要 と な る 全

国 民 の た め の も の 、 フィジカノレ

に は 東 海 道 ベ ル ト と い っ た 都 市

地 域 の 骨 格 を 形 成 す る よ う な も

のでありたい。

こうした新らしい都市、者Inli

地 域 、 国 土の 秩 序 . Wt逃 を 形 成

す る た め の 施 設 併 を フ ァ ン ク シ

ョナル ・コネクターと l呼ぶならば、

会 場 の 敷 地 は こ の フ ァ ン 7 ショ

ナノレ・コネクターの立地す べ

条 件 を 備 え て い る と い え よ う 。

跡 地 計 画 の 条 件

者11市 の フ ァ ン ク シ ョ ナ ル ・コ

ネクターとしての立地条例ニのな

かで、百十回 さ れ る も の は 、 現 在

い く つ か の 型 で 考 え ら れ よ う 。

た と え ば 流 通 セ ン タ 一 、 学 図 書11

市 、 情 報 セ ン タ ー ・ 。
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2 核 構 造 の 国 土 像

都市デザインのモデル
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それ らはすべて 、 都市 を 新 ら し い 秩 序 に 再構 成 す る よ

う、 ま た 国 民 が 、 会 図 的 なスケーノレで移動 しつつ生活し

うる条件 を 管 長 と し て よ り 高 度 の 国 民 施 設 を 造 り 出 そう

と す る も の と 考 え て よ い 。 だ が し か し 多 く の 国 土 像 の 提

案にもみられるように、国土がはっきりと空 間的 ｾ ｬ Ｇ 格を持

つ 必 然 性 が あ る 発 展 方 向 に あ る な か で 、 更 に 重 姿 な こ と

は 、 国 際的 に み て も + 分比 肩 し 得 る よ う な 文化 の発展、

産業の発展を 促 す会図 的 で 且 つ基本 的 な 組 織 ・ ｾ ｉｻ ｟｜Ｍｊ とし

て の 施 設 を 新 た に っ く り 出 す こ と で あ る 。

そ う し た 性格 の 縞 訟 は 現 夜 多 く の 社 会 的 要 筒 の な か で 、

いくつか考えられるのだが、 者 ＱＱ 市の ｾｈ ｮ 的新秩序の創造

の 役 を 負 う フ ァ ン ク y ョナル ・コ ネ ク タ ー と し て の 立 地

条例ニを考えると、情報科学者 Ｑ Ｑ 市といった性格の ｾ ｲ Ｚｊｪ が、

必裂であろう。

そ れ は 情 報 そ の も の を 得 る と い う こ と が 極 め て 重 要 な

意 味 を も っ 現 代 の 社 会 に お い て 情 報 を 一 指 し て 収 集 ・伝

達 し 、 同 時 に 文 化 向 上 に 必 要 な 情 報 交 換 が ス ム ー ズ に 行

なわれるような施設は ｾ ｉ ｈｊ 的に制極的に集めて新らしい

都 市 を 作 り 出 そ う と 云 う も の で 、 い わ ば 科 学 情 報 コ ン ビ

ナ ー ト と で も い え よ う 。

跡 地 を い か に 合 理!的 に 利 用 す る か と 云 う こ と と あ わ せ

て 、 従 来WIJ を み な い こ う し た 新 ら し い コ ネ ク タ 一 、 情 報

者11市 と い っ た も の を い か な る 方 法 で 緋 成 す れ ば よ い か と

い う こ と が 、 こ の 計 阿 で の 談 犯 と な る 。

自ii 1 に 地J或計画 ・都市計画を巧一える場合の課題として、

よ り ハ イ オ ー ダ ー の 条件 、 匡l土庁1-画 を 見 通 す こ と が 、 交

通 、 通 信 の 発 展 、 産 業 の 大mt共令化 型 化 のなかで、 惜1組

となる。

将 来 の 国 土像 は 、 そ の ア プ ロ ー チ の 立 場 に よ って 色々

な 形 が 梢 け よ う が 、 同 民 生 活 の 110JJ 二、国土の保全という

立 場 か ら 将 来 の 方 I" J が 決 め ら れ ね ば な ら な い こ と は い う

ま で も な い 。 そ の 具 体 例 と し て は 国 土 を _:_ } f 1 に犯鍛し東

西 に 2 分 し た 精 進 を も っ 、 我 身 の研 究室 で 分析 し た 国 土

• f象がある 。 こ の 計 画 に あ って 巧 え ら れ た こ と は 、 税 存 の

者11 rli は 国 土 幹 線 に 対 し て ク ラ ス タ ー 状 に 結 ば れ 幹 線 そ の

もの が 新 ら し い 都 市 と な る と |百111寺に、既存者11市 は そ の 性

格 を 悶 民の ひ ろ ば と し て よ り明石( f . なも の に 変 革 し て ゆ か

ね ば な ら ぬ ど い う こ と で あ っ た。 す な わ ち 、 こ の よ う な

国 土 幹 線 の 予 測 の も と に 都 市 を 蒋 編 成 す る と す れ ぽ 、 何

を ど の よ う に 新 ら し く 怨 設 す れ ば よ い の か 、 ま た 国 土 幹

線 と の 結 び つ き は 技 術 的 に い か に Ji" ffl i J されねばならない

か、と云うのが第 Ｑ の ｾｧｪ 紹といえる 。

m2 に 国 民 的 ひ ろ ば と し て の 者11市 を 村t成 し て ゆ く た め

に行ISdi 内 既 存の ど ん な 地元主併を分離すればよいか、国民

生 前 の 発 展 と し 、 う 立 場 か ら ど ん な 施 設 鮮 が 新 ら し く 建 設

さ れ ね ば な ら な い か 、 こ の 点 に |見l し て は 、 単 に 当 市 す る

断 片 的 な 問 題 処 思! と い う 立 場 か ら で は な く 、 文 化 の l向上、

文 明 の 11日発 と い っ た 向 い 次 元 の 観点 が 必 姿 で あ る 。

日 本 の 文 化 は 外 国 文 化 の 移 入 に 基 礎 を お き 現 在 新 ら し い



.  

科 学 技 術 で 世 界 に オ リ ジ ナ リ テ ィ を 誇 る も の は 極 め て 少

な い 。 今 後 、 日本の事長題 と し て 、 科 学 技 術 ・文 化 、 全 面

に お い て よ 乃 基 礎 的 開 発 の 姿 勢 が と ら れ ね ば な る ま い 。

こ の 立 場 か ら 関 連 す る 産 業 、研 究 の 各 分 野 は 結 合 し て 情

報 交 換 を は か り 大 き な コ ン ビ ナ ー ト と な る 必 要 が あ ろ う 。

tri3 に 、 そ う し た ハ イ オ ー ダ ー の 立 場 に よ る 建 設 を い

か に し て 実 現 す る か と い う 、 い わ ば 政 策 上 の 問 題 と し て

の 建 設 の シ ス テ ム が 大 き な 問 題 と し て あ る 。

もう 4 つ 、 こ の よ う な 新 ら し い 大 規 模 な 建 設 を 行 な う

場合の主主築設計上の需品樹 が あ る 。 従 来 建 物 は 原則 的 には

ｾ｢ｬ 々独立の形態であり、土地との関係も Ｑ 対 Ｑ で対応す

る 。 が 、 し か し 今 後 の 建 設 は こ う し た 建 物 の 基 本 慨 念 を

変 更 す る と き に 初 め て 可 能 と な る 。 立 体化 、 共 同 化 ・人

の 環 境 、 そ れ ら の も つ 諜 誕 百 は 大 き い が 、 ま ず 実 験

と し て こ の 跡 地 の 建 設 に お い て 具 体 化 さ れ ね ば な る ま い 。

跡 地 利 用 の 計 画

一 一 情 報 科 学 都 市 の 提 案

構 成

跡 地 の 「 利 用 」 と し て 考 え る な ら ば 、ま ず こ の 計 画 に

は 、 多 く の 要 紫 を 記 憶 . し 、 多 く の タ イ プ の 分 析 ・プ ロ グ

ラ ム を な し 得 る m子 頭 脳 の 利 用 が 考 え ら れ ね ば な ら な い 。

大 学 、 研 究 所 が 阪 に 会JII I後 に 建 設 さ れ る と 決 っ て い る と

いう条件もあって、王見: ( : E のところ情報科学者[1市 を 榊 成 す

る聖書訟は次の如きものである。

・ ライプラリ一地区一一綜合自動図 ｾｊ 館、各種明 ＢＱ 図

n自官

・ サ ー ビ ス セ ン タ 一 地 区一一一医療情 報 、 気 象 . :t也民 情

報、交通情報、科学技術情報、/ 良作物価格および作付

情報、プレスサ ー ビ ス 、住 宅 ・宅 地 約報、等サ ー ビ ス

センタ一。

- 研 究 所 地 区一 一情 報 科 学研 究 所 、地 域 計 画研 究所、

・大 学 地 区 一 一

・- g' 公庁一 般業務地区一一一企業情報包・型昔[1局 、 企 業 統

計 処 理 部 局 、 官 公 庁 統 計 処 型 苦11局、 e  t  c  

こ れ ら の 地 設 は 、 全 図 的 に 情 報 の 交 換 が 合 理E的 生 産 、 経

済 の 安 定 、 生 前 に お け る 行 動 決 定 等 の た め に 、 綜 合 的 情

報 の 分 析 が 必 裂 で あ る と 同 時 に 、 そ れ ら す べ て の 情 報 が

1 ヶ 所 に 集 め ら れ 旬 日1さ れ 交 換 さ れ る こ と に よ っ て 、 更

に 新 ら し い 科 学 、 学問 、 文化 の 発 展 を 促 が す こ と と な ろ

う 。 す な わ ち 大 別 す る と 情 報 科 学 者11市とは彪大な情報、

資 料 を 集 収 し た う え 竹 型 す る ラ イ ブ ラ リ 一 部 門 、 こ の 集

まった↑ n報 を 国 民一 般 に 対 し て 、 l在 按 提 供 す る サ ー ビ ス

持II I"J 、 相 互 に 最 新 の 情 報 を 交 換 し つ つ 新 ら し い 科 学 の 開

発 を 行 な う 研 究 所 部 門 、 そ の 別 形 態 と し て の 大 学 部 門 、

企 業 部 門 、 よ り 椛 成 さ れ 、 常 に 必 婆 な 最 新 の 情 報 を 得 る

こ と 、 与 え る こ と に よ っ て 、 全 国 土 に サ ー ビ ス し 都 市 の

コ ネ ク タ ー と な る も の で あ る 。

会場跡地の土地利用面積の想定

地 区 名 施 設 名 I 地面積 備 ;Ij 

業務情報地区 官庁関連施政 コンビューターセン

民間本社機能営施訟業
42. 5 

タ一等を含む

情報サービス施設

研究学園 地区 各種専門研究所 64. 5 情報科学研究所、 地

域計画研究所、経済

機構研究所哨， ｾ ｬｏ ｨ 臨

大 学 71. 0  大阪大学、その他

国際研究施設

文化公園 51. 5  美術館、科学技術館

おまつ り広場、水面等

i ! ' l i 密居住地区 高官E居住装置 35. 0  実験住宅

そ の 他 中央環状路線 83. 0 

地区内幹線

緑 地 等

計 画 基 準

現 存 す る 例 々 パ ラ パ ラ の 施 設 の も つ 条 件 を 体 系 だ て 整

理し、華: / f たにコンビナートとしてのメカニズムをつくら

ね ば な ら な い 。 従 来 計 画 さ れ 、 あ る 経1度 現 笑 の 建 設 がi1主

ん だ も の と し て は 、 学 図 書1S t 杯、官公庁情報サービスセン

タ 一 等 が あ る が 、 ほ と ん ど 必 準 と し て 明 確 な も の は な い 。

と は い え 、 明 ら か に 一 つ の 計 画 条 件 と し て 検 討 さ れ ね ば

な ら な い 点 は 、 愁 物 の 容 量 、 内 容 、 そ の 系 統 が 、 将 来 あ

る 固 定 し た 形 態 に 止 ま る の で は な く 、 極 め て ダ イ ナ ミ y

ク に 、 時 と 社 会 の 変 化 と 共 に 変 化 す る で あ ろ う と い う こ

と で あ る 。 し た が っ て 、 固 定 的 な 、 形 態 で は な く 一 つ の

シ ス テ ム 、 あ る い は 、 原 則j を明石在に導入することによっ

て 、 こ の 変 化 、 発 展 に 対 応 す る と 同 時 に 、 新 ら し い 人 工

情 報( サービス ) センター計画試案

施 股 局 r4 m

2

f.人
品品

俄 %J  

行政綜合情報サービスセンター 200 30 0.6  パンフレット配布等 |

法 律 .  
50  30 0. 15 法律相験所含む

糾学数育
， 

l∞ 50  0. 5  

図 型事
.  

80 50 0. 4  全国蔵書情報

医 療
， 

l∞ 20 0. 2  血液在庫、叢剤等

食 f量 .  50 20 0 .1 

貿 易
.  

50  20 
。l

交 通 .  
200 20 0 .4  都市内交通状態把楼

海 運 .  
20 20 0. 04 

地震気象 .  160 20 0. 2 干報サービス

防 災
.  50 20 0. 1  

也被管理

"  
20 20 0.04 

国鉄案内 .  
20 30 0.06 新聞、報迎瑚係町連絡

プレス業 .  
100 30 0. 3 

住宅・宅地 .  
100 20 0. 2  電話加入等

電話電報 .  
20 30 0. 06 

プ レ イ ガ イ ド 20 20 0 .04 

保健衛生情報センタ ー 30 30 0 .09 衛生試験所も含む

農 キ本
， 

30 20 0 .06 

資 材 .  50 30  0.15  

中小企業

"  
100 50 0.50 

商 業

"  
50 50 0.25 

生庫管理 .  100 30  0. 30 

金 融
， 

100  20 0. 20 

デ ザ イ ン セ ン タ ー 100 30 0. 30 

J  1  S  .  30 20 0. 06 

観 光 案 内 所
l∞ 30 0. 30 

都市供給擁般センター 50 30 0.J 5 

計 2(，人O2)0  

(ha5 )  

5. 5 
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研究学園都市面積構成

庫 揖 安 全 開

175( 人 )

6 ( ha)  

l 抗令室盟l l U 時 間

通童1草 t詔IhFa}治1 J省30EM 建量宣 i 凶 柿 同土木研 ，国i 土37地1理{人院

l叫幾関
571A)  :  2471A)  I  

3. 716  (人)

“  1 5則 人) 93杓叫 201h，

214 (ha)  

日幾関 2.厚34生3(人省) 66 (ha川団450主1斡i '38 童ha)  

防災センタ ;共雨前l扇ぬ(人ii):;￥キ銅ソ日

128(( 人ha))1 1 2 4 1  -8181A  

33 (ha): 37 (ha) : 引h

農 林 省 国 場

車粒子互研畠 2宣切(人}

屋盟盈

日本語教育センター

- - - ー- ーー- ーーー・ー- ーーーーーーーーーー -、

366(ha)  120(人)
3.5叫 (戸l

農 林 セ ン ヲ ー 科学1骨拘臨 2141人} 83Ih' )  

3. 291 (人)
132Ih' )  

165 (ha) 

回1縦十2数2理研i-AHTE29t(9h人1a4)) 1l  l  

国立大 私立大 中心市街地

3 .698( 11. 550)  (人 2.140 (21. 400)  (人) 55. 000 (人)

246 (ha)  300 (ha)  307 (ha)  

計 113. 439 (人) 2 .219 (ha) 
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の 環 境 、 都 市 空 間 を 、 人 間 的 な も

の と し て 定 沼 さ せ て ゆ く よ う な 具

体 的 空 間 構 成 の 方 法 が 必 要 で あ る 。

古 来 、 人聞 の 生 活 の 最 も 基 礎 的

基 準 で あ っ た 大 地 は 、 都 市 と 云 う

極めて人工的な、彪大な意宏、のm

械 の か げ に ま さ に 埋 れ よ う と し て

い る の で あ る が 、 こ れ を 建 物 の 配

置 、 同 さ に よ っ て あ く ま で 関 放 し

よ う と す る こ と は 人 聞 が 都 市 を 構

成しよう と す る あ く な き 集 中の 意

図 に 反 し 、 無 意 味 な 方 策 と い え よ

うが、 こ れ に 代 っ て 人 聞 の 生 活 の

恭 準 と な る 新 た な 大 地 、 人 工 の 土

地 が 必 要 と な る 。 そ れ は 〈 パ ブ リ

ック ・レベル〉と呼ばれる さを中に

設 定 さ れ た あ る 日 さ ご と の 而 を 示

し、いかなる建物が建設されよう

と こ の 高 さ の 薗 は パ プ 1) ' y ク な 大

地 と な る 。 そ う い っ た 原 則 が 必 婆

で? あると考える。

ま た 、 集 積 し 立 体 化 す る 都 市 の

商省、空間を本当の意味で立体とす

る た め に は 、 横 方 向 ば か り で な く

垂 直 方 向 に 通 る 道 路 、 維 で も 通 る

こ と の で き る 道 路 が 必 要 で あ る 。

こ れ を く レ ベ ル ・ タ ワ ー 〉 と 11乎

ぶならば、パブリックレベルと、

レ ベ ル タ ワ ー は 都 市 建 築 群 桃 成 の

もっとも、基本的な原則! といえよ

う 。 そ し て ま た 変 化 に 対 応 す る シ

ス テ ム と は 極 め て 固 定 的 な 人 聞 の

主空間と ｾｩ￬ｾＮ に変化を受けいれる従

空間の結合であって、 〈オープン

フロア) ( 人工緑空間 〉 と い っ た

概 念 と な ら ん で 、 こ の 計 画 を 構 成

する原則となろう。

いずれにせよ跡地の建設はまず、

建 設 の 目 標 、 条 件 が 明 確 に さ れ た

うえで独自の積極的原則のもとに、

単 に 跡 地 の 便 宜 的 利 用 で な く 行 な

わ れ ね ば な ら な い と 考 え る 。

跡 地 周 辺 想 定 計 画

日 • ':J' 

o  50 ¥( ) ) n 

--一一ーー

( ha)  
(ha)  

幹線道路 64. 0 

環境プラント 2. 0 

そ の 他 99. 5 変電所 4. 0 

保税倉庫 3. 0  

緑 地 23. 5  

シンボル 人工頭脳管理箱設 6. 0  ｾＮ ・

ゾーン 33. 0 動水面 9. 0  

お祭りひろば ¥1. 0  

一一一般展示ゾーン 113. 0

レク J ェ 世界のふるさと 3. 5 

ーショ2 ン 32. 0 竹の図 4. 0 

ゾーン 農業公園 9. 0 

従業員宿舎

E  

_. 

4・

側情磁サービスセ ンター

ロ高密住宅地区

・: 車涌センター

研究施股抱区

隷重量

ー 鹿 股住宅地区

@  Z 向 山 地 区

録勉

A  甫街地

E  温工・抽巨

ー 幹 縄 道 路

ー 道 路

最適

/  

( ha)  

チ

ン

一

路

ラ

タ

道

プ

所

ン

線

境

電

イ

幹

環

変

F
亡

駐 車 「東駐車場

60.5 --1 

ゾーン し西駐車場

64. 5 各種専門研究所

35. 0  高密居住

71. 0  大 学

52. 0 文化公園

44. 5 撲務情報

38. 5  

22. 0  

跡 地 へ 再 編 成 跡 地 で の 用 途
会場での用途

一一ー+ そのま〉用途変えず

ー ・ + 用途変更及改造

一 一 + 新 fこに建設

( 会 場 ー 跡1也) 、 施 設 関 連 表
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万国博には

ミユーザック' を!

世界で最も親しまれ、唯一の機能的環境音楽として権威をも ったく ミユーザ

ツク 〉は、世界各国力、ら 訪れる観客には、この上ない歓迎の意味となり 、無

意識のうちに相互の親愛感を深めることカずできます 。

N. Y tl .' l では写真のように魅惑(1せな芥 囲気をもった G Mの会場 をはじめ 、 多数の超一流 企

業の会場でくミユーザック〉をご利用いただきました 。

世界20力国で最大の シェアをもち、アメリ力市場の80% はく ミユーザ ック 〉

が占めています 。

そ して 日本での実績や効果は ?

それには大日本l J l ，' 汁1I q  j の ｊ［ｾｪ 党首来 」 に、 ｊｦｴｬ とか ら 以術まで、 H 環境背犯のすべて H

が1M，1在され て い ます。

e 目ミューン・リフシス子ム
ｾｩｉーＭ •• 
東京本社・ ＪｾＡ行 ｬ ￭ 下代 ｌｈ 区 有栄町 Ｏ 毎日新 ｲｭ 新館 Ｕ 階 Ｏ｀ｘ ＲＱＲ Ｉ Ｑ ＳＴ Ｑ Ｍ Ｒ
大阪本社・ 大阪市北l天堂. 1: 古浜通 / 新大ビル 2 階/ @< 363 )  1821- 4  



- こ れ は コ ン ク リー 卜に才Ti るんだ日寺

の 〈ラ イ オ ナ イ 卜 〉 の 状 態 で す 。

88 

ラ イ オ ン ・マ ー ク の 大阪 セ メ ントカ、ら、パラスに

カ、わる新骨材 〈ラ イ オ ナ イ ト〉 発売. / 軽 くて、

強 く、 q浸 水 性が 少 な い の で 、高 層 ビ ル の 建築 に 最

適 。 さ ら に 、完 成 後 は 熱 伝 導 率が 大幅 に 低 下 す る

の で 、 室 内 は い つ も 快 適 な 温 度が 保 て ま す 。セメ

ン卜 の 技 術 を 生 カ、して造 っ た 、 人 工 パ ラ ス 〈ライ

オ ナ イ ト〉。 大 阪 セ メ ン卜 の 生 コ ン と 、 せ.ひ、 ご

い っ し ょ に お 使 い 下 さ い 。

窃大EEP15
ト



イレ ブンピ ｊ レ ＨＮＱ 立 Ｎｈ ・ ｾＩＺｉ［Ｇｾ ［丸山祭， Ｑ Ａｩ ，!I" 'J>務 所)

G コ ラ ム な ら

こ ん な 芸 当 も

可 能 で す

目抜きの土地を最高限に利用する・・ ・

京 郎 ・河 原 町 に 誕 生 し た 「イ レ ブン」

ピ ル は 、 そ の 名 の 通 り 11 階 建 を 、 わ

ず か 4 木 の G コ ラ ム で 支 え て い ま す 。

〈制 く> <強 い > G コ ラ ム を 、 万 博 の

プ ラ ン に 、 ぜ ひ ご 考 聴 く だ さ い 。

主 な 納 入 実 績

近鉄トラ y ク ・ヲーミナル

福岡交通セン合ービル

岐 阜 県 庁 舎

東洋陶器 (株) 茅ケ崎工場

名鉄 パ ス ヲ ー ミ ナル

長 栂 ビ ル

神 田 東 海 ビ ル

ホテルエコーオオサカ

東京コルト自動車ビル

尼 崎 中 央 卸 売 市 場

大阪地下鉄3 号線ホ ーム支柱

新 大 阪 駅 支 柱

東京地下鉄5号線ホーム支柱

東京赤坂見付高速道路支柱

(株) 大 阪 建 築 事 務 所

日 建 設 計 工 務 (株)

日 建 設 計 工 務 (株)

ー 菱 地 所 (株)

日 建 設 計 工 務 (株)

住 友 建 設 (株)

日 建 設 計 工 務 (株)

(繰) 田中・ 小西建築事務所

上 回 設 計 (株)

日 建 設 計 工 務 (徐)

大 阪 市 交 通 局

日 本 固 有 鉄 道

帝 都 高 速 度 交 通 営 団

首 都 高 速 道 路 公 団

ｇ ＮＺｉｾ音 ｌ

i国 つ く J….
@ 叉 保 田 銭 王 且

宜
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る破をクワ

S

一の

W

一
方

制

一

え

C

一
考

テン トは、 これまで「一 時 的 な も の 、 間 に 合

わせ的なもの、 小 規模なもの」と 一般に考え

られ て き ま し た が 、 太 陽工 業 は こ の 考 え 方 の

ワクを破りました 。

私 達 は 、キャ ンパスの適 切 大 胆 な 活 用 に よ っ

て、 博 覧会場、 野外演劇場、アイス ・ホッケ

一場などの建 築 物 を、経 済 的 に 、 し か も 美 し

い デ ザ イ ンで建設するこ とができます 。

資料の IMJ 要求を rlまれば直に 1iI' !J 届け致します 。下記東京の

( 社長室) 宛御通知下さい

，、 太 陽 工 業 株 式 会 社
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東 京 拘151-1 黒 区 |て目 黒 7 - 1001 T  E  L  - *京 (711) 2111 ( 代)

大阪市大正区泉尾竹之IUJ 1  - 36 T  E  L  大 阪 (551)6161(代)

名古屋市外 凶 枇 杷 品 川 泉 IUT78 T  E  L 名 古 屋 (531 )2541(代 )

伺 岡 山 張 所 屯 (75) 3604.  7902 / 仙台，c I J ， 張 所 可 (25) 4095 



1851年 ロンドン万国1尊覧会
1904年 セント・ルイス万国情覧会

1853年 ニューヨーク万国博覧会
1915年 パナマ・パシフィック万国博覧会

1855年 パ リ 万 国 博 覧 会
1926年 フ ィラデルフ ィア万国博覧会

1862年 ロンドン万国博覧会
1933年 シカゴ万国博覧会

1867年 パ リ 万 国 博 覧 会 ＱＹＳＵｾ 手 ブラッセル万国博覧会

1873年 オーストリア・ウィーン万国博覧会
1937年 'パリ万国1尊覧会

1876年 フィラデルフィア万国博覧会
1939年 ニューヨーク万国1尊覧会

1878年 パ リ 万 国 情 覧 会
1939年 サンフラシシスコ万国博覧会

1885年 アントワープ万国博覧会
1940年 日本万国博覧会( 中止)

1889年 パ リ 万 国 博 覧 会
1942年 ローマ万国博覧会

ＱＸＹＳｾ 手 シカゴ・コロンピア万国博覧会 ＱＹＵＸｾ 手 プラッセル万国博覧会

1894年 アントワープ万国博覧会 ＱＹＶＷｾ 手 カナダ・モントリオール万国情覧会( 予定)

1900年 パリ万国博覧会
1.970年 〆日本万国博覧会( 予定)

"建築と社会. の印刷を担当する

日本万国博に期待する

⑧ 研 文 社
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⑬ ;支 j召 組
日本万国↑ 専に期待する
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日本万国博に期待する

@  大 林 組
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@  奥 ホナ 組
日本万国博に期待する
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日本万国↑ 専に期待する

鹿 島 建 設
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• 

⑩ 鴻 池組
日本万国博に期待する

96 



日本万国博に期待する

⑧ 清 水 建 設
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• 

。銭 古

同

H

H

 

O

河
日本万国博 に期待する
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• 

日本万国博に期待する

③ 竹 中 工 務 庖
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'  

(。
一w

戸 田 建 設
日本万国博に期待する
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‘  

日本万国博に期待する

@ 西 松 建 設
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万国待アルバム

1937年 パ リ 万 国 樽

( テーマ 「近代生活における芸術と技術J }

'‘ 

。日

1

4

;

 

ロ

「

』 組
日本方図↑ 専に期待する

102 
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‘  

日本万国博に期待する

1939年 ニューヨーク万国情覧会

( ジョージ・ワシントン初代大統領選挙 150年記念)

( テーマ 「明日の世界を建殺する J )

万国1・アルバム

@ 藤 木 工 務 底

103 



万国樽アルバム

• 
1939年 サンフランシスコ万国博

( ゴールデンゲイト完成記念)

( テーマ 「デモクラシーの栄光J )

未来をひら く

争 藤 回 組
日本万国博に期待する

104 



万国博アルバム

.  プリタニカ館

)958年 ブラッセル万国博

( テーマ 「科学文明とヒュ ーマニズム J )

日本万国憶に期待す る

。松 村 組

105 
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万国1・アルバム

工 事 場 所

設 計 ・監 理

施 工

建 物 槻 要

敷 地 面 積

建 築 延 面 積

工 期

L ot  No. 3100 I1e  Ve r te，Mont r eal ，Canada 

芦 原 義 信 建 築 鮫 計 研 究 所

大 成 建 設 株 式 会 社

J ani n Const ruc ti on  L t d. .  Canada 

P. S コ ン ク リ - ｾ ， 鉄骨鉄筋コ ン クリート造

展 示 棟 2 階 建 1練

レ ス ト ラ ン 棟 平 家 建 1 棟

58， 650 f t' ( 5， 448 m') 

27，OO7f ♂ ( 2，509m') 

昭 和41年 2 月 1 日~昭和42年 4 月28日



'  

a  

方園博アルバム

カナダ・モントリオール万国博覧会日本館

T H E  ' - ' APANESE PAVI L I ON F OR  T H E  1 9 6 7  

WO R L D  EXHI BI TI ON I N MONT R E A L  

日本万国1専に期待する

⑤ 大 成 建 設

1，07 



朝 日 放 送 本 社

特殊小口平

製造有国タイル株式会社

施工藤本タイル株式会社

P R 町 ペ ー ジ



朝 日 放 送 本 社

天 井 岩 綿不燃吸音板

三星ロ ックスター使用 ( 事務棟全館)

寸法 303mm X  606mm 

田 島 応 用 化 工 株 式 会 社

大 阪/ 大 阪 市 西 区 京E丁堀 1 の74 電 話 ( 441) 5951代

P R 何 ペ ー ジ 109 



朝 日 放 送 本 社

造図工事

練 式 会 社 三 芳 園

家 具

株 式 会 社 高 島 屋

110 P  R 何 ペ ー ジ
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え軸明

若 い 会 員 の 集 い 引

1 紙上ダイジエスト

人 " と
、匂容か

お幣ミ子
g  

m 

第 10 回「アンコ ール・ワットの内部空間と外部空間」

11 11今 111:{有 1401V- 9  )J 29 n 会 以 11 ; . : 必築協会民会主

ゲ ス ト 坂倉僧こi1築研究所大| 坂文j灯火; 所長 西 沢 文 隆

「若い会員の3斜、」の今回は . 丙沢文隆氏をゲストと たしだいであるの

してお迎えした。氏は . 現在関 II _[ . j にあって . 以も活発に アンコー ｊ レ ・ ワットの空間性については，外日 ｾ ＱＵ ＱＺ聞の

仕事をしておられる is築家の・人であると同時に. i コ クイナミックな美くしさと. X l ! 砂J と燃の問に構成される

ート ・ ハクス論」以米 Ｎ ￭Ｑ 築の内部空間と，外 ｬｩｬＵｾ 聞に 機内部空白j ともいうべき空! 日jや，回廊と，塔との関_ i 1 ! で

ついて，特IC両者の相 .!i 関係について. ユニークな I論文 組み立てられている l付郎空間が，笑κ ，ヒュー 7 ンなス

を発返しておられる。今白は，氏がl長近アンコーノレ ・ワ ケー J レを. l J l ; J¥>:として ，造られている乙と，だからこそ

y トヘ旅行されたさいのスライドを ，ナ1・見しつつ「アン あの外観のダイナミックな空間jが，よりいっそうひきた

コール ・ワットの内部空間と，外部空間についてJ とい って見える乙となどについて，実例そ上げつつ，説明が

うテー 7 で，いろいろとお話しをうかがう乙とにした。 お乙なわれた。在、速にとって，やや，a ZS外だったのはー

.("j はさておき，アンコール ・ワットのxi 築併が，私述 見戦艦の司令絡を思わせるような，アンコ ールの建築 trf

l乙，かたりかけてくるのは，第ーに，あの凝結されたょ に， 314は， 、| 乙耐的な空間の広がりのある乙と，テラス

うな，強烈なエネルギーである。同じ石造でも，乙乙に Ｈ｢ｾ 段Ｉ . 各凶の池といったものが，乙のili 築併の 11
1で，

はピラミッドや ＮＢＧＢヤの科 Ｑ 殿 ｉｃＮ 見られるような安定Ａｾ ，1 } : 裂なファクターとな っている乙とだった。怠外さのせ

はない伶それは ，今にもくずれてきそう な， トy プ ・へ いでか， 後半必しは ， もっぱら乙の点に，災 11
1され.

ピィの .il'i J彰である。そうして，そのm止には，マノレロオ 7 ヤの神殿や. 11 1¥認の宮殿，や1
1殿にみられる必段との比

の i .:fi.EJ の|且界があ る、にもかかわらず .i l l 築史が位、 申文，きらには， ウッツオン氏のシドニーのオペラハクス

たちに教えてくれるのは ，たいくつで . 1!!t 味乾総な，行 を始めとする 一. _ i 1 ! のプラットフォームのxi 築や，アメリ

の様式についてでしかありえなし、。氏のお訊は Ｎ 往き ｾｴ カで，アーバン ・リハビリテーションの 環として，チ

きとしていた。そ乙には，アンコールを巡ったl I !j 代の人 エーズ ・マンハックン ・ノミンクや ，シークラム ・ビj レ土日

々の生活があった。そうして，アンコー J レを. :IlIl. 51l なit 々で. 総極的 lζ 取り入れられている1 & 段( プラツッア)

物としてではなく ，当時の都市のインフラ ・ストラクチ なと Ｎ 現 ￥ の ｩ￟ 築のブ ｾ Ｎ ｴＱｾ への影響とい っ たｉＡ ｈｉ ｃ，基段を

ュアーの一環として私達にかたりかけられた。 めぐって . .Wi しは，次々に戚IJI .j していった今

空から眺めたカンポジヤの ，山や河のスライドや，ア あえて ，アンコー J レ・ワットとはいわない内ポロフド

ンコール ・ワット，アンコーノレ ・トムの凶版のスライド ールでもよい ，ζ れら jjl の京商アジアの悠築併は，払

などもまじえて 1∞枚以上のスライドで，ていねいに j主IC， ) J 強く . Mかを ，かたりかけている。そうして私

語しを進められたが. 1-11ば頃から ，司会白がひそかに JVI 述も，そ乙から健夫にMかを! 必じ l収っているのだが，い

待していたように，質問が，説明のl山こだんだんとふえ まのと ζ ろ，乙の方 Ilti(ζ 対する私i主の知識は，まったく

できて，いかf C 1. ) フリー ・卜ーキングらしい会の進行ーに 貧しいかさりであり ，ばらばらである。既せいの ρ35を

なった。おかげで，スライドが終る頃には . 話題は，ア 伐っていえば .I
J4r下位築: ととは，巡ったなl床で，私達は，

ンコーノレの，建築群を造った社会的な，民族的な工不ノレ もう少し東洋地築火を大切にしなければいけないのでは

ギーの問題，つまり ，アンコール ・ワットの建築以前の なかろうか。

間組についてと，アンコール ・ワットの空間性について

とのふたつに民約された。 以後 iζ i '(υ! とい っても ，民族 fl'J なパイタリティ です

liiJ ｴｩ については，紙 ｉ ｬｊ ｩ の都ｻｾ I二. ζ 乙で，その ，ll ・細に ね。本当 IC ，デテイ J レ等は，ふっとんでしまうという J

ふれる乙とはできないが ， 何し ろ ￆＧ ｩ い ｸ￮ 築家のＮＡｉ ｾいの ζ 史がぴったり ですね。乙れにくらべると ，ゴシ y クなん

ととて，迷論，珍説統山で. 非常に愉快な. ディスカッ かはひょろひょろですし ， ロマンも/ ト つノJ 強さにかけ

ションが ｪ 民 ｉｊｉｾ されたつあまり Ｎｩｬｩ 築々々といわずに，れ ますね。」といわれた氏の古来で，ζ のノレポ J レタージュ

い会員の集いなどでは，もう少し乙の極のティ ーチ ・ィ の締めくくりとさせていただきたい。

ンが，活発にお乙なわれでもよいのではないか，とJAっ ( 文貢 太田隆信)
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本むの技術の頁は ， rプラスチッタを主とした床材J (11 本i l ! 築協会l . l l 材蚕員会但当) を収録する予定でしたが，肌合で米月 号

IC聞す己と IC しましたので，本勺1;1: ，今までの技術のnの総 目録を示 して，皆さま の多考 IC供する E とにしました。

覧 表
(II{州 138年 1月号- 41年 7 )J 号・)

者

物を吊り仁げる機Mi

Jl1i，匂庖ill 築について

設備機械室の! ぷさ ICついて

「くい」について

事務所j ] 築における空調設備の方式
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日 本 建 築 協 会 月 間 の 動 き (6 月分)

議事

通 常 総
. 6.  

τ"" 

28臼 3 1時半- 41時半於会f l "ri W会主

出席者 束畑，塚本正副会長ほか11名

(1)  昭和40年度事業報告承認の件

(2) 附和40年度収支決算承認の件

(3) IIH和41年度収支予算承認の1 ' 1

定 時 評 議 員 会

28日 31時- 3 1時半於会館集会宅

/ 1 ¥席者評議員森川副議長ほか 8 名

委任状64名 計 73名

理 事 東 畑，塚本正副会長ほか 2 JI IF j1 

議白 ｉｾ (1) 1171和40年度事業報告承認の1 ' 1 '

(2) IITl羽140年度収支決' r r . 7J ! : 認の1' 1・

13) 内事 1 ;名補選の件

|  評議員憩談会 ( 技 術 部 門) I  

21 日 51時半- 7 1時於会館集会室

出席者森川評議員会副議長ほか 5 評議員

技術j ¥fl門選/ 1. ¥理事 l 名( 補選) 候補者推せんK 関して

懇談

理

9 日

事
. 6.  

コズ

411寺- 611寺半於会館集会室

/1¥席 者 京 畑. l' ま尾正京IJ 会長ほか9 E 同区 M t
l
託事

議事 (1) 定時評議凸会開催の件

(2) 通常総会開催のイ11:

(3) 理出 l 名選任の{ ' I : (*lIl i翠)

(4) 1昭和40年度事業報告承認の件

(5) 第 3 回よ ろづ相談住宅展開俄の宇|

(6) 創立50周年記念事業特別委員会設慌の件

(7) 事務局職員上WI 賞与支給の fil 喝

ＨＸＩ 図ｾｽ ｽ編 集 助手 採用のｻｉｉＺ

(9) 後援名義使用承認の件

(10) 市大 IC保管中の協会所有図書の件

( 1 1 ) 会勢委員会設置の件

(12) 入会金免除の件

(13) 入退会者承認のf ! i :

(14) 報告事項

主計理事会

9 日 6時半- 7 時 於 会 館 集 会 室

ＯＱ｜ 席者 ・ ｭｾ ｉｊＮ 伴 ， 問中Ｈ政Ｉ主計理事

白rc務局職日上期日与査定

編 集 委 員 会 |

青年建築家特集選衡委員会

第 2回作品作風小委員会

1 日 5 時一 10時 於 会 館 集 会 室

/ 1 ¥席者長谷川委只長. m巾主査ほか 5 1';

l  すいせんされた 14告の訂作建築家の資料原稿を倹

2・I し. 掲 .1主方法を決めた。 ( 7 月号の第 13回青年

建築家特集に収録)

2.  7 月号 ・8 刀りの作品作風について協議した。

表紙デザイン小委員会

3 日 正午- 211年 於 会 館 集 会 室

/1¥席 者 好 川 1. 深谷，官= 谷ほか 2 名

6 刀号および今後の表紙のデザインについて協議し

f 乙s

第 3回作品作風小委員会

6 日 正午- 211与 於 会 館 集 会 室

/ 1 . ¥席者田中主査ほか 7 名

7 月号の作品作風のレイアクトおよび 8 月号の作品選

定 。

「現代の作風J 特集幹事会

8 日 31時一 711与 於会館会議室

出席者 長谷川委員長. ｾｋ［沢幹事ほか Ｕ 名

現代の作風特集企阿( テーマ執唱者選定) について

協議

委 員 会

10日 411与一 7 時 半 於 会 館 集 会 室

/1¥席者 長 谷 川 委 口長ほか 7 名

レ タ装化粧材ぞラヌ年ユ〆

.建造物の外壁画にゲ陶綜の壁紙ゼラクロヌ

.建造物の内外部川陶器の塗料- eラ: J . . - ト

山本窯業化工株式会社 担 i部課ji 己;;; ::: 引;;:;
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新鉄骨構造計算と実例編集委員会

3 日 5 1時半- 8 /1寺30分 於 会 館 集 会 室

/ 1 ¥席者鷲尾委員長，木 111 ・'@; )II 幹事，ほか 7 委員

.  r玄1m名を『鉄骨のデザイン一実例と考え方 JI ζ 改 称

.  /J J版経 'l:!( ・工程など務議

新鉄骨精造計算と実例原稿調整会

10日 正午- 5/1年30分

於会館w会 室 ・竹rr工務何本社

IL ¥席者木m・7f!: 川幹事，治林 ・倉石委員

オ守林 ・倉石委員作成原稿の調秘

基礎工法と実例編集委員会

22日 6 /1寺一 11時 於会館集会室

出席者 山正j 委員長，ほか 6 委員

(1) 原稿検討作業要項の検討

(2) 谷口氏執筆原稿の検討

(3) その他

構造部会

23日 5 /1年半- 8 / 1 寺於会館会議室

/ 1 ' ，席者石崎郎会長ほか 6 委員

(1)  特殊構造笑例集の企闘は再検討

(2) 建築選舎の企画検討

(3) 新しい構造関係図書の企画検討

新鉄骨構造計算と実例特別資料打合会

23日 3 /1与一 5 /1与 於はま忠

111M': 者 鷲尾委員長，木同 ・常川幹事. 鉄構会社

8 委員

特別資料原稿検討

設備原論部会

24日 5 1時半- 8/1年 於会館集会室

出席者 旧中委員長，清水部会長代理ほか2委員代理

(1) 建築選書の企画検討

(2)  建物と設備の保全改訂企画検討

経過報告

第 13回青年建築家特集，造園特集，地下工法

特集

青年建築家特集選衡委員会 ・作品作風小委員

会の報告

広告改善の件

日本万国時会場計画特集の件

( 乙れを 8 月号にとりあげる)

5  現代の作風特集の幹事会案審議

6. 50周年記念号( 昭和42年 3 月号) の件

7  その他 ( ニュース欄， 合本ファイノレ)

万博会場計画特集幹事会

13日 4 1時一 8/ f 寺於会館集会宅

山席者 上同 特 別幹事ほか Ｒ ｾ

急拠 8 月号にとりあける乙とになった「万開会場計阿J

特集の内零について協議したの

レタ リング小委員会

16日 正午- 21時 於 会 館 会 議 室

出 席 者 松m委員ほか 3 名

レタ リングのとりあげ方について協議

最近の地下工法座談会

17日 2時一 5/ 1 寺於会館集会室

11¥J)j¥汚 丹 羽 氏 ほ か 6 名

司 会 上 問 委 員 ，安井委員

10月号の「地下て法特集J 弓ー用の企阿のひとつとして，

新進施 工技術者によるメンバーで. 最近の地下工法の

苦心談，改良すべき目標，現場ーから設計への注文 ，20 

年後の夢などについ て語ってもら った。

第 4 回作品作風小委員会

21 日 正午- 21時 於 会 館 会 議 宅

IBW; お ｉｮ ｲ ｬｬ 主査ほか Ｖ ｾ

レイアクトについて協議

2. 

3  

4  

議事

d 企恥

=  

各種説明会打合会

2 日 正午- 2 / 1年於会合i ' i W‘ 会室

/111 0 ¥¥必勝沢副委員長，総村幹事ほか 4 委員

(1)  雄投資材データシート検討

(2) 第 1 回- :;:ri 3 図説明会企画検討

各種説明会分科会

7 日 正午- 2 /1'，' 1' 於会flfiW会吉区

11 ' ，席石総村幹事ほか 3 委員

.  I防水工法と実例」を第 2 同に引続きゴi ? : 同iおよび

員委業事
4

冨

意匠計画部会

2 日 Ｕ ＯＱ年 一 Ｘ ＯＱ 年於会 ｦｲｩＺｾ 会宅

/11附.r， 長沢部会長ほか 4 委員

議事 (1)  建築選詰，の企画検討

(2) 新しい関告企繭検百戸

新鉄骨精進計算と実例原稿調整会

3 日 正午- 5 1時 於 会 館 集 会 室

出席者木 ｭ ・ 宮 川 幹事 ， 森田ｾ員

木悶 ・常川幹事. 森田委員作成原稿の調11在

員委版出

計
-
ェ

設

作

施

.製.
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);j' i 3 回説明会テ ー'7 i新しい外装材と工法」の企画に

ついて協議

建設資料データシート打会会

11 日 正午- 3時 於会館集会室 ・新工務所

/L¥f o ' i ' ; 消藤沢副委員長，松村幹事

企間内容と乙んどの進め方を協議した後増井事業委員

長 lζ 企画内容の報告をした

委 員 会

14日 5 時一 811!i 於太閤闘

11¥席宥 W:;J I ・問木 ・政問 . i l'fOl .藤沢 ・尾i U正直IJ委

員長金子 ・絵村・星野・村島幹事ほか 12委員

議事 (1)  互の会員懇親会の企聞について

(2)  ( 仮称) 建設資材データシ ート の編集企画 lζ

ついて

(3) 各極説明会の企画について

(4)  .{'f い会員の集いの企画κ ついて

(5)  7 月- 9 刀の事業企画について

(6)  その他

講演映画小委員会

15日 正午- 211!i 於会館集会室

/1¥席者 村尚幹事ほか 4 委員

・1112定法規の研究と討論会の企両内容を討議

見学会小委員会

16日 511年、作一 811!j Jt 会館集会宅

出席者 ｾ ｉｉ＠ / J ¥副委員長，金子幹事ほか 4 委員

Ｍ 他のｾｾ定同体との共催見学会は従来通りとする

・木会独自な見学会を活発に実施す るのなどがと定

若い会員の集い小委員会

20日 611守一 811寺 於会館集会室

出席者 n l1l副委員長，能勢幹事ほか 5 委員

議事 (1) );fi 2 聞事業企岡の「大阪府青少年I j ! f 外活動セ

ンタ ーを見る会」

(2)  第 3 回以降の事業企阿について

各種説明会小委員会

21 日 正午- 2 11寺 於会館集会室

出席者 )1，長沢副委員長，松村幹事ほか 5 委員

議事 (1)  各精説明会の企阿 Ie : ついて

(2) 建設資材データシート出版企阿について

建築法規研究と討論会打合会

29日 正午- 211寺半於会館集会室

出 席 者 竹 口 市 係 長，吉仲府係長，政同副委員長，

松村幹事ほか 4 委員

. 1な関内容についての協議

防水工法と実例第 2図説明会打合会

30日 正午- 2時 於 会 館 集 会 室

出席者 松村幹事，ほか 3 委員 ，説明会社 2 社

「新しい防水工法と実例説明会J の企簡について打合

教 育 委 員 会

現場教育小委会

7 日 5 時半- 711寺半於会館集会室

出席者谷口幹事ほか 3 委員

議事 (1) 現湯実務講習会について

(2)  中堅技術者講習会企画検討

(3 ) 主任技術者講習会企阿検討

工高教育小委員会

8日 3 1時一 5 時 於 会 館 役 員室

出席者ー 篠原幹事. ほか 4 委員

議事 (1) 第12回工高生デザイン コンク ール募集規定

( 設計課題) について

(2)  現場実習指導要項について

工高生デザインコンクール募集規定作成委員会

16日 正午- 2 時 半 於 会 館 集 会 室

I.L¥席者 ;寝袋諜査員ほか 6 審査員

筏原幹事，ほか 4 委員

デザインコンク ーノレ募集規定作成について協議

住 宅 委 員 会

住宅展小委員会

10日 5 時半- 9 時半 於 会 館会議室

出席者 岡橋 ・黒谷正副委員長ほか 7 委員

住宅展の会場設計その他について協議

委 員 会

15日 5 時半- 9 1時 於 会 館 集 会 室

出席者 熊谷 ・野々村両副委員長ほか初委員

住宅展について協議

住宅展小委員会

25日 l 時一 3 1時 於 会 館 集 会 室

出席者 黒 谷副委員長ほか 4 委員

住宅展の諸準備について打合

住宅展出展業者打合会

28日 2 1時- 4 時 半 於 阪神百貨庖 7 階

出席者( 協会側〉悶J惰 ・黒谷正副委員長ほか 4 委員

( 出展者) 48社( 阪神 5 名)

法 規 委 員 会

委 員 会

7 " 口'V勺φ耐水塗料/

ヲ・6: 古今ゐ手LiE

乾Ｎ七 ＱＲＺｾ 惨水谷ペイント
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22日 3 時一5 時 於会館集会室

出席者佐野委員長ほか12委員

議事 1. 建築法規の研究と討論の会の件

1. 建築行政の問題点

( 益準法改正問題，違反建築問題等々〉

1. そのイ血

建 材 委 員 会

委 員 会

24日 3 時一5 時 於 会 館 集 会 室

出席者政問委員長ほか12委員 エパレデン 2 名

銭淵実業 2 名

(化学防水の検討) 第 l 回

創 立50周 年 記 念 事 業 打 合 会

7 日 10時一正 午 於 会 館 集 会室

出 席 者 塚 本，竹中( 代理神谷) 両副会長

特別委員会の構成， 記念事業 ，予算案等について打合

会 勢 委 員 会

23日 51時半- 8 時 於 会 館 集 会 室

出席者 鷲尾 ・岩崎正副委員長ほか10委員

会勢拡張について意見交換を行ない，毎月第 1 . !.1'5 3  

土曜日に委員会を開催する乙とに決定

見

A 品

- f-

甲南大学体育館見学会

. 6.  

τ民

設計 株式会社東畑建築事務所

施工 株式会社竹中工務庖

25日 2 時一 4 時半

参加者 25名

講 習

現場実務講習会

. 6.  

2 コE

第14回 6 月 13日一 18日 6 日間

第15回 6 月20日一25日 6 日間

各自 午前 9 時一午後 51時

会場大阪科学技術センタ - 4 階

聴 講 者 第14回 127名

第 15回 176名

13日 20日 建築工事の着工から竣工までの業務総論

13日 20日

13日 20日

13日 14 日

20日 21日

14日 21日

14 日 15 日

21日 22日

15 日 22日

15 日 16 日

22日 23日

16日 23日

16日 17日

23日 24 日

17日 24日

17日 18EI

24 日 25 日

18日 25 日

18日 25日

18日 25日

大阪府営繕諜 真 宮 透 氏

材料の検収とその管理

IJ )'J i也 組 小室秀夫氏

地下工法

竹中工務庖 木村住雄氏

土工事，基礎工事，排水工事

問 組 渡 辺 勇 氏

労務管理と安全管理

鹿島建設支底 岸悶成計氏

鉄骨工事，鉄筋工事，型わく工事，

コンクリー 卜工事

清水建設支庖 安井 猛氏

仮設物と仮設材料

松 村 組 井上司郎氏

積算，木工事，屋根工事，サッシュ工事

鹿島建設支応 高 橋 桁 氏

施工計画

大成建設支応 森口徹弥氏

石工事，タイノレ工事， コンクリー トブロ

ック工事

藤木工務底 矢野豊作氏

工事機械と工器具類

大 林 組 依 岡 潔 氏

防水工τJ+. 友官工仏塗装工事

銭 高 組 武藤総吉氏

現場に関する諸法規とその手続

大成建設支居 種村恒夫氏

現場製図

大 林 組 i l im 祐氏

設備工事

竹中工務庖 玉 同 長s氏

建 築 6 団 体事 務局長会議

22日 正午- 2時 於 臼木建築学会近総支部

出席者建築協会岩崎参与ほか 5 名

共催事業その他について打合

|  大阪不燃都市促進 協 議 会 幹 事 会 1  

2 日 2 11"] - 511寺於大阪商工会議所

昭和40年度収支決算，事業報告，昭和41年度予算案の

審議を行った。建築協会より初中事務局長llJ 席

- たいへん塗 りやすい.

@  
- 仕 上 りが美 しい

. じつまで も美し い色 を保ちます@

<S B系ヱマ ルシヨン壁塗料〉

量孟Ｎ占ＺＺＧｉＮＮＮ￬‘ヨ ｲｬｬｾ 忌 ＷＰＰＰ
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ア友 ＷＷＱｾ ト ｚ 事 専 業 大J吉

套歪欠偏商由

大阪市北区真砂町 5 番地 電 話 大 阪 364 代 表 0 2 0 6 - 9

521f 大島化学のひふくτっlぎんさ

1，101 Ｇ［ヒ ｊｾ ｪ 国ｊＮ ｅ｜ 日Ｚｾ jJH ネ/(:_ ｊ｟Ｇｾ刊号、 ｴ 先 ｩｴｬ にら

ｅ ｬｬ￯ｕ Ｖ ＱｦゑｾｾヨＨ， ｾｾｫｾｪｾ
カ ラ ー ス グ ン ダ ー ト J グ ル

大 島 応 用 化 学 工 業 株 式 会 社

.-t:十L l' 刊、Jdi%Ji .Ji ， [ [ '[ 1存地 屯 I1IR 大 阪 ( i H2) ｾｉ￯ ｛ Ｍ Ｚｬ ・ ｇ￭ Ｚ Ｓ Ｎ ｉ Ｍ ｈ

立 )，1i 新 J11; ' ｩｊｾＮ 氷点 ・ ＱＧ， ，1， ｍ ・ ｉ ｉｾ 11 dJ ・J.L: 1: ，'; '  .，0;  111 

議 冷 蔵 庫 防 熱 工 事 」 ー アスファノレト防 水 工 事 尽

ミ ー ア ス フ ア ル ト 専 門 工 事 アスファノレ トタイノレ工事 選

議耐酸モノレタノレ工事 ー 各 種 床 工 事 選

大 阪 耐 酸 Z 業 PR

大阪市北区浮田町82番地 電話大阪 (371 )刊33番
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暖 ・冷 房 ・空 気 温湿 度 調 整装 置

設 計 施 工

回 高 fi!!! 
套拘

品一話← .... 

本 社 東京都 千代田区神 田駿河台 4 丁目 2 番地

大阪支底 大阪市北区 梅田 8 番地 ( 新阪急ビノレ 8 階)

電 話 大 阪 (312) 4  5  2  1  ( 代表)

E 2 5 :Z Z 設計施工

去五 大 阪 城 口 研 究 所

取締役社長 城 口 庸 平

大 阪 di ｾｴ＠ V  ，:':j J:丘 111]" - ・1仏iA大阪 311)，，1715 1(代 点)

京都市' *山|ズ大府! 大路 d:. I(II ＱＺＺ ルＧ ，Ｇｬ￬ ， ￬ ， ｦｪ 応 部 ｾ Ｈ ｩｬ ，， Ｑ Ｔ Ｙ Ｔ Ｕ (代ぷ)

神戸市生川|メ |、Il l h凶六 / 一 . 'd.t川f;i 'II) ;  :1II，，1  :-; 8  9  2  

; j (辺 ・衛 生 ・暖冷 房 ・其{ 血管 工 事

設 計 並 旋 工

(  1日斎藤久孝 事務 所)

斎久工業株式会社大阪支底

阪 市 北 区 常 安 岡J 1  1  { 在地

￭ｾ ｬＱ＠ 3町 大 阪 ( 443) 5  0  4  1  - 5 番

東京本社 点京都 千代 III 区大 手町2の8{存地 ( IJ -1.:ビ ル)

ｾ ｬｬ ［［ｬ ｦｲ＠ -*京 ( 270) 7  4  I  I 帯 ( 代ぷ)

札帆材業所 札純 ，1，，1，)山首1" 4 rll l  ｉ ｌ Ｇ ｾ 辺自 ｩ ピル 唯話札帆 ② Ｕ ， :; 6  

金沢批葺所 世 ｾ Ｑ ｻ ，fi 向附 mr 2 酢 I 6  '.川 市 川 金 沢 @ 2

222器g g γ r セワ町l-2 3R228i1;:

間山出悦附 間山，Ii'" 供松 ノ本ニ八O ノ一 貫1 ［ｉｾ 附 ＱＱＱ @ 5  4  8  6  

冷 暖 房

給排水 、衛生水道

1lL 公

! 日 房

三 機 工 業

ム

6  S サ ッ シ

琢i土剤約 '住地 流

祈 役 巡 般 機 械

化 ' 下鉱山 機 械

芸 誌 大 阪 支 庖

取 締 役 社 長 大 前 玉 男

ll U 南役支応長 樋 口 勝 栄

阪 で ] 匹18 : 北浜 2 T 自 2 2 -ll'd 也 司 ｉｉｉ ，ｾ大阪Ｈ 202) 代 表3071

平 府 東 京 都 千代 間 区ヰ了時 Ｑ 町 ｬ ｔＮ 円 ＱＰ ｾ 枠 ｉ 也

文 町 出 引を戸斤 才，約座、 縮問 、本L帆、広品、1，Ir台

日山 、金沢、 的問、 高松、

工 場 鶴見、千11枝、六郷、問

給 ・排水 ・衛 生 ・消火 ・暖冷房設備

22 西原衛生工業所大阪底

大阪市大淀区中津 南 通 4 丁目 11 電話大阪⑮ 3531番

11 B  

ｾ・ ＧｦｦＹｈｩｮ ・
ZE気 l品i手口また註 、各州 ￭ ￭ｾｩ ｾＡ 機
ｾＧＮｴ＠ ，;  Iー・製 作 ・他 工

東 洋 キ ャ リ ア 工 業 株 式 会 社

大 阪 支 庖

大 阪 rl i 北|メ: .; ;;.: ):，'j 供 述 1 - 2  5  (%J i'大ピル)

'，lL ，li )..:. r仮(:l ，II ) 1 5  1 2( 大代 1

+  トl 点以打1; '1'火|メ 11 - 1' 防本イ; l I I fl 2(  :. n1i'l ｾ ｩ ｊｉｊｦｩ￭ ｩＩ＠

..!i Jh  ＡＮｦ ｾ＠ J;( ' ?' ， ，'i Ji {  ｬｬｾ＠ ｾ Ｑ ＼＠ li)r 九 州 |  も

よ IJ)j Ａ，ｾ＠ Ｑ Ｚ 以 ｾｴ )[_ ，i:  m;  .  ｾ ｾ＠ );0; r.J 1  )[_ .Jiー |よ

屯 会，i， . 1I是冷房 ・水 道 ・衛 生 設備

設 計 指 工

大 阪 電 気 暖 房 株 式 会 社

取締役社長 菅 谷 三 郎

本 州 大 阪 rl i llG医 i I: 1iJhI. I  - 60 '，[L.11i (441)8231 大代

支 出 来 京 ・ 4片 山 hl 11，¥ 1判

出必 所 点 抑 制1 )- ' . 岡山 尚松 ・広 }，}j ・熊本

札 帆 (111 f ; ・新 潟 ・7JI 山・ 金沢 . 11，¥ JI ・

創 業

大正二年

暖 冷 房 ・ 換 気 ・空 気 調 和

病院諸機械 ・給排水・衛生

株 式 x  

会 社 帰1
藤 省 三 商 庖

東 京 Ji5 東 京 駅 前 丸 ピ ル 6 階 6 7  6 区

電 話 東 京 (201) 3761  .  3762 ・3763 ・3764

大 阪 庖 大 阪 市 西 区 土 佐 堀 通 大 同 ビ ル G1Gサ

電 話 大 阪 (443) 3  3  6  1  - 6  

札 幌 庖 札 帆 rli 北 卜条 西 I 8 丁 目 3 6 接 地

1正 前中し申見 (61) 4  3  7  1  - 3  

名 古 屋 唐 名古屋市中区南大津通一丁目千代 田 ヒ、ノレ522号

I正 ;丹 '1' !u) ( 261)  0  6  4  1  - 3  

須 賀 工 業 株 式 会 社

?'t3 気 調 和 衛 生 設 備

大 阪 市 西 区 上 位 堀 通 1 丁 目 14 '，'[1訴 441- 5171

支 J占 一 東 京 ・大 阪 ・名古 屋 ・京 都 ・神 戸 ・福 岡

営業所 一 広ぬ

株式

会 社

空気調和装置・塗装設備

設 計 施 工

建 材 社

大 阪 支 底

大 阪 市 北 区 '-1' ノ 助 二 丁 目 ( 新・初日ピノレ 5 附 )

ＱｴＡ ｾ ［ｲ ｩ 大 阪 ⑫ Ｓ 7  2  1  ( 代 )

本 社及 東 京 支 l苫 東 京 都 中 央 区童向車 西 6 T 門 3

( 羽 田 ピ ル 8 階 )

営 鍵 所 名古 屋 市 中 区 菅 原 町 2 γ 目

( セ ンターピノレ)

連 絡 所 広 品 ・ 北 陸 ・札 幌

• 



空 気 調 和 ・ 衛 生 設 備

設 計 施 工

株 式 会 社 三 晃 商 会

本 社 大 阪 市 北 区 富 田 町 1 6  'I1J:，!吊(お4) 代表7031

支 1，1; 東京柿千代川1><. 1' 1' 111小川開f2了 1-11 市，1吊ω2) 代 表 7751

広島市紙屋町 1 丁目 2 帯 2 2 月 1{t .f占(21) 代表4535

縞 1M]市大名 1 丁目 8 帯 1 2 号 電話 (76) 代表3795

出娘所名古屋市中区新栄町 2 了 日 1 1U: Mi (倒1) 5  9  6  6  

百九 山 市J t . i¥川 小 泉 PIT 2  8  6  ｾ ｛ＡＮ ｬ ，ｲ［＠ (31)  2  2  7  4  

令 沢 市 下 車Ji I"T 8  'I1J: ，J，f;  (34) 4  0  8  9  

悩井 市西宝水町 2 丁 FI 1  1  3  ?ll: ，l，T; (22) 1  5  9  6  

怯江市 東本 I"T 4 丁 目 1 4  7  'I1J:，l，f; ( 2 )  5  0  9  8  

一 一 特 命 又 は 指 名 の 場 合 は 本 側 をご 利用 の程 お 願 い 致 し ま す 一一一

冷 暖 房 ・ 温 湿 度 調 整 ・ 水 道

衛 生 ・ 環 境 衛 生 施 設

設 計 施 工

社

本 社 大 阪 市 西 区 京 町 線 1 r Ll 62 唱 ｊｾ＠ (443) 代表 8161- 9  

山知所 東 京都北区上十呆 1T 日10 m ， ｉｾ＠ (911)  3  9  4  1  

名 古l卦市中村区牧野町 l 町 6 司1 ｊｾ＠ (54) 0  9  6  6  

神μ 市生且l区北長狭通 7T l11 町 l 市，Ａｾ (:l 4)  1778 .  4386 

/. i ; 品 rli 袋 町r 6 帯 4 号 電 話 (21) 7  5  7  5  .  7  5  8  8  

A

Q

一

A
式業 株工田山

空 気 調 和 ・衛 生 設 備

設 計 施 工

生

置

房 ・ 冷 房 ・ 水 道 ・ 衛

湿 度 調 整 装

設 計 施 工

暖

A

Q

一

A

業 社

大阪市東i淀川区加島田T357 電話仰'12271- 9 ( 代)

東京支社 東京都港区芝浜必町2ー 7 lt! (4l4)617l ( 大代表)

支 庖北海道 ・仙台 ・名古屋 ・広島 ・福岡

工日朝
式

社

株

会

φ  

興 商

中 山 敏 正

大 阪 市 福 島 区 上 福 島 北 2 - 1  

電 話 ( 451) 3  3  9  1  ( 代表)

東 京 ・ 仙 台

神 戸 ・広 島 ・高知 ・千 葉 ・八 戸

栄株式会社

取締役社長

ふ

ム

A

d

1

 

本

支 庖

出 張 所

温湿度調整・暖冷房・換気給排水・衛生設備

設 計 並 施 工

市 川 敏

京都市南区西 九条盟 田町 2 0 帯地の 1

屯話( 68) 5101- 5 ・夜間専用 (69) 1045 

大阪市 北区天満橋筋1-37(天 満橋 北詰〉

電話 ( 352) 350F 3  

凶口市市浜印西末!ム:11汀電話@ 7431- 3  

津 市 栄 11I J 2  - 111 電話 ⑧ 3 6  1  0  

日 本 管 工 業 株 式 会 社

14(' 代表取締役

社

大 阪 営 業 所

四日市営業所

津 営 業 所

⑨ 

本

温 湿 度 調 整 装 置 、 曜 房

冷房、水道、搬送機設備

設 計 並 ニ 施 工

第 一 工 業 株 式 会 社 大 阪 支 庖

大 阪 市 北 区 間 町 30 'd1 : 似腕⑪ jjSEmL。

木 主1: 東京都千代田区九ノ内3 - 2 ( 新東京ピ、 J レ)

I12 話 (211) 8 5 11 '  8 5 6 1  ( 代)

仙 台 市 新伝 ｈｾＱＱ Ｑ ｊ ＶＰ
電 話 7 3 3 2  

名 古 屋 市 東 区 東 門 前 UIJ 3  - 6  

屯 話 ⑤ 2 8  9  3  

仙 台 支 脂

名古屋出張所

空 気 調 和 設 備

施

衛 生

設

給 水

ネ土

A

Q

一

A

工

業 株 式

平

大 阪 市 凶 区 江 戸 堀 2 丁 目 2 番 地

逗謡 大 阪 ( 441)代 1 9  9  4  ( 443) 代 0 3 3 1

@ 暖 冷 房 空 気調和 環境衛生工事一切

、ｾ 設 計 施 工

日 本 熱 学 工 業 株 式 会 社

社 長 牛 田 正 郎

本 社 大 阪 市 北 区 万 才 四 丁 目

大阪事業本部 電 話 大 代表 (312) 8  6  7  1  

東京事業本部 東 京 都 新 宿 区 三 栄 II1T 18  

';IZ 百1; 大代表 ( 353) 9  1  5  1  

名古屋市中村区下! ム} j : I 町 3 - 15  

(中京電気ピル) Ｇ［ｉｚｾ ，ｾ＠ ( 581  )937←8  

京 滋、下関 、 新 潟 、 金 沢

計

エ山平

-

口

小

山平取 締 役 社長

名古屋事業本部

各 事 業 部

温 湿 度 調 整 装 置 ・ 冷 暖 房 ・ 換 気 装 置

フ ァ ン ・ ヒ ー タ ー ・ ク ー ラ ー

スチール・アルミ・サッシ・ドア・シャッター

設 計 ・製 作 ・施 工

冷房・暖房・温湿度調整装置

換 気 ・ 給 排 水 ・ 衛 生 設 備

設 計 施 工

• 

鋼 機 株 式 会 社

大阪市東区高路 橋 5 - 4 5 ( 興銀ビ ル日Ij 館 )

i lJ: A . 阪 代 (202) 7 7 4 5 番

取 点 都 北 区 神 谷 3 の 10 の 3

'.11 * 京 代 ( 901) 3  1  9  1 蓄

東京都港区麻布弊町 1 5  5  ( 第 5 興和ビル)

電 東 京 代 ( 409) 0  1  5  1 番

名 占 脳 ・仙 台 連 絡 所 持，¥ ILfiJ  

理 研

大 阪 支 庖

本社・工場

本社・分室

第 一 企 業 株 式 会 社 大 阪 支 庖

大 阪 市 北 区 天 満 橋 筋 4 ー 7 1  

75 話 ⑫ 2 8 0 8 ・2 8 0 9 ・2 8 0 0 ・2 1 3 4

東 京 都 文 京 区 元 町 2 丁 目 1 7 m地

電 話 ( 811) ( 代表) 6  2  9  4  

支底出強所 名古屋 ・福岡 ・札幌 ・仙台 ・高松 ・広島

社本

庖

119 

支
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電 気 工 事 設 計 施 工

工 藤 電 気 株 式 会 社

取 締 役 社 長 西 村 庄 市

大 阪 市 北 区 野 崎 町 六 九

電 話 ・大 阪 (313) 代表345日

東 京 支 庖 東 京 都 中 央 区 西 八 丁 堀 二 丁 目十二

電 話 ( 551)18 3  3  0 ・8 3  0  3  

営 業 所 名古屋 ・神戸 ・岡山 ・広島 北 九 州

電 気 工 事 ・ 計 装 工 事

設 計 施 工

栗 原 工 業 株 式 会 社

取 締 役 社 長 栗 原 信 英

大阪市北区高垣町16番地( 来阪急ビ J レ71
5皆)

電 話 大 阪 ( 313) 1  1  0  1  ( 大代)

支 社 東 京 ・ 名 古 屋

出張所 舞鶴 ・広島 ・八幡 ・福岡 ・富山

選 択 制 御殿 祝 4査官宜 足、、 空側 術 生 illt fKil ｾ 稔 視盤

M U 型 動 力 :1iI 昨日盤 所ν 下1 各概動力自動 ｮｾ 胤 ｬ 悠

グ ラ フ イ ッ ク 盤 〓ペ/ 分 m盤 ・各 種 事年報量産

高 低 圧 受 自己1' ! t盤 一一 股 晋十 ・製 作

森 井 電 業 株 式 会 社

取締役社長 森 井 定 勝

専務取締役 佐 野 春 吉

本 社 東 京 都 港 区 芝 三 回 網 町 一 番 地

flI 結 束 京 (451) 代 表 9 G  1  1  

東京支l苫 東 京都品 川区北品川町 三丁目 2 7 7

m結 束 京 (491) 1887'3482・4027・3345

大阪支広 大 阪 市 北 区 常 安 町 1 6 番 地

電 話 大 阪 (443) 代表8381 夜 間 (441)0502

出 張 所 名 古 庄 司広 };，¥. 稲 岡 ・ 仙 台

工 場 東 京 ・大 阪 稲 岡 ー名 古 屋

電 気 ・ 暖 冷 房 ・ 空 調 工 事 設 計 施 工

三 宝 電 機 株 式 会 社

社

庖

所

所

業

府

間

本

文

営

出

取締役社長 嘉 納 伝 一

大 阪 市 北 区 絹 笠 町 五 o (堂 ピJ レ三階)

m 話 (312) 1  4  7  1  ( 代)

東 京 都 中 央 区 明 石 田T 1  5  (辻 孝 ピ ルh

電 話 (542) 5  6  4  1  

名 古 屋 市 北 区 域 見通 二 丁 目 二 O 接 地

電 話 ( 99 )  5  1  3  1  - 3  

小 松 市 ・堺 市 ・高 槻 市 ・姫 路 市

電 気 設 備 工 事 設 計 施 工

東 光 電 気 工 事 株 式 会 社

大 阪 支 社

支社長 姉 川 正 男

大阪市東区高麗橋五丁目二八番地

電 話 大阪 (202) 0  3  2  5  - 9 挙

本 社 東京都千代閏区商事l' 凹 1丁目 8 番地

支 社 札幌 仙台 丸/内 ・名古度・福岡

出張 所 旭川 白河 徽浜 静岡 日 山
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各 種 電 気 工 事 設 計 興 工

浅 海 電

.e:::-

ヌL 株 式

A

令

官
社

取締役社長 浅 海 正 雄

本 社 大 阪 市 北 区 老 松 町 l 下 目 2 2

電 話 大 阪 (362) 8  7  0  1  

東京支社 東 京 都 港 区 赤 坂 溜 池 町 1

電 話 (481) 8 6 2 1  - 4 ・3 5 7 3

営 業 所 名 古 屋 ・札 幌 ・旭 川・ 福 岡

F  .  

電 気 工 事 設 計 施 工

中 央 電 気 工 業 株 式 会 社

取締役社長 今 村 騰

本 社 大 阪 市 北 区 梅 ヶ 枝 町 五 六 番 地

電話 大阪 代表 (341) 8  1  3  1  - 7  

支 庖 東京 ・名古屋 ・四日市・神戸 ・和歌

営業所 山・ 松山 ・京都 ・草津

各 種 電 気 工 事 設 計 施 工

株式会社 ヤ マ ト 電 気 商 会

取締役社長 山 本 氷
1、t旦t  

本 社 大 阪 市 北 区 西 堀 川 町 1 5 番 地

電 話 大 阪 (364) 代 3 0 5 6  

東京営業所 東京都港区新橋 5 - 34- 6  ; f 目馬ピル8453階5  

. ; ( : ; : 話*京 (434) 3848 ・(431)

‘  
出 張 所 大阪商・北海道 ・名古屋 ・四日市 ・福山・福岡

.  一、

電気設 備 ⑤ 設 計 施 工

朝 F雲 電
止ヌ;u

株 式 -̂-'‘ 社コ::;;

代表取締役 山 本 博

本 社
大阪市北区中之lゐ3 の 3朝日ビルデ ィング

T E L  代 表 (448)  1  3  6  1  

営喋所
大 阪 市 西 区 土 佐 期 通 り 4 の 8

T E L  代 表 (448)  1  3  6  1  

営集所
京郷市 中京区西/ 京 中合目T 2  0 の I I

T E L  代 表 (81) 9  2  9  6  

電 気 工 事 ・ 設 計 ・ 施 工

中 本 電 ｡ ヌｾ 株 式

A .  

社
コエ

取締役社長 中 本 正 明

本 社 大 阪 市 城 東 区 野 江 東 之 町 三 丁 目 一 五

霞 諾 大 阪 ( 931 ) 代 表 7 3 4 1 - 5

資材倉庫 大阪市城東区野江東之町三丁目 一一 電話大阪側7004



一一一 特 命 又 は 指 名 の 場 合 は 本 欄l を ご 利 用 の 程 お 願 い 致 し ま す 一一一

電 気 工 事 設 計 施 工

並 架 線 金 具 製 作 販 売

( 日本工業規格表示工場)

八 千 代 電 設 工 業 株 式 会 社

取締役社長 梶 本 秀 尾

大 阪 市 東 区 森 之 宮 東 之 IsT

Ｎｾ＠ '!Jrj 大 阪 ⑪ 6531 (代 ) - 8  

支 盾 名 古 屋

営業所 東 京

出張所 問 111 ・北九州

電 気 工 事 設 計 施 エ

キ富士電業株式会社 |

取 締 役 社 長 田 中 'x 1  

本 社 大 阪 市 西 区 北 堀 江 上 述 l T I I 65 I  

電話大阪 ( 541 ) 0564- 7 ・7148- 9  I  

引 業 所 東 京 ・1' ，古屋 ・広 山

庖

所

商

張

石

出

理

阪

大

大

橋矢
式

社

株

会

• 
大阪市J ! i ] 豆高腿循二丁目九 野 村 ビ J レ五階

" 正 話 大 阪 ⑫ 4 2 5 7 - 8 番

[G IElm- 製

冷暖房機「 ゾンナル」その他各種冷暖房機

i並水ボイラー「ハイテンプ」

( 西独WE B S T O社技術提携)

斗

叶

占

山

山

川

-

'

i

l

 

A

Q

玄

山

山

一

い

n

h

M

い

H
b

ρ

L

式

い

じ

株

机

一

町

産

川

川

川

元

物

松

山

売

l

U

山

八

阪

↑

z

d

A

h

r

川

総

L

U

b

u

h

r

本

L
十

V

M

は

川

町

山

石

ル

川

い

社

京

国

本

東

四

. 樹 指 防 水 ゴ ー レ ヂ ン

. 樹 脂 防 水 ゴ ー レ ック ス

. 化 粧 壁 材 ソ リ ジ ッ ト ス タ イ ン 吹 付

. 樹 指 砂壁 エ パ ー サ ン ド 吹 付

本 社

営業所 ・大阪 di J1r住吉反駒川町3- 54 ，官(791)代7814- 6  

代理庖 ・東京 ffli 品川区東大崎 3 の 239 '，tt 東京 (491) 9698 

電 気 工 事 設 計 施 工

株 式 会 社 三

代表取締役 林

興 社

敏 夫

本社 大阪市北区車 ｾｪ 笠岡 ｔ 50 ( 堂ビ Iレ7 階)

'm ，ili ⑩ 3  6  7  1  ( 代)

支 庖 東 京 都 中 央 区 日 本 紙 箱 崎 町 3 丁目 2 番地

￭ｾｬｴ＠ ，11，- ⑪ 1  4  7  8  ( 代)

出張所 川 崎 ・. f ll 模 原 . ey . 稲 山

エ レ ベ ー タ ・リ フト ・カ ー リ フ ト

本 社 大 阪 市 大 淀 区 天 神 橋 筋 六 ( 天 六 阪 急 ビ ル ) (351 )4927代

大 阪 営 蝶 所 (351 )4927代 サ ー ビ ス 事 蝶 所 (328)0336代

東 京 営 機 所 (822)0995代 工 場 (328)0336代

青写真とマイク口フィルム

株 式 会 社 内 外 写
盲

穴

製 凶 - ト レ ー ス ・複 写 等 兵

大阪市北 ｼ メ ｾＱＺ ｩＺＮＧ Ｚ［ｊ Ｍｉ ｴｾｉ ｔｬ Ｖ T  E  L ⑩ 9055 ( 代ぷ )

え ｦ いふ ［ Ｚ ｾ I  

社寺数i . i ｊｾ＠ '+1 瓦・・ ・・・大 仏 瓦

耐 l長:l I、同級生J 同じ 川 } L … - 大 手 口 瓦

ｒ￭ｾｩ 建築内外波川タイル ・ ・・ ー ・ 大仏タイル

3日5

本 4土 .Ji':郷，1i *1111><: う熊野大仏池川町 9の9 ( 56) 3725 

大 阪 営 業 所 大阪市北 1;(. .1' 心田f l J"1I 2 8 邸1) 0703

名古屋営業所 名古Jil. di J'.iJ.f.i!! I，z暁P.II lj lR1  r t l 30 (88)2初 3

東京営業所 ｊｾＩｪＨ Ｏｩｉｉ［涜芥 Ｑ［ＨＮ 上 ＱＩ［Ｈ I  r  Ll 29の4 い6η 1641

⑩ 
拘管続五 ＮｴＮ Ｚｲｾ 管

1ツft-9-.Y，ンホィL

株 式 会 社

三 幸 商 曾

大 阪 市 北 区 与 力 町一 ノーO

電 話 大 阪/( 358) 4 0 3 1  
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1  鈴 木 式 防 火 シ ヤ タ ア |  

.， 
. 6.  

:z::s;'  商アタ鈴ネ土

. o.  

:z:;; 式株

扇 7/c 浸 入 剥 落 防 止

事 ナ 耐 震 耐 風

議 ニ 安 定 軽量

区 'フ

E 瓦

五株

553 

霊喜

• 
2  2 8 7  

4 1 5 1 - 6  

電 話 @

大 阪 市 北 区 茶 屋 町 3 3 電 話 (371)

北陸営業所 金 沢 市 長 田 町 1 1 9

ナニワ媛匂 ｾＲｩｩ
大阪市東住吉区桑津田T 3 丁目 59

fIT 話 大 阪 (718) 1292- 6  

和 歌 山 市 新 鳳 6 丁 目 13

電 話 利 歌 山 (2) 0298 ・9435

キ土本

東邦商会
出 張 所

b

E

U

 

島

U

闘

い
一

種

士

冗

#
m
v

釧

u

u
u
ω

各

一樋

p

・

安

掌

刀

忠

品

多
d

u

岡

山

ツ

組

γ

吉

川
れ

酸

認

“

穿

丈

士

大

屯

耐

U

M

必

死

恥

針

‘・

、.  a・，....の新建材

プ リン ト合板 巴 罵 オ シ

プ リント合 板 ｉ ，ｾＢ ムヲＮＮ， ｰ

ビニー ル合板 ピ 二 ラ イ ト

ポリヱス テル化粧板 i II-. J ' J ' ' ' '

立体加工合緩. . . . ヲンマー

ア ジD 倉 板

ヲ.11-- q，イシ

新 建 材 一 式

l管室監禁情I

工芸合板

合 成 接 着剤

そ の 他

⑪きま 111岸窯業商庖
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石 綿 セ メ ン ト の

最 高 水 準 を 行 く イ/

アスベスト ｊｾｉＮＩ ヤ
ｚ 又ロｾＱｉ Ｑィ ｉｌ

Asbest o.  Barr iev 

( l i i ! ! 1' i 石綿板)

!I:.JヲI. J : - J" 

涜し台・調理台

ｾ物内外壁 、 間仕切 、 天井原 、 ｦｇ Ｕ ＴＱ 玄

発屯所、配電室、製鋼、ガラス工場

の壁 、 製塩ｾ 、 製油製薬工場の床スカ

ート控などに最適

泉 石 綿 工 業 株 式 会 社

大 阪 市 西 区 阿 波 座 中 通 l

電 話 (532) 1  2  3  4 代 表

大 阪 市 北 区 間 心 nlj . 1 の 1 1  

f E 訴 ⑩ 3 4  4  2 ・4 0 7 8  

岩 元 式

( 呈カタログ)

! スカイライト並開ぺンチレ+

サ ッ シ ュ 、 ド ア 一 、 シ ャ ッ タ ー

伸縮扉、オベレータ一、門扉鉄柵

其 他 金 物 一 式 製 作 施 工

カタログ進呈

岩 元 工 業 株 式 会 社

本 社 大|仮， IIJ約九[ 文京今立! 田1" 4 の40

氾 話 (981) 0  6 1  6  - 0  6  1  8  

ブ ル ー フ テ ッ ク ス

ブルーフコートのイ井用を

何 れ も合成ゴム、合成樹脂系のエマルジョンで簡

単に施工が出来完全防水の目的が果せます 。

詳細説明書送呈
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東京s - 王1 万- J L工業研百台位

東 京 都 荒 川 区 商 尾 久 4 丁 目 1 2  - 1  2  

司! nli ( 893)  0  1  1  1 大 代

大 阪 市 北 区 富 田 町 1 8 排 地 ( 烏 他 ピ ル )

明I 百苫 ( 364)  9  1  5  4  11: 

名 古 鹿 市 東 区 武 平 闘Y 4 - 1 6 - 5 ( 住 尚 ピ ル )

地 nli ( 941)  2  5  7  7 代

東 京 都 中 央 区 八 滋 洲 5 - 7  ( 八 1丘 洲三 井 ピ ル }

m n苫 ( 272) 0  4  0  1 代

I出1 ・ キL ，Jt ・ 議好評' ，] 11山

本 社 技 工 場

大 阪 支 庖

名 古 屋 支 庖

ア

ル

ロ

ド

一

フ

ル

ル

一

オ

ア

ル

一

一

パ

ウ

ド

フ

オ

モ

ル

切

一
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・
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一

ネ

仕

ム

テ

シ

セ

ル

ヤ

パ

間

扉

一

他

一

y

ツ

リ

イ

井

量

潮

ヤ

の

カ

サ

ア

グ

ワ

天

軽

防

エ

そ

省耳

PIT 

戸斤

業蛍

出
台

N. G. C. 武

B甚

(ぼ米 固 パ ブコ コン パ ウ ン ド ア ス フ アル

} 販売

米国Jパ〈イヤライ卜 . コンパウンドアスフ アルト [

内外Z 業株式会結

本 社

工 場

句

d 傘、

、ヰグ邑一

出

楓
一

守

A
一

件

輔

H
一

川

。
一

リ

由

宇

一

γ

固
い
し

大阪ガス会社指定

田 中 風 呂 銭 信 京

大阪市浪速区元日T 1丁目 747 (641) 5313 ・

KANDAN 媛冷房温湿度調整 i  

各 種 送 排 風 機 R  

-ー
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• 

• 

、

網 入 光 り 波 型 力 ラ ス (2: 二は設)長サ96向 山 間

ダ イ ニ チ ・ ア ー モ ラ イ ト 波 板 ・平 板

(硝子繊維強化 ポ リエ ステル板 ) 各種波、寸 法 (長尺物有)

製造販売 大日本硝子工業株式会社

大阪支応 大阪市北区玉江田T 2 ノ 4 (三菱倉庫 ビJ レ) 屯話⑩1389 ・3389 ・3281

本 社 神 奈 川 県 相 模 原 市 小 山 手: 久保 2 2 4 ｾｬｌ ⑫ Ｓ ＱＰ Ｑ Ｍ 4  

l 特 許 内 外 式

電 動 ベ ン チ レ ー タ ー

建 築 基準 法 に フ リ ー パ ス の ガ ラ ス 屋根

内 外 式 ス カ イ ラ イ ト

工 場 ・プラ y トホ ー ム ・

体 育 館 ・ア ー ケ ー ドに品 迎

屋 上 強 制 換 気 装 置 のノ マイ オ ニ ヤ

ご イ 言 ｾ ｜頁 にお こたえ で 、き る

行 届 い た 設 計 地 三E

内 外 建 材 株 式 会 社

内 外 式 連 続 採 光 換 気 装 置

コンチニアスベンチレーター

筒 型 各 種 ベ ン チ レ ー タ ー

大 阪 市 西 区土 佐 瀬 船 町23 ( 大 阪 商工 ピノレ ) T E  L (44 1  )3983・4396

工場 六 阪 市 城 東 区天 王 国間T 1 の141 T E L  ( 9i，2) 1l 49  

設 計 施 工

ｉｲＧｾ司日 ｐｅｆｅＺ 訂藍型畢主唱 軽い・燃えない・安い・亀裂が生じない

専 売特許ほか実用新案および意匠登録 2 0数件出願中

辺認間仕切工ヨ二・:'-:1&9 ・!!It==

。

⑥ 

発 売 元

その他 I  S  K 式 経 益 金 属 下 地 ネ ー J レロ ッ ?

マンテンの l 訴し込 み 式 天井 吊金 具 モ ノ ー レ イ ン グ

エコニ ースタ・ノ ド拘工例 金 属 建 材 |可 動 rm 仕 切 ム ー ビ ー バ 宇 ル

l  簡 易 組 立 材 Lノ- ¥" ー プ ア ン グ ル

住友商事株式会社 説 品 私大野許認需 品 川J九 z"i 間 221};?? ;JF}

設計・責任施工 ・製造元
本 社 ｫ 阪 ｲ ｬ ￯ 問Ａ烹口 Ｔ 同 町商 Ｓ 丁 ｾｉ 2  I昨J曲 1Il ，，ｾＮｫ 阪 Ｈ ＶＳ Ｒ Ｉ 1  1  5  1  ( 代 )

株 式

会 社
庁 名 古 慶 出 張 所 名 古庖刷，1市1恒Ij '1'1K

満 点 製 作F 東 京 叫 所 !l U i ｲＮ ｾ ｩ ｉｬｬＡｊｩｬＺ ｭ 戸町 ＲＭＶ Ｑ :tl ...1 川 (682) 324 1 (681)  7169 

禍 岡 駐 在 所 価 問 市天 神町 5弱8 (天 神 ピル) f 仕t友 商 市 附 削 岡支 府 内 7屯n;話苦福 岡 (り75引) ω 3引l  
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!三 叫@ 品 獲 此 必 ン ゲ ゴ ー ル 州 特 殊 チ タ メ デ ト 処 罰 ・ 獲 鈴 メ ヲ キ 糊 給 料 焼 付 批 -

1  4 二・スプリングジ. タ. : J 鐙鐙スプリングシャ ッタ- . 手動式電動式シャ ッター ・特鈴自動シャ ッター 1  
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建築業者登録番号 ( ){ ) 第5 8 0 7号 甲種 ・乙種防火戸

興 東 洋 シ ャ ッ タ ー 株 式 会 社

本社・工場大阪市西淀川区佃田T 4 丁目 3 3番地 電話 (代表 ) 4 7 1 - 8 3 3 1  

忠 問 工 場 大 阪 府 泉 北 郡 忠 岡 田T 字 北 出 電話 泉大津 ( 2 ) 5 9 4 1

大阪 'g'業所( 352 )-4571 JI( 京 (171 )ー1117 名古屋(331) - 6171 京 栂(35)・6591 神戸 ( 22ト1489 稲 岡( 29ト4103 滋賀( 大津)( 2  )・84ω 其の他全国主事部市

ス チ ー ル

フア J レミ

ス テ ン レ ス

サ ッ シ ・ ド ア ー

カ ー テ ン ウ オ ー ル

シ ャ ッ タ ー

三 高 式 オ ベ レ ー タ ー ・ ド ア ー ハ ン ガ ー

警 韮 三 高 製 作 所

本 社工場 ｊ ｾ ケ 崎市神的 五 ｊＮ＾Ｈ 111280 γ世.l，fj 大 阪 ( 4 0 1) 6 15 8 ・6 159

• 

• 

80 

"  



内

• 

建 キオ

装 オ
4

，
ホ

4

・

専

資

庖

の

本 社 1' 11 ) i 市 小 山 Ix: 北長狭通 4 - 1  ( 尖荊 l ビJ レ)

l直通'，'O:，J; flll ) I  (33)  0881- 3  

支 庖 大阪市北区*1j1EII! T  50( 堂 ビル 5 階 502号室)

直通i ' bi : 話大阪 ( 364) 2031- 4  

倉 庫 神 戸 市 野 介 灰 八附迎 1 - 5 (' ，針占⑫2923)

室 谷 商 事 株 式 会 社

， 
言乎の・・・

ノ

• 
和 室 ・洋 室 に ピ ッ タ リ の 美 しい調和lです. /

く新発売〉

龍 鳳 ・ 桃 山 壁 ・ 昭 和 壁

ラ

- 清 流

・ 大 和 壁

・ 新 興 壁

・ ほ た る

・ 錦 上 壁

- 錦 上 壁 K

・ 日 本 壁

・ 新 日 本 壁

・ 蛍 光 壁

・ い す ぎ か ベ

- パ ビ ロ ン 壁

・カセロンウォ - J レ

・ チ エ リ ー ウ オ ー ル

・ ス - J ' ¥ー ウ オ ー ル

- 防錆舟lエパコン ・耐湿剤オートン ・化学糊スーパーシンケン糊

( 全国有名主l ! 材底 に あり ます )

⑧株式会社新型脅: オミモl零:所
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陸屋根防水には

特 許 絶 縁 工 法 を

官 ＮＮｾｉ ミー陣取帯
コーパータイト

特許奥山式熱工法 ・冷工法綜合防水層

奥山化工業株式曾粧

東京都中央区銀座西 8 の 3 電話 ( 571 )2703 - 4・2370 ・4064 ・0264

名 古 屋 出 猿 所 名 古 屋 市 南 区 若 草 町 3 3  電話 ( 8 1 1 ) 3 6 6 0

新 し い 時 代 の

燃 え な い 建 築 資 材

初戦吉野后賓都大破ｾ活
ｾｾ通 、 ヒ 区 堂 島 浜 通 1 - 2  5  ( lJi 7;: t: J v )  

ｾｾ立務 ｊｊ 本社 ＲＲｌ 」 ｦｴｩｌＵ

( カ タ ロ グi1t 呈)
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ア ル ミ

ステシL ス

スチール

ス チ ー ル 工場

岩 佐

カーテシウォ -Jι 

スパ シ ド レル

尼 崎 市 守 部 字 下 河 原 拾 五 電 話代 表 (401 ) 6751

サ ッ L 株 式 会 社

ア ル ミ 工 場 大 阪 市 西 淀川 区 千 舟東 二丁 目 三 一 電 話代 表 (471 ) 5123

岩 佐 ? ル ミ サ ッ L 株 式 会 社

130 

モダンな

都市美を

創る・. .  .  

j レ

ステンレス } サ ッシ

1/ ドア

ス チ ー ル j

住 宅用 アルミサ ッシ

エ リー ト

ダ イ ケ ン の

アルミレディ ーメー ド

サ ッシ/ ドア

動ーー軍事シ司tJ 昏ール
ー米 国 バ レ ー メ タ ル 社 と 技 術 提 携 4

q ィケシザァシ株式会社

本 社 ・工 場

営 集 部

鳳 工 喝

東 京 営 難 所

名 古 屋 営 難 所

福 岡 営 集 所

金 沢 営 雛 所

長 野 代 E皇后

堺 市 松 盛 田T J  - 6  T E L 側 1 1  4  1  
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名 古 屋 市東 区 東 続 町 4 (イ ー スタ ンピル) 似国911

福 岡 市 揖鶴 2 丁 目 l の 2 4  T  E  L  (4) 5  4  0  6  

金 沢 市 下 新 町 J 3  T  E  L  Cl U  3427 - 8  

長 野 市 吉 田 東 町 J 2  5  1  T  E  L  (3)  2  7  2  9  
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首1 8 号

日 本 の 気 候 風 土 を

研究しました

社 会
と建築

第 4. 7 斡

気 象 庁 の 長 期 予 報 で は 、 こ の 夏 は 酷 暑 ・ ・ ・

「 目 立 エ ア ー コ ン デ ィ シ ョ ナ ー 」 が 実 力 を

発 揮 し ま す 。 目 立 で は 日 本 の 気 象 条 件 を

徹 底 し て 調 査 研 究 し 、 そ の す べ て を 製 品

に 反 映 さ せ ま し た 。

国 主 な 用 途

・ ホ テ ル ・ 銀 行 ・ 劇 場 な ど の 涼 し い サ ー ビ ス に 0

・ 一 般 事 務 所 ・ 病 院 な ど の 能 率 向 上 に 。

・ 自 動 計 算 機 室 ・ 精 密 計 器 室 な ど の 機 器 保 全 に 0

・ 製 薬 ・ 製 菓 ・ 製 紙 な ど の 生 産 性 と 品 質 管 理 に 。

電 話 ・ 大 阪 (313) 1401 ( 代 表)

自由I ?- ] シ予祉ショすー

重量
大 阪 市 北 区 ( 全 日 空 ビ ル 内 )

B 主 製 健 所

売

価

j享 さ 2 m/m・ 一 面 坪 ￥ 3 5 0 0 → 4 0 0 0 ・ カ タ ロ グ 進 呈8  m/m 
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円
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話

料

品

犬

)

み 易 く 仮 敷 も い ら ぬ ス ピ ー

デ ィ な 施 工 性』 ど い わ れ ま

す 。 P タ イ ル は どーん な 場 所

で も 明 る に 、 環 境 を つ く る 床

材 〔 製 法 特 許 品 〕 で す !マ

美 し に 、 ! は が れ な に 、 ! イ纂 が

つ き に く し 、一一一一 P タ イ J レに

関 し て の 一 一 致 し た 意 見 で す

玄 人 筋 か ら は r 柔 軟 性 で 木

や コ ン ク リ ー ト の 床 に も 思 JI

タグノる:R多ｾＮ，ｾ＠
客

T  E  L  ( 866 )  イ吃6 101
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広 島 / 広 島 市 鉄 砲 町 5 番 1 6 号

博 多 / 福 岡 市 冷 泉 町 5 番 7 号

田島応用化工K K女

電 信 大 阪 ( 231 ) 9648 ・9649 ・9640

療 省 ロ 慶 大 阪 3 9  9  7  5 番

ご 入 会 の お 申 込 は ー ・ ・ー・ー
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